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序文

熊本県教育委員会では、九州縦貫自動車道（八代～人吉）建設

に伴う埋蔵文化財の調査を進めております。

ここに報告する球磨郡山江村狸谷遺跡は、昭和59年度に発掘調

査を実施したもので、先土器時代から弥生時代にかけての遺構・

遺物を検出し、山間部における遺跡の性格を知るうえで、貴重な

資料を得ることができました。この報告書が文化財の保護と研究

資料の一助になれば幸いです。

なお、発掘調査にあたりましては、日本道路公団人吉工事事務

所をはじめ、山江村教育委員会のご協力、並びに専門調査員の先

生方の多大のご指導、ご助言を賜りました。ここに心から厚く御

礼申し上げます。

昭和62年3月31日

熊本県教育長伴正善
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1．本書は、日本道路公団の九州縦貫自動車道（八代～人吉）建設計画に伴い、事前に実施し

た埋蔵文化財調査の調査報告書である。

2．発掘調査を実施した遺跡は、熊本県球磨郡山江村大字山田字狸谷に所在する狸谷遺跡で、

日本道路公団福岡建設局からの委託を受けて、熊本県教育委員会文化課が行った。

3．当遺跡の発掘調査は、昭和59年度に実施し、その整理・報告は、昭和61年度に行った。

なお、出土資料は、熊本県教育庁文化課で一括保管している。

4．本書は、層序に従って古い時代から順に報告している。

5．本書に使用した地形図は、日本道路公団福岡建設局人吉工事事務所から提供をうけたもの

を基礎にしている。

6．現地調査に関する実測及び写真撮影は調査員で行った。また、遺構の整図は六田育子・本

田まゆみが行った。遺物の実測は、主として木崎康弘がこれにあたり、一部中原由子が行っ

た。整図は木崎・中原・六田・加来恭子が行った。

7．本書の執筆は、主として木崎がこれにあたり、一部を隈昭志（第I章第1節、第Ⅲ章3）

が担当した。

8．英文要旨は、九州女学院短期大学の高木信之先生に翻訳、トーマスGネルソン先生に校

閲をおねがいした。ただし、本文における責は、すべて木崎にあることを付記しておく。

9．本書の編集は、熊本県教育庁文化課で行い、木崎が担当した。
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第1節調査に至る経緯

第I章調査の概要

第1節調査に至る経緯

昭和52年3月29日付けで日本道路公団福岡建設局から熊本県教育委員会に対し、九州縦貫自

動車道（八代～えびの間）の分布調査依頼があり、同年8月4～6日と8月10～12日の2回に

わたる分布調査を実施した。その結果、

八代市（東片町古墳群、上片町条里遺構)、球磨郡山江村（淡島遺跡、狸谷遺跡、本城遺跡、

高城跡、大丸遺跡)、人吉市（笹栗山遺跡、梢山遺跡、佐無田狩所遺跡、石清水遺跡、七地条

里遺構、尾丸横穴群、原城跡、尾丸古塔碑群、七地遺跡、人我胸遺跡、昼子遺跡）

以上、18ケ所の遺跡が確認された。

狸谷遺跡は、後半の調査でチェックした遺跡の一つである。その際の調査者は隈昭志・杉村

彰一、島津義昭、田添夏喜の4名であった。分布調査時の所見は「県道坂本一人吉線、小森集

落の西側に台地があり、現在畑地になっている。この台地一帯には縄文時代早期の押型文土器

片が散布しており、またこの時期の石器や石材片（黒曜石、玄武岩）が散布しており、縄文時

代早期の住居社の可能性がある｡」となっている。

この結果を昭和52年9月9日付けで日本道路公団福岡建設局へ回答し、その後日本道路公団

から昭和53年4月11日付けで文化庁長官あて協議書が提出され、熊本県教育委員会の意見を付

けて同年5月19日付けで文化庁長官あてに発送した。文化庁からは、昭和53年6月12日付けで

「熊本県教育委員会と協議の上事前に発掘調査を実施すること。なお、調査の結果、重要な遺

構等が発見されたときは、設計変更等によるその保存に配慮すること｡」という通知があった。

昭和56年度から熊本県教育委員会は日本道路公団の依頼を受け、各遺跡の試掘を行い、狸谷

遺跡については昭和56年1月23日～3月4日に行い、文化課技師木崎康弘、古森政次が担当し

た。試掘の結果は全面に縄文時代早期の遺構が広がり、弥生時代の遺物も包含され、その下層

に先土器時代の遺物を包含していることがわかった。日本道路公団と協議のうえ、本格的な発

掘調査は昭和59年度に実施することになり、文化課技師木崎康弘と嘱託宮坂孝宏が担当するこ

とになった。

(隈昭志）
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第1節調査に至る経緯

調査の組織

調査主体熊本県教育委員会

調査責任者岩崎辰喜（昭和57年度文化課長）米村嘉人（昭和58年度文化課長）

森一則（昭和59．60年度文化課長）丸木保賢（昭和61年度文化課長）

調査総括隈昭志（課長補佐）

調査・報告木崎康弘（文化財保護主事、調査・報告書）古森政次（嘱託、試掘調査）
書担当

宮坂孝宏（嘱託、本調査）中原由子（嘱託、報告書）

専門調査員三島格（肥後考古学会会長）田辺哲夫（日本考古学協会員）

白木原和美（熊本大学教授）橘昌信（別府大学助教授、現教授）

甲元員之（熊本大学助教授）安蒜政雄（明治大学講師、現助教授）

調査指導及び協力者（敬称略、順不同）

鎌木義昌，小林博昭，堀川純，亀田修一（岡山理科大学)、上村俊雄（鹿児島大学)、木

村幾太郎（佐賀大学)、松藤和人（同志社大学)、安斎正人（東京大学)、柳田康雄（郡山

女子大学短期大学部)、高木信之，トーマスG・ネルソン（九州女学院短期大学)、長崎

潤一（早稲田大学)、平俊隆（熊本大学)、松沢亜生（奈良国立文化財研究所)、西田

茂（北海道埋蔵文化財センター)、竹尾進，佐藤宏之（東京都埋蔵文化財センター)、白

石浩之，鈴木次郎，御堂島正（神奈川県立埋蔵文化財センター)、小林広和（山梨県立

考古博物館)、麻柄一志（富山県魚津市教育委員会)、佐藤良二（奈良県香芝町教育委員

会)、山崎純男，山口譲治，下村智，杉山富雄，小畑弘己（福岡市教育委員会)、松尾吉

高（佐賀県教育委員会)、下川達禰（長崎県立美術博物館)、新東晃一，中村耕治，長野真

一（鹿児島県教育委員会)、富田紘一（熊本市立熊本博物館)、高木恭二（熊本県宇土市教

育委員会)、高田素次，渋谷敦（熊本県文化財保護指導員)、椎葉文雄（熊本県人吉市

教育委員会)、堀伎美子（人吉市図書館)、尾里道子，原田史教（人吉市市役所)、溝下

昌美（熊本県湯前町中央公民館)、松舟博満，菖蒲和弘，高場一郎，永田満，和田好史

（求麻地方史研究会)、人吉市教育委員会、山江村教育委員会、免田郷土研究会、求麻地

方史研究会

調査事務局林田茂一（昭和57,58年度課長補佐）佐々 木正典（昭和59,60年度課長補佐）

林田敏嗣（昭和61年度課長補佐）大塚正信（昭和57,58年度主幹・経理係長）

柴田和馬（昭和59，60，61年度主幹・経理係長）松崎厚生（昭和57,58年度参

事）花田隆二（昭和59年度参事）森貴史（昭和60,61年度参事）

谷喜美子（主任主事）

道路公団坂巻持千男（人吉工事事務所所長）古賀文男（人吉工事事務所庶務課長）

村田文敏（人吉工事事務所工務課長）豊永盛喜渡久地政樹（担当）
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第1章調査の概要

第2節調査の方法と経過

九州縦貫自動車道は、遺跡が立地する丘陵をほぼ南北に横ぎって、建設される計画である。

調査区画の設定は、この自動車道の二つの中心杭を使用しておこなった。

まず、STA340とSTA340＋20を結ぶ線を基準とし、20m×20mの大区画を設定した。この

大区画の指定は、北東隅から西方へ、I～Ⅸ、南方へ、A～Eという呼称によっておこなった

（第1図)。さらに、この大区画は、4m×4mの25個の中区画に分割し、1～25という番号

を付した。調査の基本単位は、この大区画と中区画である。

調査の手順と方法は、以下の通りである。

まず、重機による表土除去を行い、その清掃の後、トランシットを使用して、4m×4mの

中区画を設定した。その際、大区画表示の杭は、所在を明確にするために丸太杭を使用した。

この調査区画の設定が終了すれば、本格的な調査の開始である。

調査は、遺構の検出と遺物の検出を中心にして実施した。

遺構は、平面形の確認をおこなった後に、土層観察のための土手を残し、掘り下げた。そし

てその観察後､土手を取り除いて全体像を確認する｡その間に作製される資料には､完(場合

』

第1図地形図
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第2節調査の方法と経過

によっては昔)に縮尺して作る､平面図､土層断面図､断面図などがある。
遺物の検出は、上記した遺構調査の完了後に実施した。検出遺物は、すべて大区画別、基本

土層別、遺物の種類別に台帳を作り、遺物番号（註）を付した。この台帳に記載する事項には、

土器型式、文様、石器器種、石質、遺物の位置などがある。

こうした発掘調査作業のほか、関連調査として、周辺に分布する遺跡の所在確認調査をおこ

なった。その成果は、第II章第1節の歴史的環境の項に示している。

次に、調査の経過を月別に示しておこう。

4月発掘調査の準備および調査の開始。調査事務所の建設。表土剥ぎ作業。調査区画の設

定。遺構確認作業。以上が、主な作業内容である。

5月本格的な調査の開始である。調査は、主にⅥBC区とⅥlBC区から始めた。アカホヤ

層を除去し、縄文時代早期の遺構確認をおこなった。しかし、確認面での埋土の状態がとらえ

にくく、確認作業は、ほとんど進まず。試掘調査時に確認されていた竪穴式住居跡3基と土坑

2基を確認した。この他、遺構がみられない部分での包含層の掘り下げもおこなった。

6月ようやく埋土の状態がつかめるようになる。包含層の掘り下げ中、新たに5基の竪穴

式住居跡が姿をあらわした。また、この頃から、先土器時代の遺物が顔を出すようになってく

る。

7月竪穴式住居跡や土坑の実測が完了し、その部分の包含層の掘り下げを開始した。縄文

時代の遺物や先土器時代の遺物にまじって、細刃器と細石核も出土する。

8月雨の多い7月から一変して、強い日ざしの季節となる。調査の主体は、徐々にIXCD

区へと移行していった。石組炉・集石・配石土坑が次々に検出され、竪穴式住居跡を遺構の中

心となすⅦB区との違いが明らかとなった。

9月調査は、8月に引き続き、ⅨCD区とVlllCD区を中心におこなった。縄文時代の他、

先土器時代の遺物も多く出土する。

10月4月の表土剥ぎの対象外であった、調査区東側の表土削除を実施した。調査は、VI

BC区・VBC区が中心となる。

11月先月と同様、VIBC区とVBC区が調査の中心となるが、ⅨCD区での、シラス直下

の包含層も調査対象となった。

12月シラス上位の調査は、VD区、ⅥD区そしてⅥlD区へと移り、シラス下位は、10月に

引き続いて、ⅨCD区が対象となる。シラス下位の調査では、ますます遺物量も増加し、安定

した石器組成を持つことが明らかとなり、内外から注目される。

1月調査は、シラス上位でIVD区が調査の対象になり、シラス下位ではVⅢCD区へと移っ

た。ⅣD区では、縄文時代早期の遺物が、予想外に多く出土した。また、遺構もⅣD区、IIID

区、IIE区で、土坑や集石を中心に検出された。
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第I章調査の概要

2月シラス上位ではⅢD区が、シラス下位ではⅧCD区が、調査の対象となる。ⅡID区に

おいて、縄文時代早期に属する、尖頭器、小型異形石器が出土する。また、調査も終盤に近づ

き、整理段階となって、土層図などの作成を開始した。

3月調査終了の月である。IIE区とその他掘り残しの部分の発掘を進める一方で、土層図

や地形図など、必要な図面の作成や補充をおこなった。また、遺跡遠望などの写真撮影や周辺

遺跡の踏査も、あわせて実施した。

以上の経過を踏んで、調査は、3月下旬に無事終了した。関係諸機関への調査終了の報告の

後、機材の撤収をおこない、一年に及ぶ調査を閉じることになる。

註遺物番号には、大区画の表示と、P（土器)、JL（縄文時代石器)、PL（先土器時代

A､T､上位石器)、M（同AT下位石器）という略記号を付した。

第2表調査の行程
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第1節遺跡の環境

第II章 遺 跡の概要

第1節遺跡の環境

1．地理的環境

九州島は、地形的に大きく四つに区分される。すなわち、福岡県・佐賀県及び長崎県北半の

北部山地、大分県・熊本県北半と長崎県南半の中部火山地域、宮崎県．熊本県南半の中部山地、

そして鹿児島県を中心とした南部火山地域の四地域である。その中で、中部山地は、一般に九

州山地とも呼ばれ、祖母・国見・市房などの1,700,級の山々 が連なる高山地帯である。狸谷

遺跡がある人吉盆地は、この中部山地内に大きく口を開けた、標高,00m～200mを測る断層盆
地である。

盆地の中央部には、東西に貫流する球磨川があり、その流れは、日本三急流に数えられる。

そして、この球磨川は、人吉盆地を抜けると、急激に流れを北方に変え、中部山地の谷間を蛇

行しながら、八代海へと注ぎ込んでいる。その間の支流は、80本を数え、流域面積は、1,880

km2に及び、熊本県総面積の25％を占めている。こうした県下最大の規模を持つ球磨川は、さら

に、人吉盆地とその周辺での地形展開の中心を成している。すなわち、球磨川を中心としての

沖積地→台地・丘陵地→山地という一連の展開である。こうした地形の展開ではあるが、人吉

盆地での地形上の中心を成すものは、台地・丘陵地で、沖積地（細粒質．中粗粒質灰色低地

土）の広がりは、球磨川とその支流の流路に沿ってみられる。

球磨川南岸の台地・丘陵地の中心は、白髪岳山地の麓に形成された、複合扇状地である。こ

の扇状地には、その中央部（扇央部）で、水流が潜流化するという性質があり、遺跡の分布は

こうした地形の性質によっても左右されて、主に、扇頂・扇端部を中心にみられる。こうした

地域の他に、下球磨、すなわち人吉市周辺には、姶良火山起源の入戸火砕流（シラス）を基盤

とする、台地・丘陵地が分布している。一方、北岸には、川辺川によって形成された盆地中央

部に広がる広大な扇状地と、それ以外の地域の阿蘇溶結凝灰岩や入戸火砕流を基盤とする丘陵

地がある。このように、球磨川の両岸の台地・丘陵地には、基本的に生成の違いがあることが

わかる。

次に、目を山地に移してみよう。球磨・人吉地方では、盆地部に平地がみられるのみで、そ

のほとんどは、球磨山地が占めている。そして、この山地には､多くの種類の岩石．岩層がみ

られる。石器時代にあっては、道具の主流が石器であって、その石器に使用された岩石が、当

地産のものかそうでないものかが、問題の一つである。そこで、当地での石器石材にかかわる
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第II章遺跡の概要

岩石・岩層の分布を示しておきたい（第2図)。

狸谷遺跡出土の石器の中で、最も多いのは、黒曜石・珪岩・安山岩である。

黒曜石は、人吉市桑ノ木津留と球磨村黒白で産出が確認されている。また、鹿児島県大口市

日東の産出地も近距離にある。珪岩は、人吉盆地の北側の山地に岩脈があり、その山地を流れ

る河川や川辺川の扇状地の操層中にも転石があり、入手が容易である。また、安山岩も同様に

入手が容易で、盆地南西に広がる山地の表層を成しており、河川には、多くの転石がみられる。

これらの石材の他、石器として利用されている砂岩・千枚岩・花闇岩（盆地東側の市房山周

辺）も球磨山地中にみられる。

このように、遺跡の周辺には、多種の石材の産出地が分布し、しかも本流である球磨川には、

転石として、すべての種類の岩石が流入している（第2図)。

2．歴史的環境

狸谷遺跡は、球磨川の支流である山田川のそのまた支流である西川内川の流域にあり、その

流域内に点在、分布している遺跡の中の一つにすぎない（第3図)。したがって、遺跡を取り

熊本県発行の『球磨川流域地域環境利用ガイド』
(表層地質図）を参照し、作成した。
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第II章遺跡の概要

巻く歴史的な環境は、遺跡に残されたものが、それぞれの時代の中でどのような役割を持って、

どのような位置を占めていたのかを考える上での一つの材料となるはずである。

（1）先土器時代

今日までに確認されている先土器時代の遺跡は、人吉・球磨地方に24箇所ありへその中のほ

とんどが人吉市や山江村を中心とする地域にある。その所属時期は、ナイフ形石器文化に属す

るもの15遺跡、細石器文化のもの5遺跡、不明5遺跡である。しかし、ほとんどのものが、表

面採集によって確認された遺跡であり、その全体像については、不明な点が多く残されている。

ナイフ形石器文化の中で、もっとも古い石器文化は、3遺跡のものがあり、姶良火山⑦噴火

以前にあたる。この中で、本書で報告する狸谷遺跡（5）は、その様相が最も良くわかるもの

で、ナイフ形石器・掻器・削器・彫器・磨石・敵石等の多くの石器群が検出されている。次に

姶良火山噴火以後の石器文化は、包含層が比較的浅い部分にあり、15遺跡が確認されている。

検出された資料は、ほとんどがナイフ形石器であるが、その中でも、国府型類似のナイフ形石

器を出土した鼓ヶ峰遺跡（70)、剥片尖頭器を主体とする石器文化が検出された大丸・藤ノ迫

遣（48)、およびそこに隣接する高城遺跡（44)、剥片尖頭器が表面採集されている射場ノ本遺

跡（106）（松舟・木崎1981）は、球磨・人吉地方の先土器時代を考える上で、特に、注目さ

れる遺跡であろう。

（2）縄文時代

縄文時代の狸谷遺跡では、早期に属する遺物が、多く出土した。

早期の遺跡としては、大丸・藤ノ迫遺跡、大村遺跡（58)、石清水遺跡（69)、射場ノ本遺跡

がある。大丸・藤ノ迫遺跡は、塞ノ神式土器を中心に、多様な土器群が検出され、それに伴っ

て、土坑・小穴を有する土坑・集石・炉穴などの遺構群が確認された。当時の集落の構成と、

縄文時代早期の社会での位置を知る上での重要遺跡である。大村遺跡は、押型文土器を中心と

した時期の遺跡であるが、その調査によって集石・炉穴などの遺構とともに、押型文土器の他、

撚糸文土器・手向山式土器・平栴式土器・撚糸文系の塞ノ神式土器が出土した（赤瀬・椎葉

1979)。この遺跡は、大丸・藤ノ迫遺跡と同じように、球磨川を前面に控えた台地上にあり、

山地を背後に擁した遺跡（狸谷遺跡）との比較検討の資料として重要である。このほかに、比

較のための遺跡として大量の黒曜石の剥片・砕片が採集されている射場ノ本遺跡がある。また、

このほか、狸谷遺跡の周辺には、庚申洞穴を含む多くの縄文時代早期の遺跡があり、これらの

遺跡相互の比較は、極めて興味深い。

前期以降の遺跡の中で、その内容が安定・充実してくるのは、後期ないし晩期に属するもの

である。そうした中で、鼓ヶ峰遺跡では､、曽畑式土器・船元式土器が、射場ノ本遺跡では、

中期前半の並木式土器が、僅かではあるが出土している。一方、後期の遺跡としては、矢黒神

社前遺跡（102）がある。この遺跡からは、縄文時代後期後半に属する土器・石器の他に、石
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第1節遺跡の環境

第3表遺跡地名表

①郡真賢氏の御教示による。

②松舟博満｢消される遺跡地｣｢郷土｣第11号1983

③木崎菅見

④松舟博満･木崎康弘｢熊本県球磨･人吉地方の先土器時代資料について」

『肥後考古｣第2号1982

⑤文化庁文化財保護部『全国遺跡地図熊本県』1981

⑥熊本県教育委員会発掘調査

⑦松舟博満氏の御教示による。

⑧菖浦和弘氏の御教示による。

⑨赤瀬恵･椎葉文雄『松山遺跡調査報告醤』1979

⑩高場一郎氏の御教示による。

⑪松舟博満｢シラスの下の文化眉｣『くまひと｣第3号1983

⑫人吉市教育委員会発掘調査

⑬木崎康弘『大丸･藤ノ迫遺跡』熊本県文化財調査報告第80集1986
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番号 遺跡名 所在地 時代 典拠地 番号 遺跡名 所在地 時代 典拠地

１
２
３
４
５
６
７
８
９
叩
ｕ
皿
過
皿
晦
恥
Ⅳ
肥
四
加
迦
犯
羽
塑
妬
妬
訂
犯
測
訓
釦
犯
羽
誕
弱
拓
師
銘
釣
如
似
蛇
娼
“
妬
“
仰
岨
⑬

０
１
２
３

５
５
５
５

平u

光畑

山渋谷

中山・狸省

狸谷

庚味

山渋

鍋ノ平

段岡A

一
上
戸
に

″
″

又ヶ閏

中野

庚申洞穴

丸岡

万江の城

中山

山田城A

〃B

〃C

大王神社裏

毘沙門堂前
城原
(ツカロウー）

林田

味園

山江中学校

内角

東中原

丸

湯ﾉ原(古墳群）

油免(古墳群）

東浦(古墳群）

京 塚

京塚古墳

屋敷下

手石方

長ヶ峯

別府

塚原

別府古墳群

鳥越

蓑原

高城(跡）

城下

合戦峯A

〃B

大丸･藤ノ迫

涜谷

下原

一本松

下ノ段

愛田

山江村大字万江字平山

〃〃〃〃光畑

〃大字山田字山渋谷

〃〃〃〃中山･狸谷

〃〃〃〃狸谷

〃〃〃〃庚谷

〃〃〃〃山渋

〃〃〃〃鍋ノ平

〃〃〃〃段岡

同上

同上

山江村大字山田字又ヶ野

〃〃〃〃中尾

〃〃〃〃庚申

〃〃〃〃丸岡

〃大字万江字城内

〃大字山田字中山

〃〃〃〃城山

〃〃〃〃下城子

〃〃〃〃大王谷

〃〃〃〃味園

山江村大字山田字寺山

〃〃〃〃寺ノ下

〃〃〃〃林田

〃〃〃〃味園

〃〃〃〃辻･中辻

〃〃〃〃内角

〃〃〃〃東中原

〃〃〃〃一丸

〃〃〃〃湯の原

免
浦
塚

油
東
京

″
″
″

″
″
″

″
″
″

″
″
″

同上

山江村大字山田字屋敷下

〃〃〃〃手石方

〃〃〃〃長ヶ峯

〃〃〃〃別府

〃〃〃〃塚原

〃〃〃〃別府

相良村大字深水字鳥越

山江村大字山田蓑原

人吉市蓑原町

山江村大字山田字高城･本城

〃〃〃〃城下

〃〃〃〃合戦峯

同上

山江村大字山田字大丸･藤ノ迫

〃〃〃〃漬谷

〃〃〃〃下原

〃〃〃〃一本松

〃大字万江字下の段

人吉上原町(馬草野)字後田

縄
縄

先･縄

先･縄

先･縄

墳
墳
墳
？
墳
歴

縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
歴
縄
歴
歴
純
縄
墳
縄
縄
縄
縄
古
古
店
縄
墳
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
掛
弥
弥
弥
認
癖
縄
縄
縄
縄
縄

《
ｇ
夕
．
●

古
縄
縄
縄
古
古
先

①
①
②
③
④．⑥

③
③
③
③
③
③
③
③
③
⑤
⑤
⑤
⑤
⑤
⑤
①
①
①
①
①
①
③
③
⑤
⑤
⑤
⑤
③
③
③
③
③
③
③
⑤
⑤
③
③
⑥
③
①
⑤
⑬
⑦
⑦
①
⑧
⑤

別
弱
髄
師
記
弱
帥
飢
馳
“
“
開
髄
師
鎚
的
刈
、
泥
沼
測
布
祁
万
氾
乃
帥
団
駆
囲
別
開
師
師
卵
的
卯
瓢
蛇
兜
拠
妬
％
切
朋
的
Ⅷ
皿
皿
畑
皿
恥
106

牛塚古場

六地蔵

牛塀

村LL

村山［

く
Ｅ
Ａ

″
″
″

城本

村山城跡

大村横穴群

鬼木古填

人吉高校校庭

佐無田の館

大村平家城跡

石清水

鼓ヶ峯

一本松

平家城原跡

覚井古墳

蔵城跡

十島
人吉ゴルフ
クラブ

陣の内横穴群

三石

三石横穴群

井沢横現社遺跡

京ヶ峯横穴群

京ヶ峯

丸

迫田･大塚

七地

尾丸横穴群

天道ヶ尾

原城跡

麓

赤池原

東間

白鳥平

道場原

唐野

人我胸

昼子

茂田

岩川内

北野

矢黒神社前

矢黒城
一
戸
一
戸

越

越坂

射場ノ本

人吉市上原田町牛塚

〃〃（菖蒲)字六地蔵

〃 〃牛塚

〃城本町村山

″
″
″
″

〃城本町字城本

〃〃〃〃

〃〃〃鳥岡･城本

〃鬼木町字(芦原）

〃北願成寺町字

〃〃〃前田

〃〃 上の寺

〃〃〃石清水

〃〃〃鼓ヶ峯

〃〃〃一本松

相良村大字柳瀬中原

〃〃〃〃

〃〃〃〃

井
城
島

覚
蔵
十

″
″
″

″
″
″

″
″
″

″
″
″

〃〃〃〃

〃〃〃〃陣の内

〃〃〃〃三石

〃〃〃〃〃

川辺村井沢

錦町大字西字京ヶ峯

同上

錦町大字西字一丸

人吉市七地町字迫田･大塚

〃〃

〃 〃尾丸

〃〃天道ヶ尾

〃原城町字原城

〃麓町字麓

〃赤池原町赤池原

〃東間上町

〃がっくり町字白鳥平

〃赤池水内町字道場原

〃蓑野町蓑町

人吉市赤池水無町字人我胸

〃下漆町字昼子
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第II章遺跡の概要

刀の柄部が、採集されている。晩期の遺跡には、立地上で二つの種類の遺跡、すなわち、台

地・丘陵地上の遺跡（アンモン山遺跡・天道ヶ尾遺跡）（89）と、それに付属する低地部上の

遺跡（アンモン山遺跡・七地遺跡）（87）があり、その二つが一体となって、集落の領域を構

成しているようでもある｡

（3）弥生時代

球磨・人吉地方の弥生時代は、後期に特徴がみられ、独特な文様を持つ免田式土器が多く出

土している。球磨・人吉地方には、この免田式土器を出す遺跡が30ヶ所あり（肥後考古学会

1984)、それらが、人吉盆地中央部に集中している。

狸谷遺跡は、この分布域の西端部にあたり、この周辺では、本目遺跡・市房隠遺跡のような

有力な遺跡はあまりみられず、大丸・藤ノ迫遺跡や荒毛遺跡、合戦峯遺跡（47）のような小規

模遺跡のみである。こうしたことは、球磨・人吉地方の弥生時代後期の中心を成す地域が、広

大な沖積地を前面に擁する盆地の中央部にあり、人吉市・山江村に分布する遺跡を中心とした

一帯は、その周辺部にあたっていたことを示している。

（4）古墳f寺代

古墳時代に至っても、その中心舞台は、人吉盆地の中央部にあった。そのことは、前方後円

墳である亀塚古墳群、大型の円墳がみられる四塚古墳群・才園四塚古墳群。そして、鬼ノ釜古

墳のような有力古墳が、この一帯に広がっていることからも伺われる。これに対して、狸谷遺

跡周辺は、湯の原古墳群（30）・湯免古墳群（31）・東浦古墳群（32）・別府古墳群（40）のよ

うな、小型石室を持つ小円墳群や、大村横穴群（64)・京ヶ峯横穴群（83）等の横穴群のよう

な、盆地中央部に点在する大型古墳とは比較にならないほどの、小規模な墳墓群が分布すると

いう、周辺地域の状態を呈している。

こうした小規模な古墳の他に、人吉市アンモン山遺跡では、南九州系の土器を伴った、古墳

時代後期の住居跡2基が確認されている（椎葉他1985)。こうした事実は、出土した土器に

象徴されるような、南九州の文化を基盤とする古墳時代の社会が、狸谷遺跡の付近一帯に存在

していたことを表わしているのかもしれない。さらに、大和朝廷による隼人政策の前線基地で

もある球磨・人吉地方が、隼人社会を基盤にして成立していたことを示す資料としても注目さ

れる。

（5）歴史時代

古代における球磨・人吉地方の中心地域は、依然として、盆地中央部にあったと考えられる。

このことは、須恵器や瓦の古窯跡（高山古窯跡。下り山古窯跡等)、古瓦出土遺跡（久鹿寺田

遺跡)、蔵骨器出土遺跡（廻り迫遺跡、他4遺跡)、墓誌板出土遺跡（黒田遺跡）のような、有

力遺跡のほとんどが、この地域に多く分布していることからもわかる。ただ、一方で、人吉周

辺もまた、時代が下るにしたがって次第に中心的な地域の一つとなっていったようである。そ
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第1節遺跡の環境

のことを示すものが、『和名抄』に記載されている「人吉郷」の存在であり、平安時代末期の

作風を示す仏像の存在（高寺院毘沙門天立像)、そして、中世における人吉の優位であろう。

しかしながら、こうした、断片的な資料の他には、古代の人吉周辺の状況を知ることのできる

ものはほとんど無く、わずかに、凝灰岩製の蔵骨器を出土している塘野遺跡（96）があるのみ

である。これに対して、中世に入ると、人吉周辺が中心地域となったという資料が、古文書や

神社仏閣・中世城跡を中心として、急速に増加するようになる。

しかし、いずれにしても、一般の生活状態を示す遺跡の資料は少なく、この種の資料の発見

が期待されている。

註人吉市鼓ケ峯遺跡（昭和59～60年度）と同市天道ケ尾遺跡（昭和60～61年度)、そして、

山江村高城遺跡（昭和59年度）は、熊本県教育委員会が調査し、その結果、入戸火砕流直上

に包含層がみられる、先土器時代の石器文化が検出された。
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第II章遺跡の概要

第2節遺跡の概要

遺跡は、熊本県球磨郡山江村大字山田字狸谷に所在し、山田川の支流である西川内川の右岸

の丘陵に立地している。標高は、179m～189mを測る。人吉盆地における位置は、山地と丘陵

地・台地との境部分で、視界の狭い山麓にあたっている。（第4図)。

当地は、深く入り込む二つの小さな谷にはさまれた狭い丘陵で、西側に急勾配の山部を擁し

ている。遺跡は、この山部が標高189m付近で急に傾斜を緩くして平坦な地形に至る、その平

坦部にある。そして、その後、この平坦部は、標高178m付近でまた傾斜を強くして、沖積低

地へ至る。この沖積地との比高は、24mである。

平坦部の地形は、北東方向へ走る1本の尾根と、そこから発する3本の支脈、そしてその支

脈によってはさまれた谷部によって構成されている（第1図)。特に、丘陵中央の南北にみら

れる谷部は、丘陵を東西に分かち、当地の地形展開やそれにかかわる人々の生活に大きな影響

を与えている｡そこで、この谷部周辺を中央部、そして、その東西を西側丘陵、東側丘陵と呼

称しておきたい。

遺跡からは、三稜尖頭器や多量の縄文時代早期の遺物がすでに採集され、その一部が報告さ

れてもいる（松舟・木崎1982)。

先土器時代では、ナイフ形石器文化に属する二つの石器文化が確認された。この二つの文化

は、入戸火砕流（シラス）によって、明確に分離されており、その問の混入は考えられない。

縄文時代では、細石器を伴う隆起線文土器、早期の集落と多量の遺物が検出された。特に、隆

起線文土器は、熊本県下では初めての出土例であり、注目される。また、早期の集落は、その

景観を含めた状態で検出されており、当時の集落を考える上での重要な資料となろう。なお、

単独出土であるが、縄文時代後期の市来式土器と弥生時代の磨製石錬が検出された。
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第3節遺跡の層位と包含層

第3節遺跡の層位と包含層

遺跡では、姶良カルデラ起源の入戸火砕流（シラス）をⅧI層として、8枚の土層が確認でき

た。そこで、以下、各層別に、その状態を示していきたい。

第1層表土層（耕作土）

第1I層黒色土層

この層は、ほとんどが耕作などによって削られており、遺跡の谷部を中心として、わずかに

残存しているだけである。しまりが無く、全体的に軟弱な状態を示し、黒ボク土に混じって、

わずかにアカホヤのブロックを含む土層である。この層の形成時期は、大丸・藤ノ迫遺跡の調

査結果から、歴史時代以降であることが判明している。

第ⅡI層黄褐色土層

､し世山アカホヤ火山灰の土層である。この層は、土

の性質によって、二つの亜層に分層できる。す

なわち、IIIa層とIIIb層である。

第ⅡIa層は、遺跡の谷部を中心に分布してい

るが、その残存範囲は狭い。この層の成因は、

土壌化したアカホヤ火山灰の、二次的な堆積に

よるものと考えられる。そして、その堆積は、

火山灰降下直後に始まっている。

第'''b層は、遺跡のほぼ全域に分布・残存し

非常に硬くしまった、アカホヤ火山灰の一次堆

積層である。無遺物層である。

第Ⅳ層褐色土層

縄文時代早期の遺物を包含する土居である。

分布は、遺跡全域に広がっている。土質として

は、しまりがあり、粒子も比較的細かい。縄文

時代早期の遺物の包含状態は、この層の中で、

数型式の土器が混在したかたちでみられ、その

層位的な分離は不可能である。

第V層褐色土層

シラスが土壌化して、二次的に堆積した土層

で、わずかに粘性を帯びる。土層の分布は、遺

跡の全面で確認できた。先土器時代の包含層で

到繊戦琴熟土器）
アカホヤ火山灰
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第II章遺跡の概要

ある。

第VI層黄色火山灰層

狸谷II石器文化の基底層を成すもので、入戸火砕流（シラス）の二次堆積層で、粒子が荒く

極めてしまりがある土層である。上部にはクラックが走る。無遺物層である。

第Ⅶ層暗褐色粘質土層

粒子は細かく、粘性を帯びる層である。狸谷I石器文化の包含層をなす。

第Ⅷ層操層

調査に関連して、地質調査も実施した。この結果については、すでに、専門調査員である柴

田喜太郎氏により、熊本県文化財調査報告第61集『曲野遺跡II」において公表されている。

以下、その結果を抜粋して示す。

狸谷遺跡の堆積物の分析

試料の採取方法

狸谷遺跡の試料は、深掘溝の壁面より採取した。試料は壁面に附着する崩落土を除去した後、

上位より下位へ全層を厚さ10cmに区分して、全ての層準の試料を採取した。

分析方法

採取した試料について、火山ガラス含有率（粒数％)、重鉱物含有率（重量％)、火山ガラス

附着重鉱物含有率（粒数％)、重鉱物組成（粒数％)、火山ガラスと輝石類の屈折率を検討した。

各々の分析方法は次のとおりである。

火山ガラス含有率：乾燥試料約509を取り、115＃（0.125m）と250#｡（0.0625m）の標準筋

を用いて節分し、115#～250#筋の間に残る微細砂（粒経0.125m～0.0625m）を分離する。次

にこの微細砂を用いてプレパラートを作り、偏光顕微鏡下で鉱物粒子250～300粒中に占める火

山ガラスの粒数％を求めた。集計に際して稲科植物に起源をもつ植物畦酸体は除外した。

重鉱物含有率：微細砂3～59を四臭化エタン（比重2.965）を用いて処理し、微細砂中の

重鉱物を分離した。次に重鉱物の重量を求め、原試料中の重鉱物重量％を算出した。

火山ガラス附着重鉱物含有率：分離した重鉱物を用いてプレパラートを作り、偏光顕微鏡下

で重鉱物250～300粒の火山ガラス附着重鉱物の粒数％を求めた。

重鉱物組成：火山ガラス附着重鉱物含有率を求める際に使用したプレパラートを用い、偏光顕

微鏡下で重鉱物250～300粒中の各種鉱物種の粒数％を求めた。各試料の重鉱物組成は、普通角

閃石、酸化角閃石、斜方輝石、単斜輝石、雲母類、その他（ジルコン＋変質鉱物十不明)、不

透明鉄鉱物に区分して組成比を求めた。
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第II章遺跡の概要

火山ガラス・斜方輝石の屈折率：火山ガラス含有率、火山ガラス附着重鉱物含有率、重鉱物

組成の検討を基礎にして、火山噴出物が含まれていると判断された試料について、浸液法によ

り火山ガラスと斜方輝石の屈折率を測定した。

狸谷遺跡の分析結果

火山ガラス含有率は、I層～ⅡI層とV層～Ⅶ層の範囲に顕著な増加があり、各々80粒数％を

越えるが、Ⅷ層IX層では15粒数％以下になり、IX層では1粒数％以下になる。重鉱物含有率は

II層の範囲で7重量％を示すが、下位に向って減少する傾向を示す。火山ガラス附着重鉱物含

有率は、I層～1V層、V層～Ⅶ層、Ⅷ層～Ⅸ層に3区分できる。I層～1V層では最大45粒数％

を越える含有率を示し、V層～ⅥI層では8粒数％～14粒数％、VllI層～Ⅸ層では3粒数％以下に

なる。重鉱物組成では、重鉱物含有率と同様に3層準に区分できる。I層～Ⅲ層は角閃石類が

やや増加し単斜輝石が減少する。VⅢ層～IX層では不透明鉄鉱物が急増し、各閃石類と輝石類は

激減する。雲母類はわずかに増加する。

（広島大学理学部地鉱教室柴田喜太郎）

註

:有機質シルト(暗色帯）柱状図凡例1：埋土2：シルト3：砂まじりシルト4：有機質シルト(暗色イ

5：軽石(露頭で識別可能なもののみ示す）6：段丘篠

分析値凡例1：火山ガラス附着重鉱物含有率(粒数％）2：火山ガラス含有率(粒数％）

3：重鉱物含有率(重量％）

重鉱物組成凡例1：普通角閃石2：酸化角閃石3：斜方輝石4：単斜輝石

5：雲母類6：その他7：不透明鉄鉱物
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第III章調査の成果

第1節狸谷I石器文化の遺物

1．遺物の出土層位とその分布

狸谷I石器文化の調査は､遺跡西側の山つき部､調査区名ではⅧC16～18．21～25､ⅧD1～

15、ⅨC21～23、IXD1～8．11～13において実施した（第7図)。その調査対象面積は、約

530㎡である。

遺物の出土層位は、遺跡の基本土層の内で、第ⅥI層、すなわち、姶良火山灰（AT）の第VI

層と、砂操層である第Ⅷ層とにはさまれた部分にあたっている。包含層であるこの層は、第II

章でも触れたように、茶褐色に近い、暗褐色の極めて粘性に富んだ土層である。層厚は、10～

15cmと、比較的薄く、遺物は、この薄い層にほぼまんべんなく包含されている。その包含状態

は、地下水の流路（臨時）と僅かな撹乱があるが、60～130cmの厚さを持った無遺物層の第Ⅵ

層に覆われ、極めて良好であった。
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第7図狸谷I石器文化調査区域図
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第Ⅲ章調査の成果

遺物は、東北東に走る尾根線（傾き6％）を中心にして、調査区のほぼ全域にわたって出土

している（第8図)。その分布域の規模は、すべて完全に把握はできないが、調査区西側で遺

物分布が切れ、東側でも遺物量が少なくなって、分布の周辺部に近い状態を示していることか

ら、東西40m前後と推定できる。また、調査区北側に谷部を擁していることから、南北の広が

りが20mを大きく越えることはないであろう。したがって、この分布域は、約700㎡に広がる

楕円形を呈するものと推定される。この他、この分布の丘陵における占地の状態をみれば、谷

部に沿うという特徴があり、このことから、谷部を介して調査区域外の対岸にも、遺物分布域

の存在が想定できそうである。

2．出土石器とその分布

出土した遺物は、すべて石器関係の資料であり、その総数は、3783点である（第4表)。そ

の内訳は、ナイフ形石器105点、掻器14点、削器23点、扶入石器15点、彫器3点、操錐器1点、

喋器2点、磨石・敵石71点、石皿・台石12点、二次加工ある不定形石器26点、使用痕ある剥片

112点、石核56点、剥片・砕片3343点である。石材は、珪岩が2207点、そして黒曜石が1130点

と、この2種類で遺物全体の9割近くを占め、これに付属して、安山岩（357点)、砂岩（85

点)、頁岩（8点）がみられる。

第4表狸谷l石器文化石器組成表

105（27）

14(4)

23(6)

15(4)

3(0.55）

1（0.15）

2（0.3）

71（19）

12(3)

26（7）

112（29）

黒曜石

54(51）

3(21）

4（17）

2（13）

1(33）

9(35）

31（27.6）

104(27）

14(25）

1012(30）

1130（30）

－20－

安山岩

5(5)

1(4.5）

－

1(50）

2（3）

1(4)

1（0.7）

11（3）

3(5)

343（11）

357(9)

砂岩

69(97）

12

81(21）

81（2）

頁岩

1（8）

l(4.5）

1(4)

3(2.7）

6(2)

2(4)

8（1）
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第1節狸谷I石器文化の遺物

ナイフ形石器（第11図1～第19図103）

ナイフ形石器は、105点出土したが、その内、欠損品2例の接合（72．73）があったため、

実質の資料点数は、103点である。石材ごとの内訳は、黒曜石54点、珪岩46点、安山岩5点で、

黒曜石と珪岩の占める割合が圧倒的に高い。

分布は、そこに粗密の差はあるにしても、調査区にほぼまんべんなくみられ、なんらかの偏

在の傾向を指摘することは、ほとんど意味のないことかもしれない。ただ、現象面だけをとら

えれば、尾根頂部の標高185.50mの等高線付近から、尾根線に沿って北東方向に延びる分布と、

それを取り巻くように広がる二つの分布があるようであり、それぞれの分布域の間は、2～3

mの空白部があるようでもある。

103点のナイフ形石器は、さらに、刃潰し加工の部位によって第1類と第2類とに分類でき

る。以下類ごとに示していこう。

第1類（1～56）

第1類のナイフ形石器は、石器本体の二側縁に刃潰し加工がみられるもので、その側縁部と

刃部とによる、鋭い先端部に特徴がある。さらに、この第1類は、茂呂（九州）型ナイフ形石

器と呼称されるものa（1～15．17～31．34～42．46．50．52）と切出し状のナイフ形石器b

（16．32．33．43～45．47～49．51．53～56）との二つに細分されるようである。

1a類のナイフ形石器は、狸谷I石器文化を特徴付けるものの一つで、形状の推定可能なも

ので42点が検出された。石器本体の形状は、片側縁ないし両側縁がやや丸みを持った柳葉形を

とるものを基本とするが、20のような、茎を持つ例外もある。大きさは、長さ1.95～4.1cm､『

幅0.7～1.5cmで、その長幅比は、3．4：1～2：1にあり、特に3：1前後に集中するようで

（第10図)、強い規格'性が伺われる。

1b類のナイフ形石器は、14点が検出されてい

る｡石器本体の形状は､両側縁が直線的で､切出（誓
し状をとっている。大きさは、長さ1.92～2.85cm、

4
幅0.85～1.35cmで、その長幅比は、2．5：1～

1.8：1と、2：1付近に偏り（第10図)、Ia類3
とは傾向を異にした規格性が認められる。

第2類（57～90．92）2

第2類のナイフ形石器は、一つの側縁ないし縁
1

辺の一部に刃潰し加工がみられるもので、35点出

土した。1a類のナイフ形石器と同様に、狸谷
0U 12345(c､）

I石器文化を特徴付けるものである。この石器は、

さらに加工の度合によって、側縁全体にわたって第10図ナイフ形石器の長幅比
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第ⅡI章調査の成果

加工がみられるものa（72～82．84～88．90）と、縁辺の一部のみに限られるものb（57～

71．83．89．92）に細分される。

2a類ナイフ形石器は、側縁全体にわたって、曲線的ないし直線的な刃潰し加工がみられる

もので、17点検出された。石器の形状は、素材となる剥片の形状に大きく左右されるため、不

揃いである。大きさは、長さ1.75～4.1cmで、幅0.78～1.79cmで、長幅比は、3：1～1.4：1

にあたり、その中でも、特に1.5：1付近のものが、もっとも多い（第10図)。

2b類ナイフ形石器は、素材となる剥片の縁辺の一部に刃潰し加工がみられるもので、18点

が出土した。この18点のナイフ形石器は、さらに加工の状態により、素材となる剥片の一端を

斜めに折り取っているものや、縁辺のほんの一部に加工がみられるものなどがある。石器の形

状は、2a類と同様に不揃いであり、そのことを示すように、2．6：1～0.8：1と長幅比の範

囲がさらに広くなり、しかも偏りの傾向を示さず散在的である（第10図)。

所属不明のナイフ形石器片（91．93～103）

所属不明のナイフ形石器が12点あった。その中で、しいて所属を挙げれば、101～103が1a

類に、93と96が1b類に、99が2類に属する可能性が高い。

ナイフ形石器の製作

ナイフ形石器の製作について、素材となる剥片とその使い方、そして、それに加えられる調

整加工を中心にして、みていこう。

1a類のナイフ形石器の素材は、15．27で横長剥片が使用されてはいるが、ほとんどのもの

は、縦長剥片である。ただ、縦長剥片では、刃器状剥片のような形状の整ったもの（20．22．

29．37など）は少なく、寸詰りで、幅広のものが多く使用されている。剥片の表面に残された

剥離痕と裏面との関係では、すべて同一の剥離方向のもの14点、対向するもの7点、直行する

もの16点がある。

石器本体の中での剥片の打面部の位置では、上位のもの5点、下位に置かれているもの18点

（内、打面残置6点)、側縁上部右位11点、同左位2点、側縁中部右位1点、同左位1点、側

縁下部右位2点、同左位2点があり、下位に置かれているものが最も多い。このことを整理す

れば、剥片と石器との主軸がほぼ同一のもの23点、やや傾斜するもの17点、直行するもの2点

という素材利用のあり方の傾向が指摘できる。

次に、調整加工についてみてみよう。ナイフ形石器に特徴的な調整加工は、急角度の刃潰し

加工である。この加工は、主に、石器本体の裏面側から表面側に向けて、加圧されるものが中

心である。ただ、場合によって、表面側からのものが観察されることも多い。狸谷I石器文化

のナイフ形石器では、対象資料数34点中17点にみられる。その加工部位は、先端部が最も多く

12点、胴部が4点、そして基部が1点で、石器先端部の稜調整が、この種の加工の中心となっ

ていることを示しているといえる。この他に、裏面基部加工がみられるものが9点ある。また、
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第Ⅲ章調査の成果

第5表石器計測表

値計 測
登録番号NO器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

躯
祁
別
舵
侃
朋
叫
皿
姐
兇
採
詔
塊
躯
妬
岨
５
脇
１
乃
採
下
珊
塊
川
船
採
側
別
朋
的
採
過
７
９
９
０
５
４
２
４
８
５

８
９
９

６
３
８
９
３
６
５

８

－
１
９
１
６
１
７
３
８
５
２
２
４
１
８
７
４
４
８
１

Ｗ
Ⅷ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅷ
Ｗ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅷ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
肥
Ⅲ
Ⅶ
肥
剛
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
表
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
表
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
表
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
表
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ

岩
岩
岩
岩
石
石
岩
岩
石
石
岩
岩
石
石
岩
岩
石
岩
岩
岩
岩
岩
石
石
石
岩
石
岩
石
岩
石
石
岩
石
石
岩
岩
岩
石
石
石
石
岩

曜
曜
曜
曜
曜
曜
山
曜
山
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜

珪
珪
珪
珪
黒
黒
珪
珪
黒
黒
珪
珪
黒
黒
珪
安
黒
珪
珪
安
珪
珪
黒
黒
黒
珪
黒
珪
黒
珪
黒
黒
珪
黒
黒
珪
珪
珪
黒
黒
黒
黒
珪

ナイフ形石器

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

５
５
２
５
５
５
５
５
９
７
７
５
５
８
ｊ
８
１
５
８
５
８
８
７
５

６
５
７
６
４
５
６
５
６
５
３
４
５
４
７
６
４
７
６
８
７
６
６
４
６
６
４
４
６
５
７
４
５
６
４
４
６
５
５
４
４
６
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１

く
く
く
く

3．6

2．57

1.875

2．1

1．0

(1.25）

1．35

1．55

2．1

1．1

(0.2）

0．9

(1.75）

(0.85）

(1.85）

1．25

0．6

(2.1）

1．5

(2.85）

1．95

(2.7）

1．25

(0.45）

1．2

1．8

(1.15）

1．05

1．3

0．9

1．9

(0.75）

(0.5）

1．57

(0.6）

(0.95）

(2.95）

(1.5）

(0.9）

(0.7）

(0.6）

(1.15）

(2.0）

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ

５
２
４
０
８
５
５
５
５
４
５
５
３
５
８
２
１
５
３
５
４
６
４
５
４
ｊ
３
４
ｊ
５

４
２
１
２
８
０
０
３
３
１
８
０
２
０
１
９
１
１
１
１
２
２
０
７
９
１
０
０
０
９
４
８
６
２
０
１
２
３
２
２
１
６
１

●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
０
０
１
１
１
１
０
１
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

く
く

く
く
く
く

4．1

4．12

3．45

3．4

2．8

(2.7）

2．78

3．03

2．98

2．44

(1.95）

2．32

(2.74）

(2.1）

(2.78）

2．4

2．0

(2.69）

2．7

(3.16）

2．65

(3.93）

3．05

(1.86）

2．86

3．2

(2.9）

2．64

2．8

2．73

3．05

1．92

(1.63）

2．6

(1.84）

(1.65）

(3.39）

(2.0）

(1.67）

(1.59）

(1.5）

(2.24）

2．85

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
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計 測 値
NO器種石質 登録番号

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)
ナイフ形石器 石

石
岩
石
岩
岩
石
石
岩
石
岩
石
岩
岩
石
岩
石
石
岩
石
岩
岩
岩
石
岩
岩
石
石
石

曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜

黒
黒
珪
黒
珪
珪
黒
黒
珪
黒
珪
黒
珪
珪
黒
珪
黒
黒
珪
黒
珪
珪
珪
黒
珪
珪
黒
黒
黒

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７

ｊ

ｊ
ｊ
ｊ

ｊ

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
５
５
５
ｊ
ｊ
５
ｊ
５
５
５
５
５
５
５
５
３
ｊ

５
５
５
１
５
５
５

７
５
２
５
８
６
０
９
０
６
６
１
３
９
４
９
８
０
２
０
７
９
８
０
５
８
４
５
８

●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
１
０
０
１
５
０
３
０
０
２
２
２
１
０
０
１
２
１
０
２
１
１
１
０
０
１
０

く
く
く

く
く
く
く
く
く

く
く

Ｉ
く
く
く
く
Ｉ

1．98

(1.46）

(1.88）

(2.0）

2．55

2．45

(3.5）

(2.24）

3．1

(1.4）

(1.94）

(2.29）

(2.5）

2．5

2．35

2．3

2．25

(2.47）

3．45

(1.73）

1．73

2．7

(2.52）

(3.05）

2．74

(2.2）

1．75

(1.8）

2．5

1．0

1．03

(1.1）

1．0

1．0

1．35

1．7

1．1

1．47

1．05

(0.67）

(1.45）

1．3

2．08

1．61

0．97

1．0

(1.18）

1．3

1．28

1．16

2．03

1．7

1．2

1．32

1．2

(1.0）

1．6

(0.78）

１

１
８
５
２
ｊ
ｊ
８
５
３
５
５
５
７

４
４
６
３
５
６
０
５
５
４
５
７
７
８
５
５
５
５
８
６
５
６
５
４
６
３
３
６
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

く
Ｉ

く

ⅦlCM312

1XCM27

ⅧCM78

1XDM6

ⅧCM963

ⅧDM70

ⅨDM1026

ⅥIlCM761

ⅥIDM67

1XDM56

VⅢDM978

VlllCM624

VIllCM854

ⅧDM565

VⅢCM602

ⅧICM1040

VlIDM1122

ⅧDM4

ⅨDM690

VlIDM1065

ⅧDM795

ⅨCM276

1XDM231

VlliDM278

ⅨDM623

ⅨCM293

1XDM33

1XDM591

ⅨDM1(上）

ⅧDM145(下）

ⅧCM1097(上）

VIlCM1055(下）

IXCM215

ⅧlCM621

1XDM578

VlIDM41O

1XCM335

ⅨDM399

ⅦIDM4

1XDM773

ⅨDM679

WIDM384

ⅦlCM1071

ⅨCM9

1XDM742

ⅥICM999

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

安山岩73 4．1 1．65 0.9 4.2〃

岩
石
石
石
石
岩
石
石
岩
岩
石
石
岩
岩

曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜

珪
黒
黒
黒
黒
珪
黒
黒
珪
珪
黒
黒
珪
珪

(2.69）

(2.3）

(1.45）

2．8

(2.38）

(2.6）

(2.47）

(1.85）

2．22

2．64

1．8

(1.57）

(2.75）

(2.42）

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８

(1.65）

(1.15）

(0.7）

2．35

(1.45）

(3.7）

(1.05）

(0.8）

1．0

2．7

0．6

(0.5）

(6.05）

(2.1）

９
ｊ
５
５
２
８
３
６
８
５

７
０
２
３
０
７
１
０
４
６
３
１
５
６

●
●
●
●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●

１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
２
１

１
７
１
５
３
３
４

５
６
４
０
４
９
５
５
４
７
４
３
２
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０

く

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
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値計 測
登録番号NO器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

(4.75）

9．3

1．25

(0.45）

13.2

(0.35）

(0.2）

(0.25）

(0.2）

(0.25）

(0.25）

(0.7）

(0.2）

(0.55）

(0.8）

(0.6）

(2.2）

2．64

1．2

(0.85）

4．03

(0.94）

(0.85）

(0.7）

(0.7）

(0.9）

(0.85）

(1.44）

(0.6）

(1.0）

(1.18）

(1.12）

岩
石
石
岩
岩
石
石
石
石
石
石
石
岩
岩
石
石

曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜

珪
黒
黒
珪
珪
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
珪
珪
黒
黒

(3.2）

3．5

2．0

(1.31）

3．35

(1.1）

(0.8）

(1.01）

(1.3）

(1.05）

(0.9）

(1.3）

(1.19）

(1.37）

(1.36）

(1.18）

IXDM1001

ⅨCM176

VlIDM1125

1XDM402

1XCM283

ⅧCM818

ⅨDM31

ⅧDM126

ⅨCM29

VIICM1091

ⅥICM138

ⅥICM375

ⅧDM536

ⅥIlCM968

ⅦlCM992

1XCM317

0.6

1．25

0．58

(0.4）

1．1

(0.23）

(0.3）

(0.47）

(0.4）

(0.3）

(0.4）

(0.5）

(0.2）

(0.5）

(0.5）

(0.45）

88ナイフ形石器

89〃

90〃

91〃

92〃

93〃

94〃

95〃

96〃

97〃

98〃

99〃

100〃

101〃

102〃

103〃

調整加工前の剥片の折断面が残されている資料(4)があり、刃潰し加工前での「剥片折断」の存

在を伺わせる。

こうした石器製作時の痕跡の他、石器使用の際のものと考えられる痕跡も、肉眼で観察され

た。13に認められる刃部の薄い剥落痕と、10や102にみられる着柄痕と考えられる石器表面の

痕跡である。

1b類ナイフ形石器は、横長剥片を素材としたものと、la類ナイフ形石器の素材と同様の

縦長剥片のものがあるが、中心となるものは、横長剥片である。剥片の剥離痕の方向では、同

一方向のもの5点と、直行するもの9点がある。

石器本体での剥片の打面部の位置は、下位2点（内、1点打面残置)、側縁上部右位2点、

同左位1点、側縁中部右位4点、同左位2点、側縁下部右位2点という内訳である。剥片利用

のあり方からすれば、剥片と石器の主軸が直行するものが6点で、傾斜しているもの5点、そ

して同一のもの2点という1a類とは逆の関係が指摘される。

調整加工では、二つの異なった状態の石器がある。すなわち、通常の石器裏面から表面への

刃潰し加工があるものと、右側縁と左側縁とで加工方向が異なるもの（43）である。しかも、

後者の形状は、他の1b類のものとは異なっている。このように、43の資料は、石器製作上で

も形状の点でも、狸谷I石器文化の中では特異なものといえよう。また、裏面基部加工も43の

資料にのみみとめられる。

2a類ナイフ形石器の素材は、縦長剥片と横長剥片の二つがあるが、中心となるものは、縦

長剥片である。剥片の剥離の状態は、同一方向のものが11点と最も多く、対向するものl点、

直行するもの5点である。

－36－



第1節狸谷I石器文化の遺物

石器本体での打面部の位置は、下位5点（内、打面残置2点)、上位1点、側縁上部右位3

点、側縁中部左位4点（内、打面残置1点)、側縁下部左位3点である。剥片利用のあり方は、

同一のもの6点、傾斜するもの6点、直行するもの4点と、剥片と石器の主軸の関係では、差

は無いようである。調整加工では、これまでと同様、表裏面それぞれからの対向する刃潰し加

工が観察されるものが3例ある｡その石器本体での部位は､全側縁と中部そして基部よりである。

2b類ナイフ形石器は、ほとんどが縦長剥片で、やや横広の剥片が1点あるのみである。こ

の縦長剥片の中には、刃器状剥片に似たもの（59．60．62．67．68．69）もある。剥片剥離の

状態は、同一方向のもの8点、対向するもの3点、直行するもの6点がある。なお、石器本体

での打面部の位置は、ほとんどのものが上位・下位であり、石器と剥片との主軸の関係は、同

一である。

掻器（第21図104～第22図118）

掻器は、14点検出された。出土石器に占める割合は、4％とわずかである。石質は、珪岩製

のものが10点で最も多く、その他は、黒曜石3点、頁岩1点である。

分布は、資料数が少なく、はっきりとした傾向が捉えにくい点がある。ただ、その出土のあ

り方は、散在的ではなく、尾根頂部の185.75～186.00mの等高線の付近に4点、それより北へ

6mの部分に2点、尾根頂部やや南よりの184.75～185.25mの等高線付近に4点、そして、調

査区北東隅に近い184.50mの等高線付近に2点と、数点づつのまとまりが調査区に点在してい

る（第20図)。

出土した掻器は、その刃部の作り出し方によって、三つに細分できる。以下、類ごとに記述

していこう。

第1類（106.108）

掻器本体において、両側縁部の半分以上にわたって、刃部作り出しのための調整が加えられ

るものである。素材は、寸詰りの分厚な縦長剥片が使用され、左右側縁の刃部端を結ぶ線は、

石器の主軸に対して直行している。刃部は、108では大きく欠損しているが、106と同様に、弧

状を呈している。なお、素材となる剥片の打面は、ともに複剥離面で、その中で、108には打

面調整が観察される。

第2類（104.105.107.109～113）

2類に分類される掻器は、石器本体において、両側縁部にまで刃部形成の調整剥離が及んで

いるが、その範囲は側緑の半分以下のものである。素材は、分厚な縦長剥片が多いが（112だ

けは、横長剥片のもの)、その打面は、単剥離面のもの1点、複剥離面のもの4点である。石

器本体における打面の位置は、上位7点、側縁中部右位1点である。また、左右側縁の刃部端

を結ぶ線と石器の主軸との関係には、直行するもの（107）右側縁側に傾斜するもの（105.

110)、左側縁側に傾斜するもの（104.111）の三種がある。

－37－



第Ⅲ章調査の成果

0、

診、

、色
診、

、色
診、

、色念

翻
四
つ
【

●

四
つ
【

●

四
つ
【

●

名．名．

物
名．

物
名．

物
や
詞
『

や
詞
『

や
詞
『

や
詞
『

や
詞
『門

鋤

匿

↑
つ
［

↑
つ
［

↑
つ

四
つ
［

四
つ
［

川
麹
、

⑨
つ
［

●

⑨
つ
［

●

⑨
つ
［

●

急亀
●

つ
［
門

●

つ
［
門

、

、

、

､

、

、

、

、

、

、

､

、

、

、

、

、

、

、

、

、

､

、 急、
z，骨へ

、

、

●

マ
【
【

、

、

、

鋤
嘩
壱魯

噌

ｍ
［
［
死
ぬ
『
［

ｍ
［
［
死
ぬ
『

の
つ
『

●

の
つ
『

●

＠
つ
門

函
［
【

●

日
三

●

吟
［
【

鞍
迩

‐9

，f
，

6，も 吃．
bも

鋤

●
唖
［
【

●
唖
［
【

ぬ

つ
ゅ
。
や
め
［

つ
つ
・
ト
函
［

第20図遺物分布図（掻器）

－38－



第1節狸谷I石器文化の遺物

″ 建
LL

0
I

■■■

冬 軸 105

104 "

翁
零 106

107

繕

0 5 10cm ～一一

108

第21図石器実測図

－39－



第Ⅲ章調査の成果

｡⑰。lノ､

I

職Ⅲ 110

蝿雷 112

111

職
， 鐙

114

亘睡“ 、
篭 偲_“

崎
115

蕊 劉皿‘I

117

10cm0 5

第22図石器実測図

－40－



第1節狸谷I石器文化の遺物

第6表石器計測表

計 測 値NO器種石質 登録番号長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､） 重さ(9)
104掻 器珪石 6．52

5．18

3．9

7．8

(3.73）

(3.6）

4．3

(2.55）

(2.89）

4．12

(3.08）

2．91

2．9

3．9

(4.31）

3．7

3．6

3．75

6．55

3．65

(3.1）

3．2

(3.0）

(1.62）

(2.27）

(3.45）

2．7

(2.6）

3．6

(2.1）

2．1

1．1

1．45

3．7

1．4

1．4

1．6

1．0

0．68

1．33

(1.65）

1．77

1．28

1．85

(1.38）

36．9

18．15

20.29

137.25

(20.15）

(11.0）

18．8

（6.5）

（3.3）

(11.95）

（9.1）

12．1

(11.05）

19．1

(9.3）

８

３
９
１
３
２
８
３
７
２
８
１
０
０
４

９
６
５
１
９
８
４
９
８
０
０
０
４
２
９

２
２
４
４
８
５
９
１
２
３
４
１
８
４
２

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

岩
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石

曜
曜
曜

頁
珪
珪
珪
黒
珪
黒
珪
珪
珪
黒
珪
珪
珪

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

第3類（115～118）

3類の掻器は、石器本体において、刃部作出の調整剥離が端部のみにみられるもので、刃部

端を結ぶ線と石器の主軸との関係は、すべて直行である。ただ、この3類は、1類や2類のよ

うな本格的なものではない。例えば、117と118は、わずかな刃部しかみられないし、115．116

では、石核の可能性も高い。

所属不明の掻器（114）

114は、刃部のみを残して大きく欠損しているため、所属不明である。横長剥片を素材とし、

その打面を側縁中部右位に置き、刃部形成のための調整加工で取り除いている。

掻器の素材

狸谷I石器文化において、掻器に使用される素材は、主に分厚い縦長剥片であり、わずかに

横広の剥片も見受けられる。さらに、この縦長剥片には、長さが幅に対して約1.5倍前後ある

という、比較的縦に長いもの（104.105）と、ほとんど変わらない寸詰りのもの（106．107．

108．110）がある。

さて、これらの掻器を観察すると、基部に打面ないし側縁側からの数枚の剥離痕があること

に気付く。その剥離の方向には、裏面の剥離方向に対して、同一のもの（104．107．108）と

直行するもの（105.110）とがある。おそらく、この剥離は、104のように薄い基部が作り出

されていたり、107のように剥離の無い部分が大きく盛り上がっていたりする状況から、石器

基部の厚みを取り除くためのものであろう。
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削器（第24図119～第25図140）

削器は、23点出土した（内、2点接合で、資料実数22点)。石器組成に占める割合は、6％

である。石材の内訳は、珪岩17点、黒曜石4点、安山岩1点、頁岩1点である。

分布域は、調査区のほぼ全域に広がりを持っているが、その分布域の中央部に、まったく削

器のみられない部分があるという特徴がある。その部分は、尾根頂部の184.50～185.50mの等

高線付近にあたり、その範囲は、東西16m、南北6mと広い（第23図)。このように、削器の

分布を細かく観察すれば、広い空白部を取り巻くように広がった分布のあり方を知ることがで

きる。

狸谷I石器文化に属する削器は、刃部の状態によって、大きく、第1類～第3類に分類する

ことができる。以下、類別に記述していこう。

第1類（119．120．122～124.126.129.130．131.133.135.137～139）

1類に分類される削器は、素材となる縦長剥片や横長剥片の一側縁に刃部が作られているも

のである。剥片の打面には、自然面のもの3点、単剥離面2点、複剥離面4点があり、打面調

整も観察される。

これらの石器は、さらに剥片の打面と石器の刃部との位置関係で、二つに分類される。一つ

は、打面と刃部とが対向するもの（130．131．138）で、剥片の先端部に刃部がみられる。素

材は、横長ないし横広の剥片である。刃部形成は、剥片の大きさに対して、大きく荒い調整と

細かい調整とによる。さらにもう一つの削器は、縦長剥片が主として素材となるもので、刃部

ないし刃部のある側縁部と素材の打面とが隣合わせの関係にある。つまり、縦長剥片の側縁部

に刃部が形成されたものである。刃部は、比較的細かい調整によって作り出されている。

第2類（125．127．128．132．134）

2類の削器は、素材となる剥片の二つの側縁に、刃部がみられるものである。剥片の打面は、

複剥離面で、打面調整も観察される。刃部は、ほとんどのものが、剥片の両側縁に設けられて

対向した位置関係にあるが、隣合わせの関係にあるものも1例みられる（134)。また、刃部の

状態では、132のように左側縁の刃部は片刃で、右側縁のものは両刃という同じ石器の中での

異なった形状の刃部が併設された例も、特異なものとして注意したい。

第3類（140）

3類の削器としたものは、同じ刃部で、上位が表面からの加工、下位が裏面からのものとい

う、方向の異なる二つの加工で一つの刃部が形成されるものである。刃部の数からすれば、第

1類の削器に含めることもできよう。素材は、横広の剥片を素材として、その左側縁に刃部が

みられる。

所属不明の削器（121.136）

121は、単剥離面による打面を持った、縦長剥片を素材としたもので、右側縁に刃部がみら
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れる。ただ、左側縁はすべて欠損しており、認定することができなかった。また、136は、裏

面の剥離方向に対して刃部が直行しており、第1類の130や131などに近いものと考えられる。

しかし、刃部のみの残存で、決定的ではない。

削器の素材

削器の素材となる剥片には、これまでみてきたように、縦長剥片、寸詰りの縦長剥片、横長

剥片などがあるが、その形状、大きさには統一性がない。また、その剥離面の構成の状態には、

同一方向のもの、対向するもの、直行するものなどがあり、この他に、求心的に剥片剥離が進

むものもある。137は、その片鱗を伺わせるものであるが、123は、440の剥片との接合関係に

よって判明した。詳しくは、後述する。

このように、削器に利用される剥片は、剥片の形状、大きさなどにも統一性が無く、素材獲

得では、かなり多様なものがあると考えられる。

扶入石器（第26図141～154）

剥片の縁辺の一部に、調整加工によって、刃部としての扶入部が作られるもので、15点（内、

2点接合で、資料実数14点）を確認した。石器組成に占める割合は、掻器とほぼ同じ、4％で

ある。石材ごとの内訳は、珪岩13点、黒曜石2点である。

石器の分布は、資料数が少ないために、的確な傾向を捉えることができないが、前記した削

器の傾向に近似している。すなわち、尾根頂部の185.00～185.50mの等高線周辺を空白部とし

て、その周辺に点在するというあり方である（第23図)。

14点の石器は、その刃部の状態で大きく二つに分類される。すなわち、挟入部のみの刃部の

ものと、削器の刃部と併設されるものである。そこで、以下、記述していこう。

第1類（144.145.149.152．153）

1類の扶入石器は、扶入部のみによって刃部をなすものである。素材となる剥片は、横長剥

片ないし、横広の剥片がほとんどで、縦長剥片は、l例（144）のみである。石器の刃部の位

置については、二つのあり方がある。素材上の打面部と隣合わせの側縁部に扶入部があるもの

と、打面部と対向する縁辺、すなわち、剥片の先端部にあるものである。

第2類（142.147.148.150）

2類の扶入石器は、扶入部と削器の刃部とをあわせ持っているもので、素材となる剥片には、

横長剥片や、寸詰りの縦長剥片などを利用している。刃部は、こうした剥片の打面と隣合わせ

の側縁部に設けられるものが多いが、147にあっては、残存している縁辺部の全域に、刃部が

みられる。

この石器は、さらに刃部の作出のあり方で、二つの種類がある。すなわち、すべての刃部の

加工が、同一の加工方向によっているもの（142.147）と、二つの加工方向によっているもの

（148.150）である。この中で、後者は、削器の第3類に分類された資料と共通するところが
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第7表石器計測表

計 測 値
肋器種石質 登録番号

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)
119削

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
石
石
石
岩
岩
岩
岩
石
岩
岩
岩
岩

山
曜
曜
曜
曜

安
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
黒
黒
黒
珪
珪
珪
珪
黒
珪
珪
珪
珪

器 8．8

(4.33）

3．82

5．55

4.0

3．94

(2.17）

(3.8）

(2.9）

(2.02）

(1.72）

3．18

2．7

(2.54）

3．56

3．34

5．87

(2.31）

2．45

4．1

4．5

2．17

(3.2）

2．9

3．4

3．3

(3.3）

2．67

1．73

1．7

(2.45）

4．1

2．35

3．96

3．4

2．27

(6.2）

(0.98）

2．35

4．8

1．85

1．63

0．74

1．5

0．77

1．24

(1.0）

1．23

0．63

(0.6）

(6.7）

1．69

0．9

1．5

1．1

0．8

1．8

(0.5）

1．4

1．85

64．2

（9.45）

(8.25）

16．95

11．6

8．2

（6.6）

(8.85）

(2.05）

（2.0）

(2.85）

19.05

5．25

(12.95）

(11.0）

5．1

(44.6）

（1.15）

ｊ上
ｊ

ｊ
ｊ上
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く
下

２
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く
４
７
く
１
６
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９
２
２
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６
０
８
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７
９
４
６
８
３
７
５
９
４
１
６
１
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８
６
５
９
９
１
９
３

２
０
０
７
８
５
４
９
０
８
８
２
０
９
６
７
３
０
９
０
０
５
２
０
０
８
０
６
８
１
０
１
６
２
３
９
９
１

１
１
１
２
９
２
８
７
８
２
９
３
７
８
２
７
７
１
８
３
３
８
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あり注意される。

所属不明の石器（141・143．146．151．154）

扶入部のみの残存で、所属不明のものが4点あった。4点中3点は、扶入部分のみであるが、

その中で、141は2ケ所の扶入部を含め、残りが良く、全体の形状をある程度類推することが

できる。

扶入部の半径

扶入石器の扶入部の大きさとして、その半径を計測した。それによると,、その大きさのばら

つきは、0.3cmから1.15cmまでの中で連続しており、目にみえる傾向は、割り出せなかった。

ただ、その中にあっても、0.4cm前後（0.3～0.5cm）は、7例（141．142．147．150．151～

153）と極端に多くなっている。

彫器（第28図155～157）

彫器は、3点出土した。その石器組成に占める割合は、1％にも満たない。出土地点は、3

点とも、一定の距離を置いて点在している（第27図)。以下、資料ごとに説明していきたい。

155は、細長,い縦長剥片を素材とし、その打面部を、石器本体の下位に置き、その先端部か

ら側縁に沿うように、彫刀面を作出しているものである。側縁部の調整は、すべて裏面から表

面に向けてのもので、右側縁の上部では、彫刀面によって切られてはいるが、両側縁の全縁で

おこなわれていたと考えられる。彫刀面の作出は、剥片の先端部を裏面側から折り取り、その

面を打面として2回の打撃によって作られている。石材は、珪岩である。

156では、縦長剥片を素材とし、その剥片を斜めに断ち割るような方向で、6回の打撃Iざ

よって、彫刀面が作出されている。その際、素材の打面部は、石器本体の上位に置かれていた

ため、失われている。側縁部では、右側縁の下部のみに調整加工があり、左側縁には、刃こぼ

れ状の微細な剥離が観察されるのみである。彫刀面は、裏面からの折断面を打面として、作ら

れている。石材は、黒曜石である。

157は、素材となる横広の剥片の打面を、調整加工によって切り取った後、その調整面を打

面として、彫刀面を作り出したものである。彫刀面の作出は、4回の打撃によっている。また、

側縁部の調整は、石器の下半部を欠損しているために不明であるが、石器右側緑において、調

整面から側縁部へ調整加工がそのまま続いているようでもある。石材は、珪岩である。

操錐器（第28図158）

158が、操錐器で、尾根頂部の185.75mの等高線近くから1点のみ出土した（第27図)。珪岩

製の横長剥片を素材とし、その打面部を裏面方向から折り取り、その折断面と剥片の左側縁部

とが交わる部分を刃部としている。刃部の調整は表面右側に一部みられる。また、基部側の縁

辺には、刃こぼれ状の微細な剥離がみられる。
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第8表石器計測表

計 測 値
N、器種石質 登録番号

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

彫
操
操

５
６
７
８
９
０

５
５
５
５
５
６

１
１
１
１
１
１

器珪石

黒曜石

珪石

器珪石

器珪石

安山岩

5．7

2．8

(1.82）

4．02

9．45

(3.55）

2．05

2．35

(2.5）

2.2

10.2

(5.47）

1．02

0．9

(0.5）

0．8

3．85

(2.65）

12．0

4．3

（2.25）

4.65

307.6

(49.0）

ⅦlDM302

ⅦlCM464

ⅨDM258

ⅨDM457

ⅧDM1128

WllCM90

″
〃
錐

〃

牒器（第28図159.160）

喋器は、2点出土している。その出土地点は、尾根頂部の185.00～185.25mの等高線付近に

あり、おたがいに近接している（第27図)。以下、石器ごとにみていこう。

159は、珪岩製の大型の剥片を素材とし、素材となる剥片の打面部に、裏面からの打撃を加

えて作られた片刃操器である。刃部は、直刃である。

160も、剥片を素材とした片刃の操器である。159とは異なり、剥片の打面部は、下位に置か

れている。刃部は、数枚の大きな剥離と、その後の細かい剥離によって作られ、孤刃をなして

いる。石材は、安山岩である。

磨石・敵石（第30図161～第38図222）

磨石・敵石は、71点（内、2点の接合が5例、4点の接合がl例あり、資料実数62点）が出

土した。石器組成に占める割合は、18％である。石材は、二種類があり、砂岩69点、安山岩2

点という内訳である。

分布は、尾根線を中心として、東西に隣接した二つの群にまとまる傾向がある。西側の群は、

等高線185.25mと185.50mとの間から186.00mにかけての範囲にまとまり、直径14mのほぼ円

形を呈する分布域で、東側のものは、等高線185.25m前後より低い部分にまとまる長軸16m、

短軸8mの楕円形を呈する分布域である。これらの二つの分布域は、数個から10個前後の磨

石・敵石によってまとまり、さらに細かい単位に分けることも可能である（第29図)。

62点の磨石・敵石は、さらにその縁辺や表面の状態によって、大きく四つに分類できる。以

下、分類ごとに記述していこう。

第1類（167.169～171.173.178～183.186.194～199.215～220）

1類の磨石・敵石は、円操の一端や両端に、あばた状に表面が荒れた状態の敵打痕が認めら

れるものにあたる。円操の形状は、楕円形、円形、棒状、不整形と様々である。この類の石器

には、石器の表面にも、敵打痕がみられるもの（173．183．197．198．220）が、わずかなが

らみうけられる。
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第2類（161～166.168.177.185.188．189.191.192.199.214）

2類の磨石・敵石は、円操の側縁部に、敵打痕がみられるものにあたる。円喋の形状は、楕

円形・円形などが中心で、161や162のような大型のものと、中・小型のものという大きさの差

はあるが、1類に比べれば、それぞれ近似している。この類の石器は、敵打痕の状態で、さら

に二つに細分が可能である。それは、敵打痕が激しい状態で、側縁部の広い範囲に認められる

もの（163．165．190．193）と側縁の表面の荒れが少ないものである。おそらく、この両者の

差は、使用頻度の差ないしは、使用対象の違いによって、あらわれるものと考えられる。この

ほか、半数のもの（161．162．163．166．189．193．214）には、表面にも、敵打痕が観察さ

れる。

なお、162は、接合例であるが、石器欠損後も使用に給されている。

第3類（201～212.222）

3類の磨石・敵石では、はっきりとした磨痕部分が、円篠の一部で面を形成しているところ

に特徴がある。しかし、石器の使用による痕跡は、この磨痕の面と同時に、敵打痕をあわせ

持っているものがほとんどで、敵打痕がみられないものは、203と206の2例にすぎない。円操

の形状は、球形、楕円形、棒状、不定形というように多様である。

第4類（213）

4類に分類されるものは、213の1例のみである。偏平な円篠が使用され、石器縁辺を半周

する範囲の、表裏両面に磨痕による面が観察されるという特徴を持っている。その部分の側面

観は、あたかも磨製石斧の両刃のようでもある。この石器は、局部磨製操と呼称されるものに

相当すると考えられるが、九州における初出の資料として注目される。このほか、側縁の一部

には敵打痕も観察される。

所属不明の磨石・敵石（176.221）

2点の資料が、所属不明である。176は、楕円形の円篠を使用したものと考えられるが、側

縁部を含めて大きく破損しているために、不明である。ただ、その特徴からして、1類ないし

2類に所属する可能性が強い。221は、棒状の円繰を使用したもので、その両端を失っている。

形状の特徴から考えて、3類に属する可能性がある。

石皿・台石（第39図223～第42図233）

石皿・台石は、12点出土した（内、接合例1例で、資料実数11点)。その石器組成に占める

割合は、3％にあたり、石材は、すべて砂岩である。なお、石皿・台石と磨石・敵石との数量

の関係をみると、1：5.6の割合にあり、単純には磨石・敵石の5個ないし6個に対して石

皿・台石1個という関係が割り出せる。

石器は、調査区のほぼ中央部に、それほど近接することなく散在している。ただ、その散在

のあり方にも偏在の傾向がみられ、調査区中央部を境に西側に点在するものと、間を置いて東
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第1節狸谷I石器文化の遺物
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第1節狸谷I石器文化の遺物

胃~:;..;.？､｡､､;貢

U●■

■凸可

恥仁 鋤
‘:､卵（

『
叩
。
。
。
。
《
・
ロ
。
恥
唖
刺
唖
唖
“
吋
咽
麺
〕

ー ー

－
一

もり

L灘三ジ
●ゆ

、
訴舎 ・・・．『、

､.､｡､芝ン

202201

副毎宇〈軍雫ﾏ蔦;.;;･‘･銅訟
．.：

胃索零．:.;:r,．．：
･･＄せ●色一◆。●へ●q
グ｡

.：．･・ 気f＝

毒
■●

･■◆‐■

a

，｡■今も

卿
専了

●0

い
qDD

oO国

･〃
~､

■p

一 －

p ●

●

~ Q

匙?6．．－．．具､.､鷲2:､､､､皇...､皇:"....､零隻・・・･::‘･‘：
｡L,

,｡◆●IF

G
■■

､一旬■や● b‐や凸今

や

越騨ジ 204

fと二>毒
こう

203

~"_聡竺具.:．_...奄貞.,of彦

i'‘6‘
戸

むけ

●●●●

205 206

=”蕊
…貯蝋

■■

■■■■■■■
－ l■■■■

這窪

ロ
208207

10cm0 5

トテーーーーヨ

第36図石器実測図

－61－



第Ⅲ章調査の成果
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第1節狸谷I石器文化の遺物
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第1節狸谷I石器文化の遺物
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第1節狸谷I石器文化の遺物
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第Ⅲ章調査の成果

第9表石器計測表

計 測 値
登録番号N、器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

石･敵

〃

砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

161磨

162

石

ｊ
ｊ

上
下
１
約

１
く
３
７
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
８
２
７
８
１
６
６
２

０
７
５
６
９
５
４
７
６
４
１
３
４
０
８
９
０
８
９
６
８
４
２
６
８
４
７
師
キ
９
７
キ
３
７
６
０
２
６
４
５

６
２
２
１
０
１
９
１
６
１
０
２

ｕ
別
別
咽
皿
皿
刈
刈
腿
肥
虹
別
ｎ
％
茄
皿
レ
塊
皿
レ
肥
塊
駆
布
ｕ
刑
Ⅱ
皿

８
８
８
４
１
３
２
９
５
１
２
９

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
″
″
″
″
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅲ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ

6.9

4.9

2350

(1449）

21．02

18．4

10.7

11.0

8．68

(6.28）

7．2

7．46

6．85

8．62

8．1

(6.33）

7．35

645

(250）

385

610

690

790

770

(225）

(483）

163

164

165

166

167

168

169

170

171

11．7

(9.9）

10.55

11.55

13.04

11.4

12.65

(8.78）

9．0

4．71

(4.4）

3．55

5.0

5．5

6．1

6．1

(4.2）

5．85

″
″
″
″
″
″
Ⅷ
″
″
″

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

山

砂
砂
砂
安
砂
砂
砂
砂
砂

(8.8）

8.0

8．9

6．17

(9.3）

7．6

5．2

6．24

5．2

(6.8）

7．05

6．9

7．35

(7.28）

5．4

4．65

5．27

3．75

(5.0）

3．6

3．6

3．37

(1.62）

4．9

3．73

3．9

3．15

(320）

275

290

220

(120）

245

110

165

70

172

173

174

175

176

177

178

179

180

″
″
″
″
″
″
″
″
″

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

山
砂
安
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

6．51

6．08

5．1

5．05

6．14

6．98

(9.6）

(12.0）

(10.43）

12．47

（6.1）

11．53

14.35

9．7

11．52

14．46

(12.1）

8．42

6．08

4．5

4．85

4．42

5．06

5．4

12．2

9．32

（7.5）

12．95

8．65

9．47

15.96

6．47

10．9

9．3

(11.25）

6．16

3．3

3．4

4．6

4．15

4．1

4．2

(5.2）

4．36

(4.3）

6．1

(5.05）

5．72

7．45

5．47

7．18

4．7

(5.5）

3．5

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

160

115

145

115

160

220

(670）

(689）

(410）

1190

(357）

790

2280

330

1065

640

(785）

230
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第1節狸谷I石器文化の遺物

計 測 値
Nq器種石質 登録番号

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂

石敵
．
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

石磨９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

9．9

(5.95）

8．35

7．8

8．9

7．5

10．15

9．4

7．34

9．24

(7.93）

8．47

6．27

6．59

6．3

6．2

8．2

(8.23）

10．05

5．2

6．1

(8.28）

(180）

(110）

415

290

300

360

(510）

490

290

275

(465）

８
８
２

１
８
７
２
５
４
７
０
９
２
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
１
５
４
４
４
５
４
４
４
６

１
１上
下
蛇
３
４
皿
ｎ
門

７
１
８
５
４
５
０
９

Ⅲ
捌
剛
棚
捌
Ⅷ
Ⅲ
Ⅷ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
川
捌
Ⅲ
叩
剛
伽
Ⅲ
珊
肌
期
川
棚
刑
Ⅲ
川
剛
時
州
吋
峠
時
Ⅲ
Ⅲ
畔
伽
時
Ⅲ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ

砂
砂
砂
砂
砂
砂

山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石

210

211

212

213

214

215

13.43

11.8

11.8

7．35

14．7

11．78

7．25

7．65

8．7

6．85

7．2

3．47

８
５

８
５
９
１
５
５

●
●
●
●
●
●

４
３
５
２
５
２

″
″
″
″
″
″

670

425

570

145

‘750

(125）

砂
砂

山
石
山
石

216

217

11．53

(8.05）

4．1

(3.7）

3．7

(2.54）

265

(90）

″
″

砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂

石

山
石
山
石
山
石
山
石
幽
石
山
石
幽
石
山
石
山
石

218

219

220

221

222

223石

224

225

226

6．78

7．52

9．28

（8.2）

17．8

21．67

(14.85）

（8.58）

(18.4）

4．24

11．4

5．1

（4.88）

5.0

(12.3）

(11.6）

（8.1）

17．0

3．07

3．6

3．0

(2.55）

3．1

7．0

(8.7）

(4.9）

5．12

125

156

195

（125）

400

(3130）

(2020）

（470）

(2335）

一
口

″
″
″
″
″
Ⅲ
″
″
〃

砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

(5.1）

3．4

3.0

(5.6）

(6.0）

3．4

5．74

227

228

229

230

231

232

233

18．5

19．8

10．6

（9.6）

(11.25）

14．12

16．6

14．1

12．0

11．0

(11;0）

（8.3）

16．2

19．7

1735

955

390

(615）

（89.0）

1010

2160

″
″
″
″
″
″
″
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第1Ⅱ章調査の成果

側に点在するものがある。こうした分布の傾向は、先に示した磨石・敵石でも同様で、そのあ

り方は、磨石・敵石の分布に呼応し、それを縫うようでもあり（第29図)、上記した数量関係

とも、ある程度は関連するかもしれない。

石皿・台石は、その素材や形状を観察してみると、ほとんどのものが、楕円形ないし円形の

偏平な円喋を、そのまま使用したもの（225～233）である。こうした中にあって、223の例は、

敵打等を加えて形状を修正しており、特異なものといえる。

また、作業面には、三つの状態がみられる。すなわち、敵打痕のみが観察されるものl点

（229)、磨痕のみのもの2点（227.233)、そしてこの両者が観察されるもの5点（223．

226．228．231．233）である。このように、敵打痕と磨痕とをあわせ持つものが、狸谷I石器

文化に属する石皿・台石の中心をなすものといえる。

二次加工ある不定形石器（第44図234～第45図259）

狸谷I石器文化の石器組成の中には、これまでみてきたような、法則的な調整加工によって、

作られる石器の他に、剥片の縁辺の一部に、連続しない二次加工が観察される石器が少なから

ずみられる。その石器は、法則的な調整加工によっていないために素材となる剥片の形に、大

きく左右され、共通した一定の形状を示さない。

この二次加工ある不定形石器は、26点出土した。石器組成に占める割合は、7％と、比較的

高い頻度を示している。石材ごとの内訳は、珪岩15点、黒曜石9点、安山岩1点、頁岩1点で

ある。

石器の分布域は、調査区の東側に偏ってはいるが、かなり広範囲にわたっている。その出土

した石器量からすれば、かなり点在した分布の状況である。このような点在した分布は、さら

にその偏在の傾向から、二つに分けられる。その二つの群とは、184.50～185.50mの等高線の

尾根頂部に分布するものと、調査区の南東隅に分布するものである（第43図)。

以下、石器ごとにみていきたい。

234は、頁岩製の縦長剥片の左側縁下部に二次加工がみられるものだが、その全体像は、胴

部以下を欠損しているために、不明である。打面は、複剥離打面をなしている。235は、縦長

剥片の両側縁下部に二次加工がみられるもので、安山岩製である。打面調整が観察される。

236は、二次加工が縦長剥片の右側縁にみられるものである。その加工の方向は、剥片の頭部

に近い部分では表面から、それ以下は裏面からのものである。打面は、複剥離面である。珪岩

製である。237は、下半分を大きく欠損しているが、二次加工は、左側縁の頭部のみにみられ

る。珪岩製の縦長剥片で、打面は複剥離面である。238は、小型の珪岩製縦長剥片で、その頭

部から胴部にかけて二次加工がみられる。その加工の状態はやや内湾している。打面は、単

剥離面である。239は、寸詰りの珪岩製縦長剥片の右側縁胴部に二次加工がみられるもので、

左側面には、使用痕と思われる微細な剥落が観察される。打面は、複剥離面である。240は、

－70－
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第Ⅲ章調査の成果

黒曜石の小型の剥片であり、その胴部に二次加工がみられる。表面および打面は、自然面であ

る。241は、形状が三角形を呈する珪岩製縦長剥片で、その左側縁の胴部に二次加工が観察さ

れる。打面は、単剥離面である。頭部調整がみられる。242は、先端部が大きく開いた厚手の

剥片であり、その先端部の右側隅に加工がみられる。また、右側縁部には、微細な剥落もある。

珪岩製で、打面は、単剥離面である。243は、寸詰りの珪岩製縦長剥片の先端部に加工がみら

れる。打面は、自然面である。244は、黒曜石製の小型の剥片である。二次加工は、左側縁部

に断続的に観察される。その他の部分には、微細な剥落がみられるところもある。複剥離面で

ある。245は、黒曜石の小型の剥片で、その左側先端部に加工がみられるものである。打面は、

自然面である。246は、複剥離面を打面に持つ、黒曜石製の剥片で、その先端部に二次加工、

そして左側縁に微細な剥落が観察される。247は、台形を呈する珪岩製剥片で、その左側縁部

に、二次加工が観察される。打面は、単剥離面である。248は、複剥離面を打面とする黒曜石

第10表石器計測表

値測計
登録番号N、器種石質

長さ(cIn）幅(cIn）厚さ(c､）重さ(9)

(15.0）

18.45

(12.7）

(11.2）

（2.5）

8．75

0．97

17．6

46．8

13．7

3．55

3．1

2．9

3．7

（1.85）

2．6

（2.9）

（4.25）

（5.65）

（3.65）

（2.35）

（2.5）

（0.8）

（1.8）

（3.0）

（0.6）

(0.9）

1．2

1．05

(1.3）

(0.6）

1．0

0．4

1．3

2．15

1．35

0．75

0．75

0．6

0．6

0．68

0．8

0．7

0．9

1.0

(1.0）

(0.73）

(0.7）

(0.45）

(0.85）

(0.9）

(0.42）

６
５
８

棚
川
棚
Ⅲ
剛
剛
Ⅲ
剛
Ⅲ
川
棚
捌
川
“
川
Ⅷ
珊
棚
卿
弱
蛎
師
伽
剛
棚
州

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅲ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ

(4.3）

3．65

3．15

(3.2）

1．8

2．74

1．38

4．1

5．15

3．1

2．1

2．4

2．43

3．35

(2.18）

2．77

2．67

2．95

2．9

(2.66）

(1.97）

(2.6）

(1.85）

(1.67）

(1.6）

(1.03）

(4.5）

5．45

5．4

(3.18）

(2.95）

3．43

1．8

5．6

4．7

3．68

2．6

2．46

2．49

2．7

1．93

2．84

(2.36）

(1.98）

(2.6）

(2.28）

(1.94）

(1.7）

(3.67）

(1.25）

(2.7）

(1.07）

岩
岩
岩
岩
岩
岩
石
岩
岩
岩
石
石
石
岩
石
石
岩
岩
岩
岩
岩
岩
石
石
岩
石

山
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜

頁
安
珪
珪
珪
珪
黒
珪
珪
珪
黒
黒
黒
珪
黒
黒
珪
珪
珪
珪
珪
珪
黒
黒
珪
黒

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

二次加工ある不定形石器

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃、

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

－74－



第1節狸谷I石器文化の遺物

０
０

●

［
寸
鈎

●

［
寸
鈎

●寺
的

函
国
師

●
、
、

函
国
師

●
、
、

め函
、

つ
ぬ
。
宛
ぬ
［

つ
ぬ
。
宛
ぬ
［

つ
ぬ
。
宛
ぬ
［

卜
雨
め

ゎ
宛
、
卜
雨
め

ゎ
宛
、
卜
雨
め

ゎ
宛
、

函
》
師

●

『
雨
雨

●

『
雨
雨

●

『
雨
雨

国
＠
ｍ

国
＠
ｍ つ

②
函

つ
②
函

つ
②
函

唖
の
函

、 唖
の
函

、o唖唖
の
函

、

●

函
④
函 ●

函
④
函 ●

函
④
函

●

つ
め
、

●

つ
め
、

●

つ
め
、

爵
謬
“

や
［
、 つ

つ
・
『
の
門

つ
ぬ
函

つ
ぬ
函

つ
ぬ
函

中
園
、

や
因
め

、

や
因
め
因
め

、

乞
の

←

函
づ
め，

IJ

li
lI
I1
11

11

＄’

＄

、

や
つ
め●

つ
い
。
『

、

、
、

、

､

雲雲
●

鑑
、

吟
函

黙､、

≧、勇

ト
②
函
・
痩
函

”
③
函

●

四
【
師

”
【
師Z

、 ﾌ

門雲
扇．
門辱．
扇．

『
や
国

、
●

『
や
国

四
④
函

●

四
④
函

一
画
の

●ゆ
め
の

●

ぬ
宛
の

ｍ
つ
め

●

のの

Ｍ
、
納
め
勇
一
池
剛
叩
１

ｍ
酌
め
一
【
酌
【
卜
函

マ
マ
ｍ
ｏ

●

ｍ
酌
め

マ
マ
め

マ
マ
め マ

ト
函
め
い
命

●

●

マ
ト
函
命

●

ぬ
函
函
函

↑
騎
琶
鴇

や
時
雨

つ
ぬ
・
の
”
『

日
自

、
０
0，

唄
ゆ
め

●

唄
ゆ
め

一
つ
・
＠
ぬ
［

●

国
の
函

●

国
の
函

ぬ

・
ぬ
０
ｃ
ｍ
【

・
ぬ
。
④

●》
ゆ
め

●》
ゆ
め

守
師
師

つ
つ
◇
吟
函
【

‐

第46図遺物分布図（使用痕ある剥片）
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第Ⅲ章調査の成果

製の剥片で、その右側縁部に加工がみられる。また、先端部には、微細な剥落が認められる。

頭部調整が観察される。249は、複剥離面を打面とする黒曜石製の剥片で、その右側縁の先端

部側に、二次加工が認められる。250は、珪岩製の剥片で、この左側縁の頭部側に、二次加工

がある。打面は、欠損のために不明である。251は、250と同じ部位に加工があるが、その方向

は異なり、表面側からの加圧によるものである。石材は、珪岩である。252は、胴部上半を欠

損した珪岩製の剥片で、表面からの加圧による二次加工を、先端部に断続的に施したものであ

る。253は、252と同じ部位の欠損品であるが、剥片の胴部に、表面からの二次加工がみられる。

石材は、珪岩である。254は、珪岩製剥片の右側縁に加工がみられるものであるが、その全容

は、不明である。255は、剥片の頭部を、二次加工によって折り取ったもので、二次加工ある

不定形石器の中では、剥片の形状修正の度合がもっとも激しいものである。珪岩製である。

256は、黒曜石製の剥片で、その左側縁部に、断続的な二次加工がみられる。257には、剥片の

右側縁に、刃潰し加工状のものが観察される。しかし、加工の規模が、石器本体に対して、か

なり小さく、ナイフ形石器に分類することは、難しいと判断した。しかも胴部のみの残存であ

り、全体像は不明である。石材は、珪岩である。258は、255と同じように、珪岩製の剥片の打

面部を、二次加工によって、折り取っている。259では、右側縁に比較的小さい二次加工が観

察されるが、石器のほとんどの部分が欠損しているために、全体像を知ることはできない。

使用痕ある剥片（第47図260～第54図417）

狸谷I石器文化に属する剥片の中には、その縁辺に、使用の際についたと考えられる刃こぼ

れ状の微細な剥落のあるものが、わずかながら存在している。これらを使用痕ある剥片として

一括し、提示しよう。

この使用痕ある剥片は、112点（内、接合関係が5例あり、資料実数107点）検出された。石

器組成の中で占める割合は29％と、石器の中で最も高い。石材別の内訳は、珪岩77点、黒曜石

31点、頁岩3点、安山岩1点である。

石器は、丘陵の尾根上にあたる、調査区の中央部を中心とした、東西24m、南北12mの楕円

形を呈する範囲からもっとも多く出土している。分布には、あまり偏在もみられず、それぞれ

の石器は点在的であるが、強いてその傾向を挙げれば、分布域の中でも東側に多く集まってい

るという特徴があるようだ（第46図)。

石器として使用されている剥片は、長さが11cmを越える大型のもの（270）から、2cm以下

の小型のものまで、様々 である。しかし、そのほとんどは長さ2cm前後～5cm以下で、中でも

2cm台のものが最も多い。また、幅は、すべて6cm未満のものである。そこで、こうした長さ

と幅について、その長幅の関係を示して、その傾向をみることにしたい。
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第11表石器計測表

計 測 値
Ⅲ器種石質 登録番号

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)
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●
●

１
１
２
３
２
３
３
５
３
３
１
３
２
２
３
２
３
１
１
１
１
４
４
５

５
２
１
２
５
５

０
６
１
３
０
７
３
８
３
７
９
２
１
７
９
０
２
７
５
５
４
５
５
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
１
１
１
０
１
１
１
０
０
１
１
０
０
１
１
０
０
０
０
１
１
１

Ｉ

3．9

1．9

（9.2）

(27.2）

6．3

6．2

12．6

43．53

7．5

4．2

2．8

21．8

（6.8）

（3.1）

5．8

9．55

10．8

2．35

1．0

1．9

0．8

(30.7）

27．0

29．8

－85－



第III章調査の成果

値測計
登録番号恥器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

１
１
右
左

２
３
０
１
く

５
８
８

７
１
６
９

Ⅲ
棚
血
糊
珊
皿
測
伽
湖
川
畑
帥
茄
柵
伽
川
捌
剛
Ⅲ
捌
卯
加
川
Ⅲ
Ｍ
剛
細
剛
剛
刈
弛
川
Ⅲ
棚
剛
Ⅲ
捌
州
珊
瑚
剛
川
棚
川
Ⅲ
川

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ

12.0

10.8

55.1

25.1

(3.2）

3.0

25.3

6．5

1．3

2．35

5．4

9．4

(2.0）

33.4

３
５
７
１
５

１
９
６
７
７
９
９
０
５
６
８
３
８
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
○
●
●

１
０
１
１
０
０
１
１
０
０
０
１
０
１
く

4．05

3．4

5．63

4．25

2．14

2．15

4．35

2．8

1．4

2．15

2．76

2．74

(1.4）

4．6

岩
岩
岩
岩
石
岩
岩
岩
岩
石
岩
岩
石
岩

曜
曜
曜

珪
珪
頁
珪
黒
珪
珪
珪
珪
黒
珪
珪
黒
珪

５
４
５
２
５
２
３

５
７
５
２
４
２
２
２
４
４
２
２
９
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●

３
３
６
４
２
２
４
３
２
２
３
３
２
４

使用痕ある剥片０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

10．8

7．0

(1.6）

6．6

1．7

5．6

(9.2）

(6.3）

3．9

1．25

2．6

5．5

(4.6）

(5.7）

9．9

2．85

(9.5）

4．3

3．1

(7.3）

(6.3）

(9.3）

(6.6）

（1.5）

（1.2）

（0.9）

（0.6）

（0.55）

（1.7）

（8.0）

（5.0）

５
３
３
５
５
５
１

８
９
７
０
６
７
２
８
７
５
７
７
９
４
３
９
９
９
７
９
８
０
９
５
５
５
５
７
５
０
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●

０
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０
１
１
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
１
０く

ｊ

７
２
２
１
４
１
６
４
８
５
２
３
５
８
８
４
５
５
２
３
３
１

１

７
０
９
３
２
３
７
３
１
２
０
１
９
０
８
４
９
２
９
５
３
６
４
２
７
１
０
２
７
１
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
３
１
３
２
３
２
２
３
２
２
３
２
４
３
３
３
３
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
３
２
く
く

く

く

岩
岩
石
岩
石
岩
岩
岩
岩
石
岩
岩
岩
岩
岩
石
岩
岩
岩
岩
石
岩
岩
石
石
石
石
石
石
岩
岩

曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜

珪
珪
黒
珪
黒
珪
珪
珪
珪
黒
珪
珪
珪
珪
珪
黒
珪
珪
珪
珪
黒
珪
珪
黒
黒
黒
黒
黒
黒
珪
珪

3．69

2．52

2．1

2．9

2．02

2．73

2．9

(2.32）

2．4

1．6

2．28

2．45

2．35

2．6

2．98

2．25

2．53

2．2

1．94

(3.34）

(3.15）

(3.4）

(3.04）

(2.77）

(2.1）

(2.22）

(1.63）

(1.63）

(2.03）

(2.7）

(2.6）

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
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第1節狸谷I石器文化の遺物

計 測 値
恥器種石質 登録番号

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)
345使用痕ある剥片珪 山

石
山
石
山
石

(3.65）

(4.27）

(4.0）

2．2

1．75

(3.17）

0．65

1．2

(0.6）

ｊ
ｊ
ｊ

９
３
６

●
●
●

３
７
４

く
く
く

IXDM746

1XDM366

1XCM290(右）

ⅨCM297(左）

ⅧCM1050

ⅧDM1192

VIlCM921

1XDM389

ⅨCM257

1XDM610

ⅨDM1025

IXDM842

ⅥllCM569

ⅦlDM1045

1XDM981

ⅧCM125

ⅥIDM483

VIIDM781

ⅧCM747

1XDM281

ⅦlDM1068

346〃 珪

347〃 珪

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

岩
岩
岩
岩
岩
石
岩
岩
岩
岩
石
石
岩
岩
石
岩
岩

曜
曜
曜
曜

珪
珪
珪
珪
珪
黒
珪
珪
珪
珪
黒
黒
珪
珪
黒
珪
珪

(3.8）

(3.9）

(3.8）

(3.3）

(4.0）

(3.68）

(3.05）

(2.95）

(2.03）

2．0

(2.68）

(1.7）

(2.53）

(2.78）

(2.1）

(2.1）

(2.5）

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

2．2

3.0

(3.07）

1．46

1．85

2．14

2．1

1．55

1．3

1．84

(2.4）

(1.6）

(2.4）

(2.8）

1．9

2．1

3．3

（8.7）

(17.8）

(12.4）

（2.0）

（5.4）

（5.45）

(4.8）

（1.5）

（1.7）

3．0

(2.45）

(1.5）

(2.0）

(3.5）

(2.55）

(2.1）

(5.9）

1．5

1．5

1．3

0．7

(1.1）

1.0

0.8

0．4

0．7

1．0

(0.7）

(0.78）

(0.7）

(0.7）

0．7

0．5

0．6

第55図に示しているものが、その長さと幅の関係を、グラフ

化したものである。これによると、1：1を中心値として、長（cn,）
幅比2：1～1：1.6の範囲に石器の分布があり、しかも、そ

の範囲の中で、長さや幅が4cmを越えないものが、圧倒的に多

いということがわかる｡このことは、使用される剥片が、近似

した規格を持ちながらも、形状的には、縦長剥片から、比較的

幅広な寸詰りの縦長剥片、そして、横広の剥片まで、比較的多

様であることをよく示している。

剥片の打面では、自然面、単剥離面、複剥離面と、様々な面

の状況が、観察される。そして、そのほとんどは非調整打面で、

打面調整が観察されるものは、292,310,336の3点と例外的
5（c､）

にみられる。この他、329は、打面再生の剥片と考えられるも 幅

のである。また、350の資料には、ポジ面が観察される。第55図使用痕ある剥片の長幅比

石核（第57図365～第61図417）

56点（内、接合関係として、2点接合1例と3点接合1例があり、資料実数53点）が出土し

たが、その出土資料総数3783点に占める割合ほ、1％と少ない。その石質ごとの内訳は、珪岩

37点、黒曜石14点、安山岩3点、頁岩2点である。
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第56図遺物分布図（石核）

－88－



第1節狸谷I石器文化の遺物

石核は、調査区のほぼ中央部を中心とした部分で検出されているが、その広がりには、特徴

的な傾向が指摘できる。その傾向とは、環状を呈する分布であるが、調査区においては、東西

に隣接した大小二つのものが確認された（第56図)◎

調査区のほぼ中央部にみられる大型の環状分布は、さらに細かい群に分離できそうである。

ただ、全体としては、外周で直径が15m、内周で8mを測る規模を持っている。また、小型の

ものは、その大型の分布の東隣にあり、直径8mの規模である。こうした分布で注意されるこ

とは、環状に広がる石器の分布と同時に、石核の分布域の中に、空白部がみられることである。

調査区では、この空白部が、おたがいに隣接しあって、3ケ所に認められた。剥片剥離作業な

ど、場の機能に関して、興味ある事実である。

出土した53点の石核では、剥離面の観察から判断する限り、明らかに縦長剥片を剥出したと

いう石核は少なく、わずかに377．378．381の3点のみで、そのほとんどは、幅広の縦長剥片

や横広の剥片を剥出したと考えられる石核である。そこで、剥出された剥片の形状とその石核

の形状、剥片剥離の状況とを観点にして、石核の分類を試みたいと思う。

第1類（377.378.381）

第1類は、縦長剥片を剥出した石核にあたり、すべて小型のものである。打面は、上下両設

のもの（377）と単設のもの（378.381）とがある。打面の状況は、377が、調整打面（上位打

面）と操面（下位打面）という、2種類の打面を持ち、378が操面、381が複剥離面である。石

核の素材は、操ないし分割篠と考えられる。出土例は3点のみであり、狸谷I石器文化での石

核の中では、あまり一般的なものではなさそうである。

第2類

第2類として分類されるものは、幅広の縦長剥片から横広の剥片までを剥出していると考え

られる石核であり、狸谷I石器文化に所属するものの中で、最も一般的なものにあたっている。

この類の石核は、その石核の形状や剥片剥離の特徴によって、さらにa～eの5種類に細分さ

れる。

2a類（365～371．373．374．376）

2a類の石核は、単設の打面のものにあたり、その規模から、大型のものと小型のものとが

ある。前者は、珪岩や安山岩が石材となっているもので、後者は、黒曜石と珪岩である。剥片

の剥出は、打面の長軸と平行するものも直行するものも、その一端のみでおこなわれ、その結

果、石核の裏面には、素材の操面や節理面が残ることになる。打面は、単剥離面（376．368．

370．371．375)、複剥離面（365．366．369．373)、そして節理面（367.374）の3種があり、

打面調整は、370においてのみ認められる。石核の素材は、操ないし分割篠と考えられる。
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第57図石器実測図

第ⅡI章調査の成果
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第12表石器計測表

計 測 値
NO器種石質 登録番号

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

岩
岩
岩
岩
石
岩
石
岩
石
岩
石
石
岩
石
石
岩
石
岩
岩
石
岩

山
山
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜

安
安
珪
珪
黒
頁
黒
珪
黒
珪
黒
黒
珪
黒
黒
珪
黒
珪
珪
黒
珪

核石５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

５
５
５
５
５
５

６
９
６
９
３
９
２
３
１
６
０
３
３
６
２
４
１
１
３
３
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
３
３
１
１
３
１
４
２
７
２
１
３
２
３
３
３
４
３
２
５

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

６
８
７
３
３
６
９
２
３
６
６
５
１
６
４
２
２
９
６
６
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
●
●
●
●
●

７
６
４
３
２
４
１
６
２
８
１
１
２
１
２
４
２
２
３
２
６

５
５
５
５
５
５

２
２
５
２
０
２
０
６
４
８
７
４
８
８
８
３
６
９
２
１
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●

５
５
３
２
２
４
１
３
１
４
１
１
１
１
１
３
１
１
２
２
３

171.65

160.24

58．29

14．8

5．82

70．9

2．59

84．75

6．24

ⅧCM271

ⅨCMl65

ⅥIDM265

1XDM207

1XCM185

VlIlCM97

ⅥIDM227

ⅧCM545

ⅥIDM878

1XCM70

ⅧDM992

ⅧlDM19

VⅢDM1083

1XDM889

ⅥIDM597

ⅦlDM414

ⅨDM582

ⅧlCM242

ⅧDM411

1XDM440

1XDM527

1XDM525

ⅧDM342

ⅥICM173

VIlDM576

1XDM1047

ⅧCM430

VlIDM283

1XDM309

ⅨDM155

VⅢDM564(上）

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

5．52

2．04

12．84

6．82

13．25

46．48

9．42

30．85

12．99

57．71

石
岩
岩
岩
岩
石
岩
石
岩

曜
曜
曜

黒
珪
珪
珪
珪
黒
珪
黒
珪

386

387

388

389

390

391

392

393

394

５
５
５

３
３
１
３
９
８
５
０
７

●
●
●
●
●
●
◆
●
●

２
３
４
４
３
２
５
４
５

５
５
５

８
８
０
０
２
４
６
７
０

●
●
●
●
◆
●
●
●
◆

１
３
５
４
３
１
４
１
３

５
５
５

８
３
６
２
８
９
２
６
９

●
●
●
●
●
●
●
●
■

１
３
２
３
１
０
３
２
１

4.8″
″
″
″
″
″
″
″
″

38．57

60

23．77

75．9

14．39

32．21

ⅧDM1077(中）

ⅧDM623(下）

VⅢCM280

ⅧDM350

ⅧIDM263

1XCM76

ⅧDM1233

1XCM343

1XCMlO4

ⅨDM912

ⅦlC374

VⅢDM228

ⅧDM673

山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石

山

珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
安
珪
珪

(6.0）

3．6

2．9

1．6

1．5

3．2

3．1

4．95

(3.35）

3．2

3．5

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０

３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４

ｊ５
５
５

５
０
５
９
２
８
５
４
５
９
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
５
７
３
４
３
３
５
３
３
３

１

５
５
５
５
５

６
６
６
１
６
６
８
６
０
８
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
２
２
２
１
１
１
２
２
１
２

41．85″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

18．0

11．42

11．87

67．49

(18.94）

20．9

33．35
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値測計
登録番号N、器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

48．22

6．19

7．23

10.8

199.25

17.39

14.2

115.7

２

５
９
１
９
８
９
７
８
５
０
７
７

５
１
４
４
５
２
７
６
３
４
１
０

５
９
４
５
５
２
５
２
６
９
１
９

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ

岩
石
石
岩
岩
岩
岩
岩
岩
石
岩
岩

曜
曜
曜

珪
黒
黒
珪
頁
珪
珪
珪
珪
黒
珪
珪

核

５
５
５
５
５
５

６
０
６
４
７
４
６
７
５
０
４
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
３
２
１
３
１
１
３
１
２
２
３

５
５
５
５
５
５

０
４
４
１
４
６
６
２
６
３
６
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
１
１
３
７
４
３
５
２
１
５
４

石６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

５
５

０
１
３
５
７
６
０
９
９
２
６
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
２
２
２
７
３
３
５
２
３
５
５

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

5．5

44．5

2b類（372．379．380．382～384.386～389．390．392．396．414）

2b類に分類される石核は、打面を転移させながら、剥片剥離作業が進行していくものにあ

たり、この打面の転移には、その仕方によって、上下180.に転移するもの（379.387～389.

392)、90.転移のもの（382)、そして、それ以上に転移がおこなわれるもの（372．380．

383．384．386．390．396．414)）がある。打面には、自然面のもの、単剥離面のもの、複剥

離面のものがあり、382には、打面調整が観察される。素材は、分割篠が中心であろう。

2c類（393～395）

打面を転移させないものであるが、石核の長さが、幅に対してかなり長いものである。石核

の形状は、縦に長い三角錐、または四角柱をとる。打面は、単剥離面と複剥離面とがある。

2．類（397～407）

分割操や剥片による偏平な素材の主軸に平行して、剥片剥離がおこなわれるもので、幅広の

剥片が剥出される。打面は、単設のものと上下両設のもの（407）があり、その面の種類には、

操面（397.402)、単剥離面（398.407)、複剥離面（399～401.403～406）の3種がある。

2e類（408～413．415．416）

2e類は、打面が、石核の縁辺に沿って、回りながら移動していくものである。その結果、

残核の形状は、求心的な剥片剥離作業によって、円板状をとるか、不整形（415.416）をとっ

ている。石核の素材は、操と剥片の2種がある。

以上の石核のほか、両刃操器状に交互剥離をおこなうもの（417）や、391のように、小型の

素材のために組織的な剥片剥離がおこなわれず、所属が不明なものもある。なお、372は、石

核を掻器に転用した可能性が高い資料である。

接合資料（第63図～第67図）

接合資料は、13例（資料点数45点）を確認した。したがって、この13例と、これまで示して
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きた石器どうしの接合関係の19例（資料点数43点）を合せると、32例（88点）が認められるわ

けで、全資料に対する接合率は、2％である。この13例の石質は、黒曜石1例で、あとはすべ

て、珪岩である。

接合資料の分布は、調査区のほぼ全域でみられるが、その傾向は、先に示した石核に近似し

た状況を呈している。すなわち、石核の分布における空白部では、接合関係が認められず、そ

れぞれの資料は、その空白部（185.25～185.50mの等高線部分の尾根頂部）を取り巻くように

分布するという傾向である（第62図)。石核との関係でも、興味ある事実といえよう。

接合資料1（第63.64図）

資料数が10点を数えるもので、その接合関係は、調査区北東隅から、その調査区を斜めに横

切るように広がっている。器種ごとの内訳は、石核4点（2a類・2b類・2e類他)、剥

片・砕片6点である。

長軸17cm強の珪岩の円操を節理に沿って分割し、石核原形のための分割操を5点以上作出す

る。そして、その石核原形ごとに、剥片剥離作業を開始している。その際、それぞれの石核は、

分割操の形状がそのまま反映されているためか、個体に共通する技術を持っていないように思

われる。なお、421は、分割面を表面に残していることから、失われた石核から、剥ぎ取られ

た剥片と考えられる。

接合資料2（第65図）

石核片1点、打面作出剥片3点（資料実数1点)、剥片3点（資料実数2点)、削器1点の計

8点の資料によるもので、調査区の中央部に広がっている。

長軸が10cmを越えない程、握り拳大の珪岩の円操が石核原形となっている。まず、打面を作

出して、石核の側面に6回程度、石核整形のための加撃をおこなう。そして、その後に、打面

からの剥片剥離作業を開始している。しかし、この作業は、石核の破砕によって、1枚の剥片

（260）の剥出で終了しているようである（425)。ただ、石核片の下部がみられず、その部分

がその後、新な石核原形として利用された可能性も高い。

接合資料3～6（第66図）

接合資料3は、調査区南東隅にある石核1点、削器1点の接合資料である。石質は、珪岩で

ある。

接合資料4は、調査区の北隅にある、石核1点（2b類)、剥片1点の接合例である。石材

は、珪岩が使用されている。

接合資料5は、石核1点と剥片1点の接合資料で、唯一の黒曜石である。出土地点は、調査

区の南隅にあたっている。

接合資料6は、石核どうし2点（2b類・2．類）の接合例である。出土地点は、接合資料

5の近くにあたっている。石質は、珪岩である。
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接合資料7～13（第67図）

剥片どうしの、接合例をまとめている。7を除けば、その接合の状態からみて、接合例の中

でも、最も的確に、剥片剥離技術の一端を示している資料といえる。

剥片剥離のあり方からみて、8～13の接合資料は、大きく二つの種類にまとめられる。一つ

は、打点位置をあまり移動させずに後退させるもの（8～11）であり、他の一つは、打撃方向

を求心的にするために、打点位置を頻繁にかえていくもの（12．13）である。さらに、前者は、

打点の位置の変え方によって、左右に変えていくもの（8～10）と、ほとんど変えずに後退さ

せていくもの（11）がある。しかしながら、こうした剥片剥離技術によって生産される、剥片

419
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042’

鯉塗亀
、‘”

0 5 10cm

第64図石器実測図

ノ I

c ＞棚
I

417

-100-



、一一、

索〃

ー

第65図石器実測図

接合資料2

第1節狸谷I石器文化の遺物

260

－101－

一

0

一

424

徴鍵
＝令

q■■■

鐘

く二二二三ｺ”‘<ﾐー ｺーｺ

425

5

10

瀞ぢ
く＞426

10cm

ト門司弓一一－－－－斗



第ⅡI章調査の成果

鱒雛蜜噌
総剛“

麹
、
一
／
、

接合資料3

肇 陶

霧
一

Q”く。382

接合資料4

接合資料6

0 5 10cm

州 戸削一一一斗

接合資料5

騨謬瀞

総翰 396

391

鰯愚
△428 溌 397

第66図石器実測図

-102-



第1節狸谷I石器文化の遺物

１
４
ｐ
ｂ
ｍ
ｖ
ｌ

略
‘
伽
鵬
Ｉ

ー

■■■■■■

之二つ棚r己0429
接合資料7

部接合資料u今接合資料,0
‐

、接合資料8
魅〆接合資料9

鯵瞳蕊鴎
鰯感
△433

愚息

鍵
仁二コ431

績噌

愚愚藍轡
I■■■

ー

仁ユ437
－435－→

鶴雪辱
心436一一

一 434

－
０

432

5 10cm

創園資料12
接合資料13

零 …
ぐ439

■■■■■■

ノ

狐
‐二二

心

三二コ
Y

<=＞

；
－

441

亀a膨専
二コ442－443くさ“，くユごくユ’23

第67図石器実測図

－103－



，第Ⅲ章調査の成果

の形状には、上記した剥離技術の差ほどの違いは認められないようである。

最後に、資料の出土位置を示しておく。8，9，13は、調査区の北東隅に集まり、7と12は、

調査区のほぼ中央部でみられる。また、10は調査区の南東隅、そして、11は調査区中央の西寄

りの部分で、それぞれ検出されている。

3．まとめ

狸谷I石器文化は、遺跡の基本層位では、第Ⅶ層を包含層とするものである。第Ⅵ層が、入

戸火砕流起原のシラスに対比できることから、この石器文化は、広域火山灰の一つである姶良

Tn火山灰よりも下位に位置しているものといえる。

石器組成は、ナイフ形石器、掻器、削器、扶入石器、彫器、操錐器、操器、磨石・敵石、石

皿・台石、二次加工ある不定形石器、使用痕ある剥片、と充実した内容を持ち、しかも、資料

総数3783点（内、石器総数381点）は、九州における先土器時代でも最も安定した石器文化の

一つと考えられる。このことから、この石器文化は、遅れている九州の先土器時代の編年研究

の上でも、重要な基準資料となるものといえる。

遺物の包含状態は、60～130cmの厚さを持ち、硬く締まった第Ⅵ層に覆われていて、極めて

良好である。また、遺物の垂直分布も10cm前後と上下差が少なく、かなり原位置に近い状態を

示しているものと思われる。

こうした良好な包含状態の下に、遺物分布の検討をおこなった。その結果、そのあり方に、

偏在の状態から、散在的な分布（ナイフ形石器、磨石・敵石、石皿・台石、二次加工ある不定

形石器、使用痕ある剥片)、点在的な分布（掻器)、環状分布（削器、扶入石器、石核）の三つ

があることが判明した。同一の遺物分布の中における、石器ごとの遺物分布の差であり、占地

部分での場の利用のあり方、そして、さらには、石器の機能問題についての傍証資料となるも

のと考えられる。

最後に、この石器文化の編年的位置について考えてみたい。包含層の位置は、すでに前記し

ているように、姶良Tn火山灰の下位にあたる。一方、ナイフ形石器の形態組成では茂呂（九

州）型のナイフ形石器と、剥片の一部に刃潰し加工が認められるナイフ形石器が、中心となり、

これに切出し状のナイフ形石器が加わるという特徴がある。この2点から判断すれば、狸谷I

石器文化は、相模野編年での第11期後半、武蔵野編年での第IC期に対比が可能であろう。た

だ、剥片剥離技術においては、鈴木遺跡第Ⅵ層のような明確な刃器技法は持たず、寸詰りの縦

長剥片や横広の剥片が多く生産されている。
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第2節狸谷II石器文化の遺構と遺物

狸谷II石器文化の調査は、遺物の分布する遺跡の西半分、調査区名ではVI区列～IX区列にお

いて実施した。その結果、第v層という、入戸火砕流の直上の層に包含層を持つナイフ形石器

を主体とした狸谷II石器文化が検出された。その石器文化の内容は、配石遺構1基と、多量の

操によって構成される操群、そして、ナイフ形石器や三稜尖頭器を主なる石器組成とする遺物

群である。

1．遺構とその分布

遺構は、二つの種類が確認された。つまり、比較的大型の操が数個並べられた状態の配石遺

構と、小型の円操ないし破砕操が広範囲に広がっている操群である。以下、遺構ごとに説明を

加えていこう。

配石遺構（第68図）

遺跡の西端を起点とする尾根は、標高184.50m付近に至ると、二つの尾根に分かれ、その後、

並行しながら、北東の方向

へ延びていく。配石遺構は、

この二つの尾根が分かれ始

めた部分、北側の尾根の頂

部にある（第69図)。

この配石遺構は、中央に

直方体を呈する長さ30cmの

大型の操（現状では、4個

に割れているが）を置き、

その西側に1辺が12cmの正

方形の中型の操1個、そし

てその東側に小型の操3個

を配するという構造をとっ

ている。操は、いずれも砂

岩で、赤変している。基底

面は入戸火砕流であり、そ

の基底面を掘り込んだ土坑

などの付属遺構や、焼土部

〃

グー一一二空

A
●ローー一一一一一一一

AL＝184.950
●■一一一一一一一一

第68図配石遺構実測図
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第2節狸谷II石器文化の遺構と遺物

分などは確認されなかった。したがって、遺構の性格については、不明確である。

蝶群（第69図）

調査の結果、8,252点という多量の赤化した操が群をなして検出された。この群を篠群と呼

んでいる。この操群は、第69図に示しているように、尾根の頂部を中心に検出されているが、

その偏在の傾向によって、大きく第1～6の篠群に分離できる。

第1喋群は、遺跡の西端に広がるもので、約1460点の操によって構成されている。その分布

域は、東西約20m、南北約12mの範囲にある。操の石材は、珪岩と砂岩である。

第2喋群は、第1傑群の東隣に広がる約700点の操によって構成されるものである。その分

布は環状を呈し、操は、東西12m、南北8mの範囲に散らばっている。操の石材は、珪岩と砂

岩である。

第3操群は、第2操群の東隣にあるもので、約5000点の篠によって構成されている。その分

布は、直径13mの円形を呈し、もっとも大規模な喋群である。操は、珪岩と砂岩である。

第4操群は、第3操群の続き、第2操群の北に広がるもので、約340点の、珪岩と砂岩に

よって構成されている。その分布域は、長軸10m、短軸5mを測る楕円形を呈している。なお、

先に示した配石遺構は、この操群の一角にある。

第5操群は、第3篠群の東にあり、約450点の、珪岩と砂岩によって構成されている。その

分布域は、長軸10m、短軸5mの範囲にある。

第6操群は、第2操群の南に位置している。この操群は、操群と認識したものの中では、

もっとも小型のもので、珪岩と砂岩の約'70点の操によって構成されている。分布も狭く、直

径4mの円形の中にある。
2530

(個

2000

1000

避雲"蝋0
0100150200250300350400450500 0

(9）

磯の種類と重量（第70図）

操群を構成している操には、砂岩と珪岩と

があるが、その個数では、砂岩7990点に対し

て、珪岩262点と、砂岩が全体の95％と、圧

倒的な数を占めている。ちなみに、こうした

砂岩を主体として、それに珪岩を加えた篠群

は、人吉盆地での縄文時代の集石の傾向とも

共通しているところである。

次に、操群を構成する操の重量の構成につ

いて見てみたい（第70図)◎

出土した操の中で、最も大型のものは、

20009を越える。しかし、操の中で、もっと

も多いのは、1009までの破砕操である。そ
第70図喋の重量別傾向
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第2節狸谷II石器文化の遺構と遺物

の数は4923点と、全体の約6割を占めている。そして、篠の数は操の重量が増すに従い、しだ

いにその数を減らしている。このように、比較的自然に漸減していく傾向からすれば、これら

破砕操は、人為が加わった意図的破砕ではなく、自然の破砕による可能性がもっとも高いとい

える。また、この自然の破砕篠は、操の表面がもろく赤化した状態にあり、そのほとんどが、

焼け石であることを示している。こうした操の状況と同時に、狸谷II石器文化の石器に使用さ

れた石材の中で、操群を主に構成する砂岩が占める割合は、極めて少ないという事実がある。

このことから、操群を構成する操については、火を使った行動に直接関係したものであり、そ

れが、一括投棄された後、自然に破砕していったという想定が最も自然であろう。

2．石器組成と分布の構成

出土した遺物は、すべて石器関係の資料であり、その総数は、547点である（第13表)。その

内訳は、ナイフ形石器48点、三稜尖頭器5点、掻器5点、削器5点、彫器1点、模形石器1点、

磨石・敵石6点、二次加工ある不定形石器15点、使用痕ある剥片24点、石核20点、剥片・砕片

417点で、特に、ナイフ形石器が多く検出されていることが、目立っている。石材では、ほと

んどが珪岩（449点）で、ついで、黒曜石（72点）と安山岩（20点)、そして砂岩（6点）がみ

られる。

石器の分布は、主として、丘陵西側、しかも、東方へ延びる尾根の頂部を中心に帯状に広

がっている（第71図)。この石器の分布は、さらに、その偏在の傾向によって，第1～6ブ

第13表狸谷11石器文化石器組成表

珪岩

43(90）

3（60）

5

5

1

12（80）

24

93(85）

15（75）

341（82）

449(82）

黒曜石

2（4）

2(40）

安山岩

3(6)

3（3）

17(4)

20（4）

四
石
鋤
湖

頁
一
噸
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ｉ
山
石
作
⑲
／
Ｉ

ｊ

ｊｌ

砂
一
一
一
一
一
一
６
一
一
６
’
－
６

48（43）

5（5）

5（5）

5（5）

1（1）

1（1）

6（5）

15（13）

24（22）

－

1

3（20）

8（7）

5（25）

59（14）

72（13）
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ロックに分離できる。以下、そのブロックごとに説明を加えていきたい。

第1ブロック（第72図）

丘陵の西端に広がる石器分布で、直径7mの範囲に41点の石器が散らばっている。石器組成

は、ナイフ形石器2点、三稜尖頭器1点、削器1点、使用痕ある剥片2点、石核1点、剥片・

砕片34点で、珪岩33点、黒曜石4点、安山岩3点の石材構成である。

第2ブロック（第72図）

第1ブロックの東隣にある、84点の石器の分布で、その分布域は、長軸12m、短軸8mの楕

円形を呈している。石器組成は、ナイフ形石器9点、三稜尖頭器1点、掻器1点、模形石器1

点、二次加工ある不定形石器2点、使用痕ある剥片3点、石核2点、剥片・砕片65点によって

構成されている。石材は、珪岩60点、黒曜石17点、安山岩7点である。
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第2節狸谷II石器文化の遺構と遺物

第3ブロック（第72図）

第2ブロックの東隣にある石器分布である。その分布域は、直径8mの範囲で、19点の石器

が出土した。その組成は、掻器1点、二次加工ある不定形石器1点、使用痕ある剥片1点、石

核1点、剥片・砕片15点である。石材は、珪岩14点、黒曜石5点である。

第4ブロック（第73図）

第3ブロックの東隣に広がる石器分布で、長軸12m、短軸8mという楕円形を呈する分布域
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第Ⅲ章調査の成果

の中で、34点の石器が出土した。その石器組成は、ナイフ形石器2点、二次加工ある不定形石

器3点、使用痕ある剥片2点、石核3点、剥片・砕片24点である。石材は、珪岩29点、黒曜石

5点である。

第5ブロック（第73図）

第4ブロックの南側にあり、長軸14m、短軸6mという楕円形の範囲の中に散在した分布の

状態をとっている。出土石器は、使用痕ある剥片1点、石核1点、剥片・砕片20点で、総数22

点である。石材は、珪岩14点、黒曜石8点である。

第6ブロック（第73図）

丘陵のほぼ中央部に、広範囲に広がる石器の分布で、その平面分布や垂直分布の状態から、

さらにaとbに分かれるようである。

第6aブロックは、第6ブロックの西半分の石器分布である。その分布域は、長軸30m、短

軸16mの楕円形を呈し、特に、その南東側に多く集中した状態を示している。石器総数191点

の内訳は、ナイフ形石器8点、三稜尖頭器1点、削器2点、磨石・敵石6点、二次加工ある不

定形石器9点、使用痕ある剥片7点、石核7点、剥片・砕片151点である。また、石材は、珪

岩153点、黒曜石26点、安山岩6点、砂岩6点である。

第6bブロックは、第6ブロックの東半分にある石器分布である。その分布域は、直径19m

の円形を呈する範囲内にあり、しかも、その南西隅に偏って集中している。石器は総数145点、

内訳は、ナイフ形石器21点、三稜尖頭器1点、掻器3点、削器2点、彫器1点、使用痕ある剥

片8点、石核5点、剥片・砕片103点である。石材では、珪岩が139点ともっとも多く、黒曜石

は4点、安山岩は2点に留まっている。

ブロック外

上記してきた石器のほかに、各ブロックには所属しない、単独出土の石器もある。その数は

4点で、ナイフ形石器2点（内、台形石器1点)、剥片・砕片2点であった。また、その石材

は、珪岩2点、黒曜石2点である。

3．出土石器とその分布

ナイフ形石器（第76図1～第83図48）

ナイフ形石器は48点出土したが、石器組成の中に占め‘る割合は、43％と極めて高い数値を示

している。石材の内訳は、珪岩43点、安山岩3点、黒曜石2点である（第13表)。

ナイフ形石器の分布は、丘陵の尾根に沿って帯状に北東方向に広がっている。しかし、その

偏在の傾向をさらに詳しくみてみると、分布が丘陵の西側にみられるもの（第1ブロック・第

2ブロック)、丘陵の尾根が二つに分かれる部分（第6aブロック)、そして、その北東側に広
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がる部分（第6bブロック）の3群と、それぞれの群の周辺に数個づつ点在する石器とによっ

て、構成されていることがわかる。

48点のナイフ形石器は、その刃潰し加工の部位やその形状によって、さらに、第1類～第3

類に分類できる。以下、類ごとに説明を加えていこう。

第1類（1～28．30．31．33～35）

第1類のナイフ形石器は、石器本体の二側縁に刃潰し加工がみられるもので、平坦剥離がみ

られる場合もある（2．22．24．27)。この類型に属するものは、その形状の特徴によって、

刃部が斜めに設定され、原則として先端部を持つものa（1～24)、刃部が石器本体の主軸線

に対して直角に設定されるものb（25～28．30．31）に細分される。

1a類のナイフ形石器は、切出形石器と呼称されるもので、22点が検出された。石器の形状

は、三角形を基本とし、時に、刃部側の側縁に、扶入状の加工がみられる場合もある（1．

3．10～12．14．15)。また、この石器では、側縁部と刃部とが作る先端部によって、さらに、

二つの状態がみられる。つまり、側縁部と刃部が鋭角に交わることによって鋭い先端部が作ら

れている状態のもの（1～12．15～18．20）と、鈍角に交わり、形状的には、1a類と1b類

のナイフ形石器との中間に位置するもの（13．14．19．21．22）の二種である。大きさは、長

さ2.5～4.3cm、幅1.25～2.1cmで、その長幅比では、

2：1付近に最も集中するようで（第75図)、強い規格

性が伺われる。また、先に示した二種のナイフ形石器で

は、2：1付近に集中するものは、鋭い先端部を持つも

のであり、そうではないものは、1：1の方に、やや偏

る傾向がみられる。

1b類のナイフ形石器は、台形石器と呼ばれるものに

相当する。形状は、その名の如く台形が基本であるが、

その形状の違いにより、通常の台形石器（30．31）と台

形様石器とされるもの（25～28）に分けられる。長幅比

は、2：1～1：1の間に入り、1a類に比べれば、や

や幅広の傾向が強い。

33～35は、二側縁に刃潰し加工がみられるものである

が、形状的にもそれぞれ独自なものであり、分類外とし

た。33．34は、安山岩製で、35は、珪岩製である。この

中で、33は、横長剥片を素材としたもので、右側基部の

扶入状の加工が特徴である。
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第2類（29．32）

第2類のナイフ形石器は、素材となる縦長剥片の打面部を残して、その両側ないし片側に扶入

状の刃潰し加工を施したもので、九州においては、剥片尖頭器と呼ばれている。資料数が2点

と少ないので、個別に説明しよう。

29は、珪岩の縦長剥片を素材としたもので、基部両側に扶入状の刃潰し加工、そしてその先

端部左側に、刃潰し加工が観察される。またこのほか、石器先端部右側には、一面の桶状剥離

がみられる。おそらく、彫器に再加工されたのであろう。32は、珪岩製の縦長剥片が素材とな

っているもので、扶入状の刃潰し加工は、基部右側のみに観察される。この全体像は、左側縁

では、扶入状の加工が観察されないことから、二側縁加工の剥片尖頭器になるものであろう。

第3類（36～46）

第3類のナイフ形石器は、剥片の一つの側縁に刃潰し加工がみられるもので、11点が検出さ

れた。この類に属するものには、その石器の状態から、あきらかに完成品とみられるもの（36

～38）と、1類ナイフ形石器の未加工品の可能性が高いもの（39～46）がある。したがって、

ここでは、前者の3例についてだけ説明を加える。

36は、珪岩製の横長剥片が素材として使われ、その打面の部分に刃潰し加工がみられる、一

側縁加工のナイフ形石器である。剥片の形状は、翼状剥片に類似しているが、表面の剥離の状

況を観察すれば、その範晴には属さない。37も、珪岩製横長剥片を素材とし、その打面部分に

刃潰し加工が施された、一側縁加工のナイフ形石器である。国府型のナイフ形石器に類似した

ものである。38は、胴部上半を大きく欠いているために、その全体像は不明であるが、横長剥

片素材で、その打面部に刃潰し加工を施したナイフ形石器であろう。

所属不明のナイフ形石器（47．48）

47．48は、基部欠損のために、その全体像が不明であり、その所属がわからないものである。

いずれも、珪岩製である。おそらく、この両者とも、1a類のナイフ形石器の先端部付近のも

のであろう。

ナイフ形石器の製作

狸谷II石器文化に属するナイフ形石器は、大きく、第1類～第3類に分類される。この中で、

2類と3類の一部のナイフ形石器については、その剥片の形状からその調整加工まで、ある程

度示してきた。そこで、ここでは、資料が多い、1a類のナイフ形石器の製作を中心にして

見ていきたい。

1a類のナイフ形石器は、未加工品の可能性が強いナイフ形石器（39～46）の状態から判断

して、横広の剥片や寸詰りの縦長剥片が素材となっていると考えられる。表面と裏面との剥離

関係は、ほぼ同一方向のもの6点、対向する剥離がみられるもの8点（内、2点は未加工品)、

直行する剥離の状態が観察されるもの18点（内、5点は未加工品）である。
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第14表石器計測表

値測計
登録番号Nq器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

ン
ン

ン

酔
癌
川
鍋
班
》
鐸
川
採
唖
卿
恥
卿
馴
恥
恥
》
》
》
川
恥
睡
睡
唖
叫
酔
砥
岬
酎
岬
酔
川
酔
採
川
理
刊
皿
恥
採
砂
恥
哩
捌

ラ
Ｇ
ラ

ハ
Ｕ
一
フ

Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ⅸ
Ⅵ
Ⅷ
Ⅶ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
表
Ⅵ
Ⅶ
Ⅵ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅸ
Ⅵ
Ⅸ
Ⅶ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅸ
表
Ⅷ
Ⅵ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅵ
表
Ⅷ
Ⅸ
Ⅵ
Ⅵ

4．45

3．55

2．9

(3.42）

3．6

(2.25）

3．12

2．45

2．5

3．35

1．7

2．6

(2.7）

(3.25）

6．2

(2.7）

(3.55）

(3.5）

2．65

(1.8）

3．52

(3.7）

3．05

4．2

3．65

2．8

5．75

(3.85）

9．4

(0.2）

0．4

(12.36）

41．2

(50.85）

12．8

（3.5）

（3.8）

（4.45）

3．6

8．77

4．15

7．7

5．5

4．77

８
５
８
５
５
５
７
８
２
２
２
１
１
ｊ
７
５
５
１
１

２

９
９
８
９
０
６
０
６
５
９
８
０
７
７
０
７
８
９
７
７
０
８
７
８
７
７
２
７
９
２
４
２
３
５
１
７
０
４
７
１
９
０
０
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
１
０
１
０
７
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
１
０
０
０
Ｏ
１
１
１
１
０
１
ｕ
Ｏ
１
０
１
１
０

く

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
石
石
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

曜
曜
山
山

山安
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
黒
黒
珪
安
安
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪

１

２
３
５
１
１
７
５
５
５
２
５
１
５
６
８

１

６
６
７
７
６
０
７
８
６
９
３
５
６
７
８
３
３
６
１
２
９
１
６
９
２
７
８
１
４
９
９
１
７
８
３
９
４
９
０
２
１
５
１
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｇ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
２
１
１
２
１
２
２
２
０
０
３
２
３
３
１
１
１
２
２
２
３
２
１

く

ｌ

Ｉ

く

く

ナイフ形石器 4．2

3．8

3．25

(3.18）

3．49

(3.23）

3．4

3．5

2．88

3．5

2．68

2．8

3．1

(3.5）

4．3

(3.8）

(3.55）

(3.21）

2．8

(2.5）

2．9

(3.19）

3．52

3．7

2．65

2．7

3．0

(2.3）

4．6

1．48

1．2

(3.6）

9．45

(7.6）

3．9

(2.71）

(3.01）

(2.21）

3．1

4．2

2．9

2．76

3．31

3．4

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

一

″
″
″
″
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値計 測
登録番号NO器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

珪
珪
珪
珪

岩
岩
岩
岩

45ナイフ形石器

46〃

47〃

48〃

VIBPL14

ⅨCPL66

1XDPL3

VIBPL23

3．11

2．37

(2.45）

(2.55）

1．84

2．1

(2.2）

(1.4）

0．65

0．7

(0.6）

(0.5）

3．35

2．0

(2.1）

(1.35）

剥片本体の中での剥片の打面の位置では、側縁上部右位4点（左刃)、同左位3点（左刃)、

側縁中部右位5点（左刃)、同左位3点（右刃)、側縁下部右位6点（右刃4点、左刃2点)、

同4点（右刃1点、左刃3点）という内訳である。こうした位置関係を整理すれば、剥片と石

器の主軸どうしが直行しているナイフ形石器が6点で、傾斜しているものが19点という関係に

まとめることができる。また、上記した打面の位置からその剥片利用の状況をみてみると、剥

片の先端部やその周辺が、刃部に利用されているもの12点、その側縁が刃部に利用されている

もの13点と、ほぼ同数である。このように、剥片の縁辺と石器の刃部との関係に、法則的なも

のを指摘することはできないようである。なお、この関係を未加工品の中でみてみると、前者

のナイフ形石器に該当するもの4点（39～41．43)、後者に該当するもの3点（42．44．45）

である。

調整加工では、刃潰し加工のあり方に特徴がある。刃潰し加工は、両側縁とも、石器の裏面

方向からのものが一般的である。しかし、例外的に、異なる方向のものが石器の両側縁にみら

れる場合がある（22．24)。また、対向する刃潰し加工が観察されるものが、7例みとめられ

る。しかし、それが、片側縁の全部にみられるものは1例（16）のみで、そのほとんどは石器

先端部に限られている（3．5．10．11．12．15)。このほか、僅かではあるが、表面や裏面

に平坦剥離がみられるものもある（2．22．24)。

三稜尖頭器（第85図49～54）

三稜尖頭器は、5点出土した。その石器組成に占める割合は、5％である。石質別では、珪

岩製のもの3点と黒曜石製のもの2点であった。

分布については、資料数が少なく、その傾向を捉えることは難しい。しかし、その状況をみ

れば、遺跡の西端で出土しているもの（第1ブロック・第2ブロック）と、丘陵の中央にある

谷部周辺で出土しているもの（第6aブロック・第6bブロック）とにはっきりと偏在してい

ることがわかる。

次に、三稜尖頭器そのものについて、みてみることにしたい。5点の石器は、大きく二つに

分類されるようである。そこで、以下、それぞれの類、ないし石器ごとに説明を加えよう。

-125-



第ⅡI章調査の成果

Z

ロ
ロ
ロ
ロ
。
。
、
【

つ
、
。
ｃ
四
『

ｇ
・
岳
【

／ ~

口
中
・
『
、
『

ロ
、

一

目｡
－

ロ
ロ
・
圃
四
【

型
）
／

鉾
つ
・
Ｏ
Ｎ
四
【

－－ノ

い
【

ロ
ロ
・
函
”
『

｡

、四
｡

、四
ふ
り

７
保
梱
へ

、【
（

雨
ト

ク
ｐ
ｒ
●

【
（

雨
ト

ク
ｐ
ｒ
●

【
（

雨
ト

ク
ｐ
ｒ
●

【
（

雨
ト

ク
ｐ
ｒ
●

”
。
■
岸
の●

”
。
■
岸
の●

”
。
■
岸
の●

”
。
■
岸
の●

”
。
■
岸
の●ロ

四
・
劃
四
戸

Ｅ
ロ
マ

ロ
ト
ロ
ト
ロ
ト
ロ
ト

口
刷

ノ

／

〆
〆

〆
一

ロ
ロ
・
垣
垣
【

～

呂
画
胃

~ ~L三
男

ロ
ロ
ル
ト
”
［
‐
ｊｊ

ト
西
『

第84図遺物分布図（三稜尖頭器）

-126-



第2節狸谷II石器文化の遺構と遺物

第1類（49）

1類の三稜尖頭器は、49の資料1点のみである。この石器は、時に、「関型石器」やナイフ

形石器と呼称され、三稜尖頭器や角錐状石器とは、区別されて扱われることもある。

この資料は、珪岩製で、素材となる剥片の打面を下位に置き、その裏面から調整を加えて形

を整えているもので、石器先端部では、稜上からの調整も観察される。中でも、左側縁にみら

れる稜上からの調整は特徴的で、一撃の下に石器本体を斜めに断ち割っている。

第2類（50～54）

2類として分類したものは、通常の三稜尖頭器である。

50は、調査以前に表面採集されていたもので、黒色の硬質頁岩製である。石器の素材には、

雪
峰

ー

△
△

49

く了”

鱗鐙
△

<一丁
0 10cm5

a

職鯛灘蝿雛
△ △ △

第85図石器実測図

-127-



第ⅡI章調査の成果

第15表石器計測表

計 値測
NO器種石質 登録番号

長さ(c､）幅(c､）厚さ(cIn）重さ(9)
器頭尖

〃
〃
〃
〃
〃

稜
一
一
一 岩

岩
岩
石
石
岩

曜
曜

珪
頁
珪
黒
黒
珪

ⅨDPL5

表 採

VIBPL10

ⅧCPL172

ⅧBJL117

ⅨCPL73

９
０
１
２
３
４

４
５
５
５
５
５

4．97

7．9

3．82

2．92

(2.77）

(2.9）

2.2

2.6

1.35

1．4

1.1

1.75

1.15

1.5

1.45

0.98

1.0

1.1

9.2

4．35

3．15

(2.2）

(6.8）

その側面の状況から､表面に自然面を持った横長剥片が利用され､石器は、その主要剥離面を表

面に置いて製作されていることがわかる。その調整の状態は､両側縁とも同様で､まず石器の表

面から調整を加え、さらに、その面を打面として主要剥離面に調整するという形をとっている。

51～54は、調査によって検出されたものである。以下、石器ごとに説明を加えていきたい。

51は、珪岩製の横長剥片を素材として、その主要剥離面から調整を加えて、製作されている

もので、断面形は、台形を呈している。剥片の打面は、石器本体において左位に置かれている。

52は、黒曜石製の剥片を素材としたもので、右側縁には、裏面から、また、左側縁には、表裏

両面からの調整加工が観察される。断面形は、三角形を呈している。剥片の打面は、左位に置

かれている。53は、黒曜石の剥片を素材とし、その打面を側縁上部右位に置いて製作されてい

るもので、その調整加工のあり方は、52と同様である。断面形は、台形である。54は、先端部

と基部を欠損しているものである。素材は、珪岩製の剥片で、その打面を左位に置き、剥片の

主要剥離面から調整加工を加えて製作している。断面形は、台形をとっている。

掻器（第87図55～59）

掻器は、5点出土した。その石器組成に占める割合は、5％である。石材は、すべて珪岩で

ある。これらの石器は、丘陵の西側にある2点（第2ブロック・第3ブロック）と、丘陵の中

央にある谷部周辺の3点（第6aブロック）とに偏在して分布している（第84図)。

そこで、以下、石器ごとに説明を加えていこう。

55は、縦長剥片の先端部に調整加工を施し、刃部を作り出している石器で、丘陵の中央部で、

二つに分かれた尾根の内の、南側の尾根頂部で検出された。刃部の作出は、先端部のみに調整

加工を加えて、その刃部端を結ぶ線と石器の主軸とが、直行するようにおこなわれている。剥

片の打面は、単剥離面である。

56は、寸詰りの縦長剥片の打面側に、調整加工を加えて刃部を作り出しているものである。

出土地点は、丘陵中央部の谷部にあたり、縄文時代早期の包含層である第1V層からの検出で

あった。刃部は、素材となる剥片を斜めに置き、その打面側に設けられた、僅かな脹らみを持

つ直線刃である。石器本体における剥片の打面位置は、刃部右位にあたり、刃部端を結ぶ線と

石器の主軸は直行している。
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第III章調査の成果

57は、寸詰りの縦長剥片の打面を、石器本体の下位に置いて、作られている。出土地点は、

丘陵の西側の尾根頂部である。刃部は弧状を呈し、その端部を結ぶ線と石器の主軸との関係は

直行である｡

58は、55の近くで検出された。資料は、刃部のみを残して、すべての部分を欠損しているた

めに、充分な観察はできない。

59は、丘陵西側で検出された、栂指状の掻器である。寸詰りで小型の縦長剥片が素材となり、

その周辺に調整加工がみられる。素材となる剥片の打面は、石器本体において、上位に置かれ

ている。したがって、剥片と石器の主軸は、ほぼ同一である。なお、この石器は、上記4例と

は形状的にも異なっており、その特徴から考えて、狸谷II石器文化よりは新しい時期の可能性

が高い。

削器（第87図60～64）

削器は、5点検出された。その石器組成に占める割合は、5％である。石器石材としては、

すべて珪岩が使用されている。石器は、丘陵西側に1点（第1ブロック)、丘陵中央の谷部が

始まる部分に2点（第6aブロック)、そしてその東側の尾根頂部に2点（第6bブロック)、

計3地点にわかれて検出された（第86図)。

以下、石器ごとに説明していきたい。

60は、出土した削器の中でもっとも大きいもので、三つの出土地点の内、真中の部分の尾根

頂部で検出された。素材となる剥片は、幅広の縦長剥片で、その主要剥離面側に刃部を作る荒

い調整加工がみられる。刃部は、片刃で、両側縁に設けられているが、左側縁で比較的丁寧な

調整が観察される。剥片の打面は、複剥離面である。

61は、60のやや北側で検出された資料である。素材となる剥片は、幅広の縦長剥片で、その

表面に刃部がみられる。刃部は、石器の右側縁にあり、片刃である。剥片の打面は、複剥離面

である。

62は、東側の尾根頂部で出土したもので、横広の剥片が素材となっている。刃部は、比較的

丁寧な調整加工によって作られていて、剥片の主要剥離面側の一つの縁辺にみられる。片刃で

ある。

63は、丘陵の西端で出土した削器の欠損品である。調整加工は極めて入念で、剥片全体の形

状を大きく変える程である。したがって、素材となる剥片の形状や打面の状態については、判

らない。刃部を作る調整加工は、欠損部を除けば、すべての縁辺部でみられ、いずれも両刃と

なっている。

64は、小型の削器で、62の西側に出土地点がみられる。素材となる剥片は、幅広の剥片で、

その右側縁と先端部という、二つの縁辺に刃部が作られている。刃部は、いずれも片刃をなし

ているが、その調整加工が観察される面は両者とも異なり、右側縁では表面、先端部では裏面
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第16表石器計測表

値測計
登録番号NO器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(cln）重さ(9)

ⅥCPL67

VIBJL88

ⅨCJL4

VICPL39

VⅢCPL44

ⅥICPL44

ⅧCPL169

VIBPL24

ⅨCPL56

VICPL33

VICPL58

ⅨCPL28

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
石曜

珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
黒

器
器
器
器石

″
″
″
″
″
″
″
″

形

掻
削
彫
模

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６

27．2

7．02

7．12

（2.0）

2．65

40．9

12．45

(19.9）

（4.3）

（1.75）

（3.5）

3．05

1．5

1．2

1．04

(0.64）

0．6

1．8

1.0

(1.42）

(0.94）

0．75

0．75

1．0

5．12

2．84

2．6

2．15

1．93

5．5

4．5

(3.45）

(2.42）

(1.33）

(3.0）

1．86

3．4

3．6

3．3

(1.6）

2．15

4．04

3．18

(3.9）

(2.7）

1．92

2．15

1．85

にみられる。

彫器（第87図65）

この資料は、彫刀面を欠損しているが、その加工の状態とその部位から、彫器と判断した。

この石器は、第6bブロックという、遺物分布の中では、もっとも東側に位置する部分で検出

された。素材となる剥片は、珪岩製の縦長剥片である。彫器原形は、打面を下位に置き、左側

縁に裏面側から、刃潰し加工状の調整を施して作られている。おそらく、この調整面を打面に

して、右側縁に向けて、彫刀面の作出がおこなわれたものと思われる。

模形石器（第87図66）

66は、丘陵の西側で検出された黒曜石製の石器で、石器の縁辺に微細な剥離痕が観察される。

この資料は、第V層から出土しているが、おそらく狸谷II石器文化よりは新しい時期の石器で

あろう。

磨石・敵石（第89図67～72）

磨石・敵石は、丘陵の中央部で5点、その北側で1点、計6点が検出された（第88図)。こ

れらの石器は、すべて第6aブロックに、属するもので、石材は、砂岩が使用されている。石

器組成に占める割合は、5％である。

以下、石器ごとに説明していこう。

67は、丘陵中央部で検出されたものの一つで、形状は楕円形を呈している。重量は、12899

と、磨石・敵石の中では一番大型のものである。この資料では、敵打痕は観察されず、全体に

浅い磨れの状況があるのみである。

68は、67の西側に出土地点があり、その形状は、偏平な長楕円形を呈している。この石器に

も、敵打痕は観察されず、磨痕がみられるだけである。

69は、磨石・敵石の欠損品で、出土地点は、丘陵の中央部である。石器の痕跡は、欠損品で
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第17表石器計測表

計 測 値
NO器種石質 登録番号

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)
67磨石･敵

68〃

69〃

70〃

71〃

72〃

砂
砂
砂
砂
砂
砂

石 山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石

14．62

14．47

(4.86）

9．9

(4.84）

(8.7）

9．6

5．94

(5.15）

5．55

(4.0）

(2.9）

6．5

1．8

(2.2）

4．8

(3.2）

(2.75）

1289

245

（50）

337

（55.33）

（82.15）

ⅥICPL174

ⅥlCPL146

ⅥlCPL102

ⅧBPL9

ⅧCPL42

ⅥICPL19

全体像がわかりにくく、しかも、火を受けているために不明な点が多いが、磨痕が観察される。

70は、丘陵の北側で出土したもので、全体に卵形を呈している。石器の痕跡では、磨痕は観

察されず、下部にみられる敵打痕のみである。

71．72は、共に、石器本体の大部分を欠損した資料である。出土地点は、いずれも、丘陵の

中央部にあたっている。石器の痕跡では、残存部分が少なく、敵打痕の有無は判然とせず、表

面の磨痕が観察されるだけである。

二次加工ある不定形石器（第91図73～84）

二次加工ある不定形石器は、15点（内、4点の接合が1例あり、資料実数は12点)）が出土

している。石器組成に占める割合は、14％である。石材としては、珪岩が12点ともっとも多く、

黒曜石は、3点のみである。

石器の分布は、丘陵の尾根の頂部を中心として、帯状に広がり、しかも、均等にみられる。

そこには、なんらの偏在の傾向も指摘できない。丘陵に点在する各ブロック間に、比較的均等

に分布しているのであろう（第90図)。

以下、石器ごとに説明していこう。

73は、小型の縦長剥片を素材としているもので、丘陵の西側で検出された。二次加工は比較

的細かいものが、剥片の先端部右側にみられる。剥片の打面は、単剥離面である。石質は、珪

岩である。

74は、幅広の寸詰りの縦長剥片を素材としているもので、丘陵の中央部で出土している。石

器は、欠損品で、その先端部を失っている。二次加工は、右側縁の中程にあり、表面からの加

圧によっている。この他、同じ部分には、使用痕と考えられる微細な剥離も観察できる。剥片

の打面は、単剥離面で、その石質は、珪岩である。

75は、珪岩製の幅広の剥片が素材で、その右側縁に二次加工が観察される。出土地点は、丘

陵の中央部である。打面は、複剥離面である。

76は、珪岩製の、幅広の縦長剥片が素材となっているもので、丘陵の中央部で出土している。

二次加工は左側縁にあり、その状態は、荒く不安定である。剥片の打面は、単剥離面で、その

－135－
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第18表石器計測表

値測計
登録番号NO器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(cIn）重さ(9)

０
０
７
３
０
９
７
１
４
２
６
８
７

８
８
１
１
１
１
１
１
１
３
６
２
５
１
８

１
１
３
８
９
０
０

Ⅲ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
肌
Ｈ
Ｈ
Ｈ
肌
Ⅲ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｂ

Ⅸ
Ⅶ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ

3．05

（4.9）

10．92

(41.2）

0.62

(0.6）

1．15

1．4

珪
珪
珪
珪

岩
岩
岩
岩

1．4

(2.46）

4．0

4．9

3．81

(2.8）

3．39

5．18

二次加工ある不定形石器

〃

〃

〃

３
４
５
６

７
７
７
７

(11.15）

(37.5）

(6.6）

4．7

3．85

2．4

8．82

（2.32）

(3.2）

(4.77）

2．6

2．3

2．8

1．4

3．2

1．2

(4.45）

(4.3）

(2.96）

2．88

2．45

2．48

2．95

(2.32）

0.75

1.9

0.9

0.66

0.45

0.95

1.17

0．95

岩
岩
岩
岩
岩
石
石
石

曜
曜
曜

珪
珪
珪
珪
珪
黒
黒
黒

７
８
９
０
１
２
３
４

７
７
７
８
８
８
８
８

″
″
″
″
″
″
″
″

石質は、珪岩である。

77は、幅広の縦長剥片が素材となり、その右側縁に二次加工がみられるもので、丘陵の中央

部から出土した。打面は、単剥離面である。珪岩製である。

78は、幅広の剥片を素材として、その先端部に、二次加工がみられるものである。出土地点

は、丘陵の中央部にある。また、この石器には、この二次加工のほか、左側縁に微細な剥離痕

も観察される。石材には、珪岩が使用されている。

79は、小型の縦長剥片を素材として、その打面部に調整加工を加えて、作られた石器で、左

側縁の一部にも微細な剥離痕が観察される。出土地点は、丘陵西側の尾根頂部にあたる。石質

は、珪岩である。

80は、丘陵西側の尾根頂部で出土しているもので、縦長剥片の打面部と先端部に調整加工が

みられる。その加工は、打面側では表裏両面から、また、先端部では表面からの加圧によって

いる。石質は、珪岩である。

81は、丘陵西側の尾根頂部で検出された資料で、剥片の右側縁の一部と、打面から左側縁に

かけての部分に、細かい調整加工が観察される。その調整加工は、いずれも、剥片の裏面側に

みられる。石質は、珪岩である。

83は、丘陵西側の尾根頂部で検出されたもので、円形を呈する黒曜石製剥片の左側縁に調整

加工が観察される。

82と84は、黒曜石製の石器で、出土地点は、82が丘陵中央部、84が丘陵西側の尾根頂部であ

る。調整加工は、上記してきたものよりは明らかにしっかりした状態であり、そのあり方から
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第ⅡI章調査の成果

考えて、三稜尖頭器の未加工品の可能性もある。

使用痕ある剥片（第93図85～第94図108）

使用痕ある剥片は、24点出土している。その石器組成に占める割合は、22％である。石器の

石材は、すべて珪岩である。遺物の分布は、丘陵の尾根頂部を中心とした部分に帯状に広がる

状況を呈し、前記した二次加工ある不定形石器の分布の傾向に、極めて良く類似している。

石器として利用されている剥片には、85のような刃器を思わせる端整な形の縦長剥片から、

93や95のような幅広の剥片まで様々 な形があり、形状の点で共通した傾向は指摘できず、また、

数量的にもグラフ化に耐えるだけの資料数でもない。したがって、それぞれの石器ごとに、説

明を加えることにしたい。

85は、打面縁辺に、入念な頭部調整が加えられている資料で、刃器と考えてもさしつかえな

いものである。打面は、単剥離面である。剥片の縁辺部には、明瞭な使用痕は観察されないが、

その形状の点から、ここに取り上げた。

86は、やや幅が広い縦長剥片である。石器縁辺の痕跡は、剥片の自然面が残る側縁を除くす

べての部分に、微細な剥離が観察される。剥片の打面は、単剥離面である。

87と88は、共に、小型の縦長剥片が利用されている。石器の痕跡としては、87では左側縁の

一部、88では左側縁の全縁辺で、微細な剥離が観察される。打面は、87が複剥離面をとり、88

が単剥離面である。

89は、先端部を欠損しているもので、幅の広い縦長剥片が石器として利用されている資料で

ある。剥片の縁辺に残される微細な剥離は、左側縁の中程に観察される。打面は、単剥離面で

ある。

90は、幅広で、先細りの縦長剥片が利用されているものである。剥片で観察される微細な剥

離は右側縁にあり、その胴部上半にみられる。打面は、単剥離面である。

91は、先端部が広くなった、形状が三角形を呈する剥片を利用している資料である。剥片の

縁辺の痕跡は、左側縁の全辺と右側縁の下半部に、微細な剥離として残されている。打面は、

複剥離面である。

92と94は、右側に流れた先端部を持つ、縦長剥片が利用されている。92は、剥片の左側縁の

胴部上半に、微細な剥離が観察される資料で、複剥離面が打面となっている。また、94は、剥

片の両側縁に観察されている。打面は、単剥離面である｡

93と95は、平面形がほぼ正方形を呈する、幅広の剥片が利用されている。93は、剥片の両側

縁に微細な剥離がみられ、95では、左側縁のみにその剥離が観察される。打面は、いずれも単

剥離面である。

96は、この種の石器の中では、もっとも小型のものにあたり、重さ2．29を計るだけである｡

剥片は、胴部が張り出した縦長剥片で、その先端部から左側縁にかけて、使用痕と考えられる

－140－
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第19表石器計測表

計 測 値
登録番号N、器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)
片Ｉ々求↓ゐあ

″
″
〃
″
″
〃
″
″
〃
″
″
″
″
″
″
〃
″
″
″
〃
″
″
〃

痕用使 珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

7．98

6．17

(3.15）

(3.2）

(4.2）

4．23

3．13

4．0

3．93

4．46

3．92

2．77

4．83

5．27

3．26

(3.3）

2．65

3．9

4．75

(3.37）

2．33

3．5

(3.26）

(3.35）

１

９
７
８
３
５
４
〕
５
１
５
５
２
３
１

５
９
１
０
９
９
９
６
２
０
９
９
５
７
１
８
４
９
０
０
５
４
４
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
●
●
①
●

２
３
２
２
２
２
２
３
４
３
３
１
４
４
３
２
２
３
４
４
３
２
３
２

く

く
く

ｊ

ｌ

５
５
５
５
５
５
５
５
１

０
６
１
５
９
２
７
３
７
５
０
５
５
８
７
７
５
９
８
１
８
０
９
８

●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
◆
●
●

１
１
１
０
０
１
０
１
１
１
１
０
１
１
０
０
０
０
１
１
０
１
０
０
Ｉ
く

20．1

29．6

（6.7）

（2.8）

(12.05）

11．6

7．05

11．5

27.85

12．65

15．3

2．2

(32.25）

40．4

6．8

(4.7）

2．5

8．9

26．65

(14.55）

4．8

4．65

(7.9）

(5.6）

ⅨCPL37

1XCPL113

ⅥICPL150

VICPL22

ⅥICPL136

VICPL70

ⅥICPL160

1XCPL47

VIBPL19

ⅥlCPL90

ⅥCPL11

VICPL93

1XCPL4

VIICPL104

ⅧDPL8

VICPL66

ⅨCPL94

ⅥlCPL142

VIBPL8

ⅧCPL12

VⅢCPL40

ⅥICPL132

VICPL69

ⅧCPL64

微細な剥離が観察される。打面は、単剥離面である。

97は、93や95に近似した形状を呈する剥片を利用している資料である。微細な剥離は、この

剥片の先端部で観察されている。剥片の打面は、複剥離面である。また、この剥片の剥離方向

では、表面と裏面とで、45.のずれが観察される。

98では、剥片の胴部が張る、ほぼ三角形を呈する剥片が利用されている。そして、この先端

部を中心として、微細な剥離が観察できる。剥片の打面は、単剥離面である。

99は、寸詰りの縦長剥片が利用されている資料である。使用痕と考えられる微細な剥離は、

この剥片の打面部側の両側縁において、観察される。この剥片の打面は、単剥離面である。

JOOは、打面部を欠損した資料である。剥片の形状は、胴部がやや丸みを帯びる縦長剥片で、

その左右の側縁で、微細な剥離が観察された。

101は、小型の石器である。利用されている剥片の形状は、打面部と右側縁を欠いているた

め不明であるが、微細な剥離は、左側縁で観察される。

102は、平面の形状が、三角形を呈する剥片を利用した資料で、剥片の縁辺の微細な剥離は、

左側縁から先端部にかけての広い範囲で観察される。なお、一部、左側縁に、僅かな加工がみ
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られるが、その状態は、二次加工とするにはあまりにも貧弱である。剥片の打面は、点状打面

である。

103は、断面が三角形を呈する、厚手の縦長剥片を利用した石器である。剥片の先端部には、

自然面を残している。使用痕と考えられる微細な剥離は、この剥片の左側縁の一部に観察でき

る。剥片の打面は、複剥離面である。

104は、横に広い剥片で、その剥片の表面には、ポジ面が残されている。縁辺の微細な剥離

は、剥片の左側縁で観察される。打面は、単剥離面である。

105は、小型の横長剥片、その下縁である先端部に、微細な剥離が観察される。剥片の打面

は、複剥離面である。

106は、先細りの縦長剥片が利用されているもので、その剥片の左側縁に、使用痕と考えら

れる微細な剥離が残されている。剥片の打面は、単剥離面である。

107と108は、剥片の打面部と先端部を欠いた資料であり、その全体の形状は、不明である。

107は、比較的、幅の広い剥片で、その左側縁に微細な剥離が観察される。なお、右側縁の状

態については、欠損のために、不明確である。108は、剥片の右側縁の一部と左側縁で、使用

痕と考えられる微細な剥離が観察される。

石核（第96図109～第98図182）

20点が検出されたが、出土石器総数547点に占めるその割合は、4％にすぎない。石材別の

構成は、珪岩15点と黒曜石5点という内訳である。

石核は、丘陵の尾根頂部を中心として、帯状に広がった状況をとりながら、広域に分布して

いる。ただ、その分布は、その偏在の傾向から、さらに、大きく4群にまとめることができる。

すなわち、丘陵の西端にみられるもの（第1ブロック・第2ブロック)、その西側に広がるも

の（第2ブロック・第3ブロック・第4ブロック)、そして、丘陵の中央部の西側のもの（第

6aブロック）と東側のもの（第6bブロック）である。

このように分布している20点の石核は、剥離面の観察からする限り、縦長剥片を剥出した、

と考えられるものは少なく、ほとんどのものは、幅広の縦長剥片や横広の剥片を取ったものに

該当する。そこで以下、これらの石核を、剥出された剥片の形状と、その剥片剥離の状況を基

準にして、分類したい。

第1類（110）

第1類は、縦長剥片を剥出した石核に該当する。なお、剥片の中には、85のような刃器に類

似した縦長剥片も、1例ではあるが含まれていることから、刃器技法の存在も否定できないが、

少なくとも、その技法を示す石核は、出土していない。

資料は、110の1点のみで、僅かに、右側を欠損している。この石核は、珪岩製で、直方体

を呈する円操を素材としているものである。打面は、剥片剥離作業面側からの一撃によって、
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第20表石器計測表

計 測 値
N、器種石質 登録番号

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

岩
岩
岩
岩
石
岩
岩
石
石
石
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
石
岩
岩

曜
曜
曜
曜
曜

珪
珪
珪
珪
黒
珪
珪
黒
黒
黒
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
黒
珪
珪

核石９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
８
５
４
５
８
７
５
６
５

９
１
４
０
８
６
４
５
６
１
５
６
１
０
６
１
４
７
７
３

●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
６
７
２
１
４
４
９
１
２
３
３
４
４
４
４
５
１
４
６

１

５
８
５
７
７
５
５
５

３
９
６
９
７
６
５
４
１
４
６
５
４
８
５
４
１
１
４
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｑ
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●

６
６
０
４
３
５
５
７
２
２
３
５
５
６
６
５
４
２
４
３

１ ５
５
３
５
６
７

６
３
４
４
２
４
０
０
２
４
６
３
８
１
８
９
９
９
３
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■

３
２
３
４
２
４
３
８
１
１
３
３
３
３
３
１
１
０
２
２

91．89

115．57

204．1

286．8

11．75

131．55

72.5

545

4．43

7．58

28．88

50

97．45

79.35

100.55

35．6

34．79

3．6

34．92

33．5

ⅧCPL48

ⅥICPL123

VIBPL2

ⅥBPL1

ⅥlCPL175

ⅥIBPL5

VICPL30

ⅥIDPL6

WICPL24

ⅨCPL81

ⅨCPL106

ⅥICPL135

ⅥICPLll6

ⅥCPL37

ⅥICPL119

ⅥCPL2

ⅧCPL51

VⅢCPL2

ⅥICPL99

ⅧCPL57

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

作出されており、単設である。打面調整は、観察できない。

第2類（109.111～128）

第2類は、幅広の縦長剥片や横広の剥片を剥出したと考えられる一群である。この石核は、

さらに、石核の形状や剥片剥離の状況によって、a～eという、5種類の石核に分類できる。

2a類（109.111～113．117．121）

2a類の石核は、単設打面で、打面転移がおこなわれないものである。素材として、二つの

種類がある。すなわち、操ないし分割操のもの（109．113．117．121）と、厚手で大型の剥片

を素材としているもの（111.112）である。石質は、113が黒曜石で、他はすべて、珪岩であ

る。

次に、同一個体の資料として、それぞれの石核が対応する石器類を示しておこう。109には、

ナイフ形石器2点（7．12）と6点の剥片とが対応し、121に対応するものとして、ナイフ形

石器（41）と剥片1点とがある。また、111と112は、同一個体のもので、これに、ナイフ形石

器（40．44)、三稜尖頭器（51)、そして剥片1点が対応している。

2b類（114）

90.の打面転移が観察されるものを、2b類として分類した。この石核に該当するものは、

114のみである。この石核は、分割篠を素材としたもので、その打面には、自然面と分割面と
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がある。なお、分割の状態は、109に類似している。

2c類（115.116）

石核の剥片剥離作業面の形状が両刃篠器状を呈するもので、交互に剥片剥離が繰り返される

ものである。115は、珪岩で、116は、鹿児島県大口市日東産の黒曜石である。共に、円篠素材

である。

個体別資料として、対応する石器類を検出できたものは、115で、ナイフ形石器（16)、二次

加工ある不定形石器（77)、使用痕ある剥片（98．107)、そして剥片4点がある。

2．類（118～120.122～125.127）

打面転移が頻繁におこなわれるものであるが、その転移の方法には、ほとんど、規則性が見

出せない。狸谷II石器文化に属する石核の中でもっとも数が多いものである。石質は、118が

黒曜石で、ほかはすべて珪岩である。

2．類の石核は、その形状の特徴から、さらに、二つの種類に分けられる。それは、操ない

し分割操が素材となり、比較的厚手のもの（118～120．122．123）と、剥片ないしは、薄手の

分割篠が素材となっているもの（124．125．127）である。この中で、後者は、残核の形状が、

極めて良く類似している。

個体別資料として、石器との対応関係を認定できたものは、119,120,122,123～125,127

の7点の石核であった。以下、石核ごとに示していきたい。119は、使用痕ある剥片（92）1

点で、120は、ナイフ形石器（13）と剥片1点である。122は、16点の石器が対応し、その内訳

は、ナイフ形石器（2．9)、掻器（58)、使用痕ある剥片（89)、剥片12点であった。123は、

使用痕ある剥片（105）が対応する。124は、使用痕ある剥片（87．94．96．106）と剥片7点

の計11点の石器が対応する。125に対応するものは、7点あり、その内、1点はナイフ形石器

（14）で、他は剥片である。127には、ナイフ形石器（4．11)、掻器（57)、二次加工ある不

定形石器（75)、使用痕ある剥片（102)、そして、剥片9点が対応している。

2e類（126）

126のように、石核の縁辺に沿って、打面が移動していくもので、その結果、形状は楕円形

をとる。石質は、黒曜石である。

第3類（128）

128のように、横長剥片が剥出される石核である。資料としては少ないが、33や36や37のナ

イフ形石器が、その参考資料となろう。

接合資料（第100図）

接合資料としては、先に示しておいた欠損品の接合例もあるが、ここでは、異なる個体どう

しの接合を紹介しよう。石質は、すべて、珪岩である。

接合資料1は、第4ブロックから検出されたもので、石核1点（109)、剥片1点（129)、分
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割喋2点（130.131）の接合例である。この資料からは、表面に操面を残す大型の剥片を剥出

し、その剥片をさらに三分割して石核の原形を獲得するという手順がわかる。

接合資料2は、第6aブロックで検出された、2．類の石核1点（127）と二次加工ある不

定形石器1点（75)、そして、剥片1点（132）の計3点の接合例である。

4．まとめ

狸谷II石器文化は、遺跡の基本層位では、第V層を包含層とするもので、入戸火砕流に対比

される第Ⅵ層の直上にあたっている。

石器は、主として、丘陵の西半分から出土している。しかも、その分布は、東方へ延びる尾

根の頂部を中心として、第1～第6ブロックに偏在しながら、帯状に広がる状況である。また、

こうした石器分布のほか、配石遺構や8252点の操によって構成される操群が検出されている。

石器組成は、ナイフ形石器を主体として、それに三稜尖頭器、掻器、削器、彫器、模形石器、

磨石・敵石、二次加工ある不定形石器、使用痕ある剥片を加えて、構成されている。この石器

組成の豊富さから考えて、狸谷II石器文化は、比較的安定した石器文化と考えられ、編年研究

の基準資料という評価が与えられよう。なお、資料総数は、547点（内、石器110点）である。

出土した石器の中で、質量共にもっとも充実しているものが、ナイフ形石器である。その総

数は、48点で、石器組成の中で、全体の4割を占めている。こうしたナイフ形石器は、その形

態的な特徴から、1類（切出形・台形石器)、2類（剥片尖頭器)、3類（一側縁加工）に分類

された。この中で、当石器文化を特徴つけるものは、折断剥片（9．15．23のナイフ形石器に

折断面を残しているが）が素材となる、1類の切出形のナイフ形石器で、ナイフ形石器の半数

を占めている。九州の先土器時代に属する石器文化の中で、この種のナイフ形石器が主体的位

置をしめるものはほとんど無く、その編年的な位置が問題とされるところであろう。

そこで、この石器文化の編年的位置を示しておきたい。

この石器文化には、上記しているように、ナイフ形石器として、切出形、台形石器、剥片尖

頭器などがあり、これに、三稜尖頭器を加えている。こうした石器文化の主要石器の共伴関係

からすれば、同様の傾向を持つものとして、相模野編年第ⅡI期、武蔵野編年第IIa期に対比が

可能である。関連遺跡としては、神奈川県柏ケ谷長ヲサ遺跡があり、極めて類似した様相を呈

している。
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第3節細石器文化の遺物

狸谷遺跡の細石器文化を特徴づけるものは、細石器とそれに伴う土器である。しかしながら、

この石器文化は、明確な包含層というものを持っておらず、狸谷II石器文化の第V層と縄文時

代早期の包含層である第Ⅳ層との間に介在するといった状況をとっている。したがって、これ

らの遺物を明確に、石器文化として位置づけることは困難である。

1．出土遺物とその分布（第102図1～11）

細石器文化に属する遺物には、隆起線文土器と考えられるもの3点（いずれも、同一個体)、

細石核2点、細石核関係の資料1点、細刃器7点の計13点がある。これらの分布は丘陵中央部

に比較的多く集まり、その周辺では、散在的な状況を呈している（第101図)。

以下、遺物ごとに説明を加えていきたい。

第21表細石器文化石器組成表
隆起線文土器（1）

土器は、西側丘陵の中央部から、同一個体のもの3

点が出土した。しかし、この中で、土器の型式が認定

できたものは、図示した資料のみで、残りの2点は、

表面が剥落した状態である。

1は、口縁部で、刻み目のついた、2条の隆起線文が観察される。この文様は、粘土帯を張

りづけた器面に対して、棒状工具を横に滑らせ施文されたもので、その結果、工具による沈線

の上下に、隆起部が作られることになる。

器形は、口縁部が開いた深鉢形を呈し、口唇部は、平坦である。また、口唇部や裏面は、丁

寧に撫でられて、荒い表面とは状態を異にする。色調は、表面が黒褐色、裏面が明褐色を呈し、

焼成は、良好である。胎土には、僅かに、黒雲母と石英粒が観察される。

細石核（2～4）

2は、丘陵の中央部から、検出されたものである（第101図)。この細石核では、人吉産黒曜

石の偏平操が、そのまま素材となっている。そして、それに、側面調整を全く加えずに打面が

作出され、細刃器の剥出作業が開始されている。面取り端は、細石核の両端に、打面を異にし

た2面が設けられている。打面は、上位では、正面からの3枚の剥離と打面調整、下位では、

正面および側面の方向からの剥離でおのおの作出されている。

3は、2の東側から出土したもの（第101図）で、同様に、人吉産の黒曜石が使用されてい

る。側面調整は全くみられず、打面は、折断面である。面取り端は1面で、下部では、整形の

剥離も観察される。
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第3節細石器文化の遺物

第22表石器計測表

計 測 値
NO器種石質 登録番号

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

細
細

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
１
１

石
石
石
石
石
石
石
石
岩
岩

曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜

黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
珪
珪

核
器

石
″
〃
刃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

3．0

3．2

2．17

1．68

(1.73）

(0.7）

(1.8）

1．85

(1.43）

(0.75）

７
５
８

２
０
３
６
７
３
５
６
５
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
２
１
０
０
０
０
０
０
０

２
５

５
９
３
２
３
４
３
３
１
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
１
０
０
０
０
０
０
０

10．65

6．75

2．2

0．2

(0.3）

(0.25）

(0.2）

0.2

(0.15）

(0.24）

ⅥIBPL11

ⅥIBPL4

ⅧCPL32

VICJL49

ⅥICJL102

1VDJL618

1VDJLl534

VCJL129

ⅦCPL180

1XCJL26

4は、剥出作業面の再生剥片で、その状態から、半周に細刃器の剥出作業面がみられる円筒

形を呈した細石核であったと推定できる。石材は、人吉産の黒曜石が使用されている。

細刃器（5～11）

細刃器は、7点検出されたが、石質ごとの内訳では、黒曜石5点（5～9)、珪岩2点

（10．11）である。

5は、2の細石核と同一個体のもので、完形のものである。頭部には、細石核における頭部

調整が観察される。6は、2の細石核から剥出されたものであり、先端部を欠損している。7

は、表面に操面を残す、細刃器剥出の初期段階の資料であり、先端部を欠損している。8は、

先端部を欠損したものである。頭部には、頭部調整が観察される。9は、4の資料と同一個体

で、完形である。10は、頭部と先端部を欠損したものである。11は、胴部上半を欠損している。

2．まとめ

細石器文化に属する資料は、土器と細石核、そして細刃器である。この石器文化の資料は極

めて少なく、しかも包含状態が悪い。

資料の分布は、丘陵の全体にみられるが、それも、中央部に集まる傾向がある。とくに、3

点の隆起線文土器は、すべて、この部分から検出されている。この土器は、その文様や口縁端

部の状態から、宮崎県堂地西遺跡出土の資料に酷似しており、縄文時代草創期に属する可能性

が高い。一方、共伴している細石核は西海技法によらないもので、これは、南九州にみられる

一般的状況である。

このように、この細石器文化の資料は、当該時期の多くの'情報を提供してくれるものではな

いが、熊本県下の初出資料として、その意義は高いといえよう。
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第Ⅲ章調査の成果

第4節縄文時代早期の遺構と遺物

縄文時代早期の遺構および遺物は、遺跡の基本層位の第Ⅳ層という、褐色土層にその出土層

順がある。この第1V層は、鬼界火山を起原とするアカホヤ火山灰（イモゴ）の下位にあたり、

広域火山灰という基準層を基にして、地域を越えた編年対比が可能となってくる。

包含層の状態は、一部、耕作によって撹乱されているとはいえ、この厚いアカホヤ火山灰層

に覆われて、良好であった。したがって、縄文時代早期の調査は、このアカホヤ層の削除から

開始することになる。

調査は、丘陵の中央部から開始して、その後、丘陵の西側、そして東側へと移行していった。

調査の結果、検出された遺構は31基、出土遺物は土器1701点、石器4700点、石製品6点、土製

品2点であった。

1．遺構とその分布

(1)竪穴式住居跡（第104図～第107図）

遺跡の西端を起点とする尾根は、西側丘陵の中央部に至ると、二つの尾根がわかれて、おた

がい並行しながら北西方向へと延びていく。竪穴式住居跡は、この二つの尾根がわかれ始める

部分、しかもその浅い谷部を中心に、8基が検出された（第103図)。

1号住居跡（第104図）

1号住居跡は、住居群の北端で検出されたものである（第103図)。北半分を失っていて、詳

細は不明であるが、隅丸の長方形の平面形態を呈していたものと考えられる。住居跡の規模は、

長辺2.5m以上、短辺2mを測る。

住居跡の床面は、隅丸の長方形を呈し、長辺1.5m以上、短辺1.6mを測る。床面積は、2．4

㎡以上である。柱穴は、中央部、やや西へ偏った部分で2個検出された。その径はl5cIn、深さ

20cmである。硬化面の発達はほとんど認められない。

埋土は、2層に分層された。上層は、部分的に暗灰色の砂粒の集中部を持つ褐色土で、下層

は、上層に比べ、やや明るい褐色土である。

出土遺物としては、床直上から出土した、撚糸文施文の手向山式土器（391）がある。

2号住居跡・3号住居跡（第105図）

2号および3号住居跡は、1号住居跡の南側で検出されたもので（第103図)、この両者には、

切り合い関係が認められる。

2号住居跡は、北側にあるもので、3号住居跡によって切られている。平面形態は、隅丸の

長方形を呈し、長辺約2m（推定値)、短辺1.7mを測る規模を持っている。
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第ⅡI章調査の成果

住居跡の床面は、同じく隅丸の長方形を呈し、長辺1.7m、短辺1.2mで、その床面積は、約

2㎡である。柱穴は、床面の中央部に2個検出され、その径15cm、深さ15cmを測る。硬化面の

発達は、ほとんどみられない。

埋土は、褐色土の上層と、やや明るみを帯びた褐色土の下層に分層される。

3号住居跡は、2号住居跡を切っている（第105図)。平面形態は、隅丸の長方形を呈し、長

辺2.4m（推定値)、短辺1.75mを測る。

住居跡の床面は、隅丸の長方形を呈し、長辺1.95m、短辺1.3mで、その床面積は、約2.5㎡

である。この床面からは、その中央部で、2個の柱穴が検出された。その柱穴は、径15cm、深

さ15cmの大きさである。硬化面は、ほとんどみられない。

埋土は、2枚に分層された。上層は、暗褐色の土塊を含む褐色土で、下層は、上層に比べて、

やや明るい褐色土である。

4号住居跡・5号住居跡（第106図）

4号住居跡および5号住居跡は、3号住居跡の南側で検出された遺構で（第103図)、二つの

遺構には、切り合い関係が認められる。

4号住居跡は、この二つの遺構の中でも、北側にある遺構で（第106図)、5号住居跡によっ
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物

て切られている。この住居跡の平面形態は、隅丸の長方形を呈し、その規模は、長辺約2.4m、

短辺約1.8mを測る。

住居跡の床面は、隅丸の長方形を呈し、長辺2.2m、短辺1.5mで、その床面積は、約3.3㎡

である。柱穴は、床面の中央から、径15cm、深さ10～15cmの大きさのもの2個が検出された。

硬化面の発達は、ほとんどみられない。

埋土は、褐色土の上層と、暗褐色土の下層との2枚の層に分けられた。出土遺物には、山形

の押型文土器1点（195）と石錬1点（21）がある。

5号住居跡は、4号住居跡の南側で、この住居跡を切った状態で、検出された。平面形態は、

隅丸の長方形を呈し、長辺2.3m、短辺1.8mの規模を持っている。また、遺構の掘り込みは、

基本層位での第1V層の中位から確認でき、それによる壁高は、40cmを測る。

住居跡の床面は、隅丸の長方形を呈し、長辺1.7m、短辺1.3mを測る。その床面積は、約

2.2㎡である。柱穴は、径15cm、深さ10cmの大きさのものが1個確認された。しかし、この柱

穴の位置関係からすれば、この住居跡は、2本柱の可能性が強く、おそらく、住居跡の東辺を

切る大きな撹乱があり、この撹乱によって、残りの’個は失われたものと考えられる。硬化面

は、ほとんど発達していない。

住居跡内の埋土は、褐色土であるが、その土質によって、3枚に分層される。中層は、上層

に比べてしまりがあり、下層は、上の二層に対して、やや明るい色調を示している。

6号住居跡・7号住居跡・8号住居跡（第107図）

この3基の住居跡は、住居跡群の中で、もっとも南側に位置する遺構で、西側のものから順

に、6号、7号、8号とする（第103図)。

6号住居跡と7号住居跡とは、試掘調査の際に確認された遺構で、その深堀りによって、そ

の大半がこわされており、その全容はつかみきれない。しかし、その残存部から、ある程度の

規模の推定は可能である。

6号住居跡は、長辺2.6m、短辺1.8m（推定値）の規模を持ち、隅丸の長方形を呈する遺構

である。また、床面は、長辺2.2m、短辺1.6m（推定値）で、その床面積は、3.5㎡前後にな

るものと推定される。7号住居跡は、長辺2.4m、短辺1.7m以上を測り、その平面形態は、隅

丸の長方形を呈していると考えられる。

埋土は、6号住居跡で比較的良く観察される。それによると二つの層に分けられるようで、

上層は、褐色土で、下層は、上層に比べてしまりの強い褐色土である。

8号住居跡は、長辺2.15m、短辺1.95mを測る、隅丸の長方形の平面形態を呈する遺構で、

試掘の深掘りによって、西壁の一部がこわされている。

この住居跡の床面は、隅丸の長方形を呈し、長辺1.9m、短辺1.5m、その面積は、約3m？で

ある。柱穴は2個あり、中央部に穿たれている。その大きさは、径10～14cm、深さ15cmである。
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物

硬化面の発達は、悪い。

埋土は、上層の褐色土、中層の暗褐色土、下層のさらに暗い暗褐色土の三つの層に分層され

る。

(2)集石（石組炉）（第108図～第110図）

集石（石組炉）は、9基が検出された。その内訳は、石組炉2基（1号・3号)、集石7基

（2号・4号～9号）である。これらの遺構は、その位置関係で、大きく二つの群に分けるこ

とができる。その群とは、丘陵の西側に広がる遺構群（石組炉2基・集石3基）と丘陵の東側

の遺構群（集石4基）である。この二つの遺構群は、丘陵の中央部で、南側に開口する谷部を

介することによって、明確に分離されている（第103図)。

以下、遺構ごとに説明を加えていこう。
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1号集石（石組炉）（第108図）

1号集石（石組炉）は、丘陵西側にみられる遣構群の中にあり、その西端に位置している

（第103図)。集石は、20cm前後の比較的大きい石（石皿片も含む）5個と、握り拳大の破砕操

によって構成され、すべて火を受け、赤変している。

土坑は、不整の楕円形を呈し、その規模は、長軸1m、短軸0.75mを測る。また、現状での

壁高は、最大15cmである。土坑の埋土は分層できず、しまりのない褐色土である。なお、集石

を構成する石は、この土坑の西側で集中的に検出された。また、同じ部分で、手向山式土器2

点（338.345）が出土した。

この集石は、土坑の規模や形態、そしてそれを構成する石の状態から、後に述べる3号石組

炉に類似している。おそらく、石材の抜取りがおこなわれる以前は、3号石組炉のような形状

を呈していたのであろう。

2号集石（第108図）

2号集石は、西側の遺構群に属し、その北端に位置している（第103図)。その位置や集石の

形態からすれば、他のものとはやや異なった種類の遺構と考えられる。

この集石は、長軸0.75m、短軸0.5mを測る、不整の楕円形を呈した土坑と、その中位から

上位に集中してみられる25個の破砕操によって、構成されている。現状での壁高は、15cmであ

る。埋土は、しまりのある褐色土で、分層はできなかった。手向山式土器が、1点（393）出

土している。

3号集石（石組炉）（第109図）

3号集石は、石材の配置が構造的であり、石組炉と呼称できる遺構である。西側の遺構群の

ほぼ中央に位置している（第103図)。

この集石は、径0.8m～0.9mの不整の円形を呈する土坑（壁高14cm)、花弁状に配された石

材、そして、その中を埋めている握り拳大の破砕篠によって、構成されている。埋土は、しま

りのある褐色土（上層）と、さらにしまりがある褐色土（下層）との2枚に分層された。出土

遺物としては、手向山式土器がある。

集石の構築は、土坑掘削の後、その底面に2枚の偏平な石材を置くことから、開始される。

その後、その石材を囲むように、同様の石材を斜めに配して、壁体を造っていく。この際、土

坑と石材との隙間は、褐色土（下層）によって、一部埋められる。そして、土坑と壁体との隙

間が、完全に埋め戻されることによって（上層)、構築の過程は終了する。

この集石では、それぞれの石材の焼け方の状態によって、炉本体の北西部を炉の炊き口部と

して認定できる。それは、その炊き口部の石材が、底面近くまで焼けて、赤変しているという

点と、その炊き口部に対向する石材の上半分が、もっとも激しい焼け方をしている点の2点に

よる。さらに、赤変した部分の状況を観察すれば、炊き口部を除いた炉の底面と壁体の下半分
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第Ⅲ章調査の成果

では、ほとんど赤変部がみられず、その部分が直接火に当たっていないことがわかる。おそら

く、この炉は、開放状態での使用ではなく、炉内に石を詰めた状態で使用されたのであろう

（第109図)。

4号集石（第109図）

4号集石は、土坑内に、握り拳大の破砕操が詰め込まれた遺構で、この操の中には、20cm前

後の円喋も僅かに含まれる。この集石の位置は、西側の遺構群の中程にあたる（第103図)。

土坑の平面形態は円形を呈し、その径は1.15m～1.2mを測る。現状での壁高は、15cmであ

る。埋土は、しまりがある褐色土で、分層はできなかった。出土遺物としては、山形の押型文

土器の口縁部（96）が1点ある。

5号集石（第109図）

5号集石は、丘陵西側の遺構群の内で、もっとも東側に位置している（第103図)。土坑の平

面形態は、長軸1.4m、短軸1.2mの大きさの楕円形を呈している。その規模や形状からすれば、

先の4号集石に類似している。土坑内の篠は、すべて、握り拳大以下の大きさで、土坑南隅の

中位から上位にかけて、集中している。

埋土は、1枚で、しまりがある褐色土によっている。出土遺物としては、型式不明の土器の

底部（613）と石板状の石製品（6）がある。

6号集石（第110図）

6号集石は、丘陵の東側に集まった遺構群の一つで、その西端に位置している（第103図)。

土坑の平面形態は、楕円形を呈し、長軸1.76m、短軸1.2mを測る。土坑内の操は、15cm角の

比較的大型のものもあるが、そのほとんどは、握り拳大の破砕操である。篠の集中は、5号集

石と同様に、土坑の中位にみられ、そこに一つの面があるようでもある。しかし、埋土は、褐

色土による1枚で、その面を示す線は引けなかった。

出土遺物には、塞ノ神式土器の口縁部1点（421）がある。

7号集石（第110図）

7号集石は、6号集石の南東12mの部分にあり（第103図)、主に、握り拳大の篠が詰め込ま

れた遺構である。土坑は、長軸0.9m、短軸7.5mの楕円形を呈している。この種の遺構として

は小規模なもので、石組炉の規模に近い。埋土は、褐色土の1枚である。

8号集石（第110図）

8号集石は、7号集石の16m東にあり（第103図)、10cm角の大きさの破砕篠が入った遺構で

ある。土坑の平面形態は、楕円形を呈し、その規模は、長軸1.6m、短軸1.1mを測る。埋土は、

しまりのある褐色土の1枚である。出土土器には、塞ノ神式土器がある。

9号集石（第110図）

9号集石は、丘陵東側に分布する集石群の中で、もっとも東端に位置している（第103図)。
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その平面形態は、胴張りの三角形を呈し、その規模は、長軸1.5m、短軸1.3mを測る。集石を

構成する操は、ほとんどが破砕操で、握り拳大を基本として、それに10cm角のものが加わって

いる。埋土は、しまりのある褐色土である。

(3)配石土坑（第111図・第112図）

配石土坑は、胴張りの正方形ないし楕円形の土坑の底面に、大型の石皿・台石が配された遺

構で、4基検出された。すべて丘陵の西側に位置している。そして、さらにその位置関係をみ

れば、西端にある遺構（1号）と集石の周辺にかたまるもの（2号～4号）との、二つの偏り

がみられるようである（第103図)。

1号配石土坑（第111図）

1号配石土坑は、丘陵のもっとも西側に位置する遺構である（第103図)。土坑内には、長軸

36cIn、短軸24cmの石皿（307）が、作業面を下にして置かれている。

土坑の平面形態は、胴張りの正方形を呈し、その1辺は、1.3mを測る。土坑の底面は貼り

床で、その貼り床の厚さは、約20cmである。この貼り床は、掘り方底面の傾斜の矯正を意図し

たものであろう。また、この貼り床上から、北隅と西隅の2箇所に小穴が掘り込まれている。

土坑の埋土は、硬い黒色の土塊を含む、しまりのある褐色土によっている。また、貼り床は、

黒色硬化土を多量に含んだ、シラスと褐色土の混合土で造られ、一部、シラス基調の部分もみ

られる。出土遺物としては、山形の押型文土器（143.151)、円筒形土器（199.276)、条痕土

器（312)、無文土器がある。

2号配石土坑（第111図）

2号配石土坑は、集石が集まる部分の一角に位置する遺構である（第103図)。土坑内には、

底面からやや浮いた状態で配された、4個の石皿と台石（309）がある。

土坑の平面形態は，楕円形を呈し、長軸1.35m、短軸0.75mを測る。埋土は、しまりのある

褐色土（上層）と、さらにしまった褐色土（下層）の、二つに分層できる。伴出遺物には、山

形の押型文土器（103）がある。

3号配石土坑（第112図）

3号配石土坑は、2号配石土坑に隣接して検出された（第103図)。土坑内には、30cm前後の

大きさの、台形を呈する石皿が置かれている。土坑の平面形態は、隅丸の長方形を呈し、その

規模は、長辺0.63m、短辺0.47mを測り、比較的小さい遺構である。埋土は、分層できず、し

まりのある褐色土のみが観察された。

4号配石土坑（第112図）

4号配石土坑は、2号配石土坑の東側6mの部分で検出された（第103図)。土坑の検出状況

はかなり悪く、上端はほとんど残っていない状態であった。したがって、その全容は不明であ

るが、おそらく、平面形態は、楕円形を呈するものであろう。
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石皿（308.312）は、2点出土した。たしかに遺構内の遺物ではあるが、底面から13cm浮い

た状態での出土であり、その共伴関係には、やや疑問も残る。埋土は、しまりのある褐色土で

ある。

(4)土坑（第113図～第115図）

上記してきた遺構に該当しないものを、一括して土坑と呼ぶ。したがって、その形態には、

さまざまな種類のものが含まれている。それらの種類を示せば、底面に小穴を持つ土坑（1

号・9号)、深い掘り方の土坑（2号・5号)、小型の土坑（3号・4号・6号・10号)、大型

の土坑（7号・8号）である。

以下、遺構ごとに説明を加えていきたい。

1号土坑（第113図）

1号土坑は、底面に小穴を持つ土坑で、丘陵の北側で単独で検出された（第103図)。平面形

態は、不整の長方形をとり、その規模は、長辺1.4m、短辺0.57m、深さ0.59mを測る。西壁

側の底面には、径9cm、深さ12cmの小穴が穿たれている。埋土は、しまりのない褐色土（上

層)、しまった褐色士（下層)、そして小穴部分の粘性を帯びた褐色土に分層できる。

2号土坑（第113図）

2号土坑は、竪穴式住居跡群の北側で検出された遺構（第103図）で、その平面形態は、隅

丸の長方形を呈する。土坑の大きさは、長辺0.9m（現存値)、短辺0.7m（現存値)、深さ0．6

m（現存値）で、深い掘り方の土坑である。埋土は、上層がアカホヤ火山灰の単純層で、下層

がシラス塊を包含する褐色土である。
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3号土坑（第113図）

3号土坑は、1号住居跡の南側で検出された遺構である（第103図)。土坑の平面形態は、楕

円形を呈している。規模は、長軸1.3m、短軸1.07m、深さ0.34mを測る。埋土は、しまりの

ない褐色土としまりのある褐色土との、2枚に分層できる。出土遺物には、撚糸文土器と珪岩

製の剥片がある。

4号土坑（第113図）

4号土坑は、8号住居跡の東側で検出された（第103図)。土坑の平面形態は、不整な楕円形

を呈し、その底面には、いくらかの起伏がみられる。規模は、長軸1.35m、短軸1.15m、深さ

0.28mを測る。埋土の状態は、3号土坑と同様である。

5号土坑（第114図）

5号土坑は、丘陵の西端に位置している（第103図)。この土坑は、2号土坑と同じ、深い掘

り方の遺構である。平面形態は、1辺が0.9mの隅丸の正方形を呈し、深さは、0.9mを測る。

埋土は、アカホヤ火山灰の単純層を上層として、順に褐色土、暗褐色土、さらに褐色土が堆積

している。出土遺物は、型式不明の土器片である。
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6号土坑（第114図）

6号土坑は、東側丘陵の調査区の中ほどに位置している（第103図)。その規模は小さく、長

軸0.8m以上、短軸0.75m以上、深さ0.18mを測る。平面形態は、楕円形を呈する。埋土は、

しまりのない褐色土と、しまりのある褐色土に分層される。出土遺物には、山形の押型文土器

（94）と黒曜石製の剥片がある｡

7号土坑（第114図）

7号1士坑は、6号土坑の東側8mのところにある（第103図)。その平面形態は、径1.77m～

,1.8mの円形を呈している。その深さは、0.2mである。埋土は、しまりのない褐色土としまり

のある褐色土との、二つに分層される。出土遺物には、塞ノ神式土器、円筒形土器（226)、磨

石、黒曜石製の剥片や砕片がある。

8号土坑（第114図）

8号土坑は、7号土坑の東隣にあるもの（第103図）で、平面形態は、楕円形を呈している。

規模は、長軸1.85m、短軸1.6m、深さ0.25mを測る。埋土は、7号土坑とほとんど同じ状態

である。出土遺物には、無文土器（597）と磨石がある。

9号土坑（第115図）

9号土坑は、東側丘陵の東端近くにあり、9号集石に隣接している（第103図)。この土坑は、

長方形の平面形態を呈する底面に小穴を持つ土坑で、1号土坑に類似した遺構である。その規

模は、長辺1.85m、短辺0.65m、深さ0.6mを測る。小穴は、土坑のほぼ中央部に4個、北壁

よりに1個があり、径10cm前後、深さ14cm～23cmの大きさである。埋土は、5枚の層（上層か

ら、アカホヤ火山灰土。しまった褐色土・アカホヤ火山灰土・褐色土・小穴部の褐色土の順）

に分層される。

10号土坑（第115図）

10号土坑は、検出された遺構の中で、もっとも東側でみつかったものである（第103図)。土

坑の平面形態は、不整の楕円形を呈し、その規模は、長軸1.25m、短軸0.92mを測る。埋土は、

しまりのある褐色土としまりのない褐色土である。

2.遺物とその分布

(1)土器

縄文時代早期に属する土器は、1,701点を検出した。その種類には、押型文土器（格子目

文・楕円文・山形文）278点、円筒形の条痕文土器140点、石坂式土器2点、前平式土器3点、

その他の条痕土器80点、手向山式土器114点、塞ノ神式土器289点、撚糸文・縄文土器（平椿式

土器を含む）48点、無文土器230点などがある。このように多種類の土器群の遣存は、早期の
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第ⅡI章調査の成果

比較的古い時期から当地が生活場として、継続的に利用されていたことを示している。

出土した土器の分布は、丘陵のほぼ全面にわたって広がっているが、尾根頂部などの平坦部

での出土例は少なく、分布の中心は谷部にある。さらに、その谷部での出土の状況をみれば、

谷の底面では少なく、尾根部と谷部との間の傾斜面での出土例が目立っている（第116図)。こ

うした傾向は、おそらく、丘陵内での生活廃棄物の投棄の状況を暗示しているのであろう。

押型文土器（第119図1～第123図180）

押型文土器は、278点が検出された。その文様ごとの内訳は、格子目文2点、楕円文102点、

山形文174点である。以下、それぞれの文様ごとに、説明を加えていこう。

格子目文の押型文土器（64．65）

格子目文の土器は、2点検出した。その出土地点は、西側丘陵にある（第117図)。

64は、胴部の破片で、文様の単位や原体の直径は不明である。胎土には、黒雲母や長石の粒

子を含む。器面の色調は、外面で褐色、内面で暗褐色をなし、焼成は不良である。器厚は、

1.2cmを測る。内面は撫で調整されている。65も同様に、胴部の破片である。胎土中には、黒

雲母や長石の粒子がみられる。器面の色調は、外面が黒褐色、内面が明褐色をなし、焼成は極

めて良好である。器厚は、1.2cmである。内面は、丁寧な撫で調整である。

楕円文の押型文土器（1～63．66．67）

楕円文の土器は、102点出土した。その分布は、西側丘陵の西端部にはほとんど及ばず、中

央部と東側丘陵の谷部を中心にしてみられる（第117図)。

土器の器形は、深鉢形をとっているものと考えられるが、その口縁部の形態には、外反・外

傾するもの（1．4）とほぼ直口するもの（2．3．5．6～11）の2種がある。おそらく、

前者は、lのように胴部が脹らむ器形に、後者は、2のような胴部から口縁部へそのまま直口

する器形に対応するのであろう。また、口縁部の内面の特徴には、押型文が帯状に施文される

もの（1．3．6．12．13)、原体条痕のみのもの（5．7．8)、両者が併用されるもの

（3．4)、施文がみられないもの（9．10．11）がある。ただ、この口縁内面と器形とには、

はっきりした対応関係は認められない。

底部には、丸底（62）と平底（63．66．67）がある。この中で、平底では、上げ底をなすも

の（66）となさないもの（63．67）がある。なお、63は、口縁部の1と6と同一個体である。

文様の単位には、2単位（2．12．21）と3単位（1．6）がある。さらに、その単位の反

復の長さから原体の直径を割り出せば、12が0.38cm、21が0.48cm、2が0.63cm、1と6が0．68

cmという結果になる。この結果からすると、2単位のものが小さいようである。

胎土中には、黒雲母や長石が混入される。器面の色調は、内面で褐色ないし暗褐色、外面で

は褐色と明褐色（43～47）のものがある。内面の調整は、すべて荒い撫で調整による。焼成は、

不良である。
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山形文の押型文土器（68～180）

山形文の土器は、174点が出土した。その分布は、楕円文のそれよりも、さらに広範囲にな

り、西側丘陵の西半分や、竪穴式住居跡群のある184.00mの等高線付近にまで、分布がみられ

る（第118図)。

土器の器形は、深鉢形をとるが、大型のもの（68．71）と小型のもの（69）がある。口縁部

の形態には、口縁端部が外へ折れるもの（68)、やや内湾気味のもの（71)、やや外反するもの

（69．86．87)、直口するもの（70．73．74．76～85．88～93）がある。一方、胴部の形態で

は、ほとんど胴が張らないもの（104）と胴張りのもの（97）がある。しかし、この口縁部と

胴部との対応関係は、わからない。口縁部の内面の文様では、山形文が施文されているもの

（68～83)、原体条痕施文のもの（70．71)、両者が併用されるもの（72～79)、施文されない

もの（84～93）がある。

底部は、すべて平底であるが、その中で、180は、上げ底をなし、特異である。また、176は、

底面がはずれているものである。この資料から、土器の器面の作り出し方には、粘土板の縁辺

上から作り上げるもの（177.179）と側面からのものという、2種類の手法があったことがわ

かる。

文様の単位では、2単位（68．87．97．104）と3単位（71．76．101）がある。また、原体

の直径は、97が0.37cm、71が0.4cm、68と76と101が0.48cm、87と104が0.54cmと割り出せた。

胎土中には、黒雲母や長石の粒子が混入されている。器面の色調は、ほとんどが内外面とも、

暗褐色ないし褐色をなしている。内面は、撫で調整によっている。

円筒形条痕文土器（第125図181～第127図291）

円筒形条痕文土器は、口縁部付近に文様帯を持つ土器で、貝殻による条線文や押し引き文が

施文される一群である。調査の結果、この種の土器が、140点検出された。その分布は、遺跡

のほぼ全面に広がり、山形文の押型文土器の分布の傾向に類似している（第124図)。

土器は、深鉢形の器形をなすが、大型のもの（181．184）と小型のもの（189）との2種が

ある。口縁部の形態には、直口するもの（181～183．186．188～195.197～209．212．213）

とやや外反気味のもの（184．196．210．211）があり、その端部の状態では、肉厚のもの

（197．200．201．208．209）と比較的薄いものがある。しかし、その形状について受ける印

象は、かなり斉一的である。このことは、僅かに張りがみられるという胴部（189.224.

291）についても言え、全体の器形にかなり類似性があるということを示している。底部は、

平底をなし、非常に厚手である（271.191)。また、器壁は厚く、1.5cmを越えるものもある。

文様は、口縁部の文様帯だけにみられ、その施文の仕方によって、三つの種類がある。それ

は、押し引き文が、単独に近い状態でみられるもの（209.213)、連続した押し引き文によっ

て条線に近い文様となるもの（181.184～188.191～197．200．201．203．205～208．210．
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214．218．221～223.225)、条線文（182．183．189．190．198．199．202．204．211．212．

215～217．219．220）である。

胎土は、非常に荒く、黒雲母や長石の粒子の他、1m大の砂粒を混入させたものが多くみら

れる。器面の色調は、内外面とも、褐色ないし暗褐色を呈する。また、器面は、内外面とも丁

寧に撫でられている。

石坂式土器（第129図292.293）

石坂式土器と考えられるものが、2点出土している。その出土地点は、両者とも、西側丘陵

の南側縁辺部にあり、比較的近接している（第128図)。

292は、土器の胴部である。器面には、石坂式土器に特有な整然と施文された綾杉状の条痕

文がみられる。胎土は、比較的均密で、僅かに黒雲母や長石が混入している。器面の色調は、

外面が褐色で、内面が暗褐色を呈している。器厚は、0.9～1cmを測る。内面は、丁寧に撫で

られている。293は、292と同一個体である。

前平式土器（第129図294～296）

前平式土器は、3点が出土している。その出土地点は、すべて丘陵の東側で、しかも、えぐ

れるように谷が入り込んだ部分にある（第128図)。

294は、前平式土器の口縁部である。文様帯は、口縁部にみられ、箆状の施文具による綾杉

状の刻み目文が施される。そして、それ以外の器面の内外面には、貝殻条痕による調整痕がみ

られる。胎土は均密で、僅かに黒雲母や石英の

蕊鰯雛駕鰯熱刀 剰”1cmを測る。296は、この土器と同一個体であI2b2

劃
る。295は、口縁部の文様帯に、貝殻の腹縁に

よる刻み目文がみられる。器面には、浅い貝殻

条痕がみられ、内面ではさらに、その条痕を弱

く撫でている。胎土は、均密で、僅かに黒雲母

や石英が混入している。器面の色調は、外面が

暗褐色、内面が褐色を呈している。焼成は、

295に比べて、悪い。

条痕土器（第129図297～第130図337）

条痕土器は、80点出土した。その分布は、丘

陵の中央部や東側丘陵の谷部を中心にして広が

りをみせ、楕円文の押型文土器の傾向に類似し

ている（第128図)。
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第Ⅲ章調査の成果
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物

土器の全容を、ある程度示す資料として、298がある。それによると、器形は、口径に対し

て、器高がやや高く、比較的すらりとした深鉢形を呈している。文様帯は、口縁部から胴部に

みられ、文様は、箆状の工具による微隆起線文である。文様の状態には、2種があり、上位の

文様帯では綾杉状施文、下位では波状施文である。また、口唇部には、刻み目が施される。ま

た、そのほか、外面では綾杉状の貝殻条痕が残され、内面では不定方向の貝殻条痕の後に、そ

の痕跡が丁寧に撫で消されている。右京西式土器と呼んでおこう。

胎土は均密であり、中に、黒雲母や長石が混入している。器面の色調は、内外面とも暗褐色

を呈する。焼成は、極めて良好である。

このほかの土器は、ほとんどが小破片である。口縁部は、すべて直口し、丸みをもった端部

である（299～306)。内面は、ほとんど撫でられているが、l例のみに口縁部の裏面に条痕を

もつものがある（304)。底部は、平底をなす（333)。条痕の状態では、太く荒いものから削痕

状の細かいもの（309.333）まで多様であり、条線をなすものもみられる。

胎土には、黒雲母や長石を多く混入している。焼成は、一部のもの（301.312）を除けば、

ほとんどが良好である。器面の色調は、内外面とも褐色を呈するものが多いが、黒褐色を示す

ものもある（299)。

手向山式土器（第132図338～第133図404）

手向山式土器は、丘陵の谷部を中心に、114点が検出された。分布の傾向は、山形文の押型

文土器のそれに類似している（第131図)。さらに、これらの土器は、文様の特徴によって、6

種類に分けられる。以下、それぞれの土器についてみていきたい。

山形押型文の手向山式土器（338～346．348．349．350～303）

山形押型文が施文された土器は、70点が検出された。分布は、先に示しておいた、手向山式

土器の分布の基本をなしている（第131図)。

338は、土器の全体像を示す資料である。器形は、胴部が強く屈曲した後、内湾しながら、

外反する口縁部へ続くという、手向山式土器の典型的な形状を呈している。文様帯は、胴部屈

曲部より上位に限られ、その文様は、地文となる縦位施文の山形押型文と、半裁竹管による9

本の波状の沈線文とを組み合わせて、施文されている。この他、口縁裏面にも、横位施文の山

形押型文がみられる。また、これ以外の内外面では、撫で調整がみられるが、表面には山形押

型文の痕跡が僅かに残されている。

胎土は、黒雲母が混入した、極めて均密な状態を示している。器面の色調は、内外面とも暗

褐色を呈している。焼成は、良好である。なお、口縁部の一部には、煤の付着部分も観察され

る。

このほかの土器は、すべて山形押型文のみの施文である。口縁部（339～344）は、すべて外

反している。文様の施文は、内外面の口縁部にみられるもの（399.342～344）と外面のみの
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第ⅡI章調査の成果

もの（340.341）とがあり、表面での施文方向には、横位（340．341．351．365366）と縦位

がある。また、文様が重なり合って、菱形状になるもの（361.366.367.381）もみられる。

この押型文施文の土器の器形も、338と同様と考えられる（378～380)。

菱形押型文の手向山式土器（347.384～388）

菱形押型文の土器は、6点出土した。その出土地点は、西側丘陵にある（第131図)。器形は、

山形押型文の土器と同様の形状を呈している（347)。文様には、粗雑で大型のもの（347）と

整然とした小型のもの（384～388）がある。

胎土は粗で、黒雲母や石英が混入し、1m大の砂粒も多い。器面の色調は、明褐色を呈する。

焼成は、不良である。また、384には、煤の付着がみられる。

撚糸文の手向山式土器（389～392）

撚糸文の土器は、11点出土した。その出土位置は、丘陵中央部の北側谷部を中心とした部分

である（第131図)。器形は、胴部が弱く屈曲し、ほとんど内湾せずに口縁部へ至る形状を呈し

ている。撚糸は、rの撚りである（390.392)。

胎土は、均密で、黒雲母と長石が混入している。器面の色調は、暗褐色を呈する。焼成は、

良好である。

微隆起線文の手向山式土器（393.395）

箆状の工具によって作り出された文様を持つもので、口縁部の2点が検出された。出土地点

は、西側丘陵にある（第131図)。胎土は、均密で、僅かに黒雲母や石英がみられる。器面の色

調は、内外面とも褐色を呈し、焼成は、良好である。393は、裏面に撚糸文の施文がみられる。

沈線文と刺突文の手向山式土器（397～403）

沈線文と刺突文の土器は、7点検出された。その出土地点は、ほとんどが丘陵中央で南へ開

口する谷の周辺にあり、散在している。施文具は、竹管（397.398）と棒状工具（399～403）

の2種類がある。文様の種類には、隆帯文上の刺突文（398～401）や沈線文と刺突文の併用

（402.403）があるが、これらは、401の資料が示すように、施文部位の違いによると考えら

れる。なお、403の資料は、口縁部近くの部位と考えられるが、こぶ状の隆起部が付く土器で

ある。

胎土は、均密で、黒雲母や石英が混入している。内外面の器面の色調は、明褐色のもの

（397.398）と褐色のもの（399～403）がある。焼成は、いずれも良好である。

条痕文の手向山式土器（394.396）

条痕文の土器は、4点出土した。いずれも、口縁部かそれに近い部位の破片で、その器形の

状況は、不明である。出土地点は、丘陵中央部の北側の谷部にある（第131図)。胎土には、黒

雲母や長石の他、1m大の砂粒も混入し、粗である。器面の色調は、内外面とも暗褐色を呈す

る。焼成は、不良である。
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物

所属不明の土器（404）

その所属がわからないものが、14点ある。そのほとんどは、器面の状態が悪いものであるが、

1例だけ底部（404）がある。底部は、平底で、しかも本格的な上げ底である。胎土は、均密

で、黒雲母を僅かに混入している。器面の色調は、外面が褐色、内面が黒褐色を呈する。焼成

は、不良である。この土器の上部の文様などについては不明であるが、胎土や色調などの特徴

から、撚糸文の手向山式土器391と同一個体である可能性が高い。

塞ノ神式土器（第135図405～第138図537）

塞ノ神式土器は、289点出土した。その分布は、山形押型文土器や手向山式土器などの分布

の傾向に類似し、丘陵の谷部を中心に広がっている（第134図)◎

出土した土器は、ほとんどが撚糸文を施文した土器にあたる。そこでまず、土器の特徴につ

いて、口縁部や胴部などの部位ごとにみていきたい。

405～408は、口縁部から頚部にかけて、貝殻の腹縁による押し引き文が施文されている土器

で、その施文帯の本数は、405が4本、406が5本、408が3本以上である。この土器の胴部に

ついてはわからないが、おそらく、貝殻の腹縁による条痕ないし条線が施されていると考えら

れる。411～416や420も同じようなものであろう。この種の土器の頚部は、比較的鋭い屈曲を

示す。

409や410も、口縁部から頚部にかけて、貝殻の腹縁の押し引き文が施文される土器である。

しかし、その文様は、先に示しているものとは異なり、比較的軽く、しかも連続した状態を

とっている。頚部の屈曲も弱く、緩い曲線をとっている。これに続く、胴部の文様については

わからない。

上記した2種類の土器は、口縁端部が丸みを持って作られている。これに対して、427～430

は、口縁端部に面がみられる土器である。口縁部から頚部にみられる押し引きの状態も、上記

したものとは異なり、堅く、鋭く刻まれた感じを受ける。頚部の屈曲の状態については、わか

らない。

このほか、口縁部から頚部の文様では、さらに押し引き文と沈線文が併用される土器

（417．418．421．422）や沈線区画の撚糸文を施文する土器（419）がある。胴部の文様は、

沈線区画の撚糸文を持つものと考えられる。

次に、胴部についてみてみよう。434は、その状態を良くつかむことのできる土器である。

胴部は、球形に丸く脹らみ、その全面にわたって、V字形や四角形を単位とし、それぞれが交

互に配される沈線区画の撚糸文がみられる。この土器の口縁部から頚部にかけての文様は、僅

かに残った部分からすれば、沈線文と押し引き文の併用（417．418．421）と考えられる。こ

うした胴部文様の区画単位の展開については、他の資料でははっきりとはしないが、区画の形

状には、曲線的なもの（460.469～471．481．492～494）もあるようである。
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第Ⅲ章調査の成果
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物
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第ⅡI章調査の成果
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物

胴部の文様は、すべて沈線によって区画されているが、文様の状態によって、4種類ある。

それは、並行の撚糸文（449～498)、網目の撚糸文（516～518．520．525～532)、縄文（499～

519.521)、そして沈線文（533．534．536．537）である。さらに、前3者には、撚りの状態

で、撚糸文には、RとLの2種類が、縄文には、RLとLRの2種類がある。

胎土は、黒雲母や石英、長石を混入し、しかも均密である。また、焼成では、撚糸文、縄文

そして沈線文を施文するものは良好であるのに対して、胴部に貝殻条痕を持つと考えられる土

器（405～508,411～416,420）では、不良である。内面の調整は、すべて撫で調整がおこな

われている。

平椿式土器（第141図538～542）

平栴式土器は、5点出土した。その出土地点は、丘陵の中央部の南側にあり、1例だけは北

側の谷部で検出された（第139図)。部位は、すべて隆帯部に棒状工具による刺突がみられるこ

とから、胴部上半と考えられる。施文された縄文は、RL（538.541)、LR（539.540)、L

（542）がある。

胎土は、黒雲母、長石を含み、均質である。器面の色調は、内外面とも明褐色ないし褐色を

呈し、焼成も良好である。内面は、撫で調整によっている。

縄文土器（第141図543～560）

縄文土器は、27点が検出された。その分布は、丘陵中央の南側と北側、そして、西側丘陵に

分かれているようである（第139図)。

器形は不明であるが、口縁部が直口し、底部は平底をなしている。原体は、LR（543．

547．548．550．552．553．555．556)、RL（545．546．549．551．554．557～560)、L

（544）の3種類がある◎

胎土は、黒雲母、長石を混入し、均密である。器面は、内外面とも褐色を呈し、焼成は、良

好である。内面は、丁寧に撫でられている。

なお、この縄文土器の中には、平栴式土器の胴部破片も含まれているようだ。

撚糸文土器（第141図561～570）

撚糸文土器は、17点出土している。その出土地点は、散在的ではあるが、丘陵中央の北側、

西側丘陵、東側丘陵に集まっている（第139図)。

撚糸は、RL（561)、LR（562.563)、R（564）の3種類の原体がある。また、その文様

の状態では、組織的なもの（561）もある。おそらく、石峯式土器に相当しよう。

胎土には、黒雲母や長石が混入している。器面の色調は、内外面とも暗褐色から褐色を呈す

る。焼成は、良好である。

隆起文土器（567）

567は、口縁部直下に、粘土紐を張り付けた土器で、1条の隆起文がみられる。撹乱層から
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第Ⅲ章調査の成果
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物
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第ⅡI章調査の成果
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物

の出土で、出土地点ははっきりしないが、丘陵の西側（ⅥllD－4）にある。

胎土には、黒雲母や長石、石英の他、1m大の砂粒が混入し、粗である。器面の色調は、内

外面とも褐色を呈す。焼成は、不良である。また、器面は、内外面とも、丁寧に撫でられてい

る。

この土器と、第3節で述べた隆起線文土器との関係は、不明である。

縄文と隆起文と押し引き文を施文した土器（568～570）

568～570は、縄文（RLの原体）を地文として、その器面に、張り付けによる隆起文と棒状

工具による押し引き文を施文した土器である。出土地点は、丘陵中央の南側の谷部と北側の谷

部にある（第140図)。

土器は、いずれも同一個体で、相当する土器型式は、不明である。胎土は荒く、黒雲母や大

きめの長石の粒子や砂粒を多く混入している。器面の色調は、内外面とも暗褐色を呈し、その

面の荒れは激しい。焼成は、不良である。

刺突文土器・圧痕文土器（571～588．590．591．596）

刺突文土器や圧痕文土器は、23点出土している。施文具は、棒状工具と貝殻腹縁とがあり、

この中で、後者が圧倒的に多い。また、その施文の状態では、施文具を器面に対して、直角に

押し付けるもの（刺突文土器)、斜めに押し付けるもの（圧痕文土器)、圧痕の行為を連続して

行なうもの（連続圧痕文土器）がある。以下、その施文の状態ごとに説明を加えていくことに

しよう。

刺突文土器（571～578．580．586．590．591．596）は、丘陵中央の北側の谷部と東側丘陵

を中心にして、13点が検出された（第140図)。施文具には、貝殻の腹縁（571～578.580）と

棒状工具（586．590．591．596）があり、その施文部位には、口縁部（571～578．580．586．

590)、頚部の屈曲部（591)、口唇部（596）の3部位がある。

口縁部は、591を除けば、すべて直口している。おそらく、器形は、571のように、円筒形を

呈するものと考えられる。胎土は、均密で、黒雲母や長石を混入している。器面の色調は、内

外面とも褐色を呈し、焼成も良好である。器面は、極めて丁寧に撫でられている。

圧痕文土器（581）は、貝殻の腹縁を施文具とするものである。出土地点は、東側丘陵の平

坦部にある（第140図)。直口した口縁部に文様帯があり、間隔を置いて施文された圧痕文が、

2条観察される。胎土は、均密で、黒雲母や石英が混入する。器面の色調は、両面とも、褐色

を呈し、その調整は、荒い撫でによっている。焼成も良好である。

連続圧痕文土器（579.582～585．587．588）は、東側丘陵で検出した土器で、口縁部に文

様帯がある。文様は、すべて貝殻の腹縁の施文具で施される。円筒形条痕文土器に類似してい

るが、584のように、圧痕文の下位に条線文を施文するものがみられる点で、異なりをみせて

いる。
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第ⅡI章調査の成果
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物
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第1Ⅱ章調査の成果

胎土は、長石が多く混入し、砂粒も多く、荒い。器面の色調は、暗褐色を呈し、その調整は、

撫でによっている。焼成は、不良である。

沈線文土器（598.592～594）

沈線文土器は、西側丘陵と東側丘陵に出土地点がある（第140図)。598は、外反する口縁部

直下に3本の細線文がみられる。胎土は均密で、黒雲母や長石が混入する。器面は、丁寧に撫

でられ、その色調は、外面が褐色、内面が暗褐色を呈する。焼成は、良好である。592は、東

側丘陵で検出した土器で、沈線文は、胴部側から口縁部に向けて引かれている。胎土は、荒く、

黒雲母が多く混入する。器面は、両面とも褐色を呈し、丁寧に撫でられている。焼成は、良好

である。593は、口縁部直下に横位の沈線文がみられる土器で、西側丘陵で検出している。胎

土は、均密で、黒雲母が多く混入する。器面は、暗褐色を呈し、荒く撫でられている。焼成は、

良好である。594は、胴部の破片で、半裁の竹管による沈線文が施されている。出土地点は、

西側丘陵にある。胎土は、荒く、黒雲母や長石が含まれる。器面は、外面が褐色、内面が暗褐
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物

色を呈し、荒い撫でで調整されている。焼成は、不良である。

無文土器（第144図597～604）

無文の土器は、土器全体の分布の傾向に合致して、230点出土した（第142図)。しかし、そ

の中には、少なからず無文部の土器片が含まれていると考えられる。したがって、ここで提示

するものは、確実に無文土器と判断できる口縁部に限ることにする。

597は、東側丘陵の8号土坑から出土した無文土器で、円筒形の深鉢形の器形を呈する。口

径20.4cmを測る。胎土は、均密で、黒雲母や長石を混入する。器面は、内外面とも、条痕整形

の後、荒い撫でを加えて調整している。色調は、両面とも褐色を呈する。焼成は、良好である。

598～601.604は、同一個体の土器で、西側丘陵から検出された。器形は、円筒形の深鉢形

を呈すると考えられる。胎土は、荒く、黒雲母や長石が混入している。器面は、丁寧な撫でに

よって調整され、明褐色の色調を呈している。焼成は、597に比べて悪い。

602と603は、同一個体である。出土地点は、東側丘陵にある。器形は、小型の深鉢形を呈す

ると考えられるが、その口縁部は正円形をとらず、端部の作り出しもいびつである。胎土は、

均密で、黒雲母が混入している。器面は、比較的丁寧に撫で調整が加えられている。色調は、

外面が褐色、内面が暗褐色を呈する。焼成は、良好である。

底部（第144図605～618）

ここに示している底部は、型式不明のものである。器面は、粘土板の縁辺上から作り上げら

れている。また、底部径からすれば、大型のものと小型のものがみられる。

(2)石器

縄文時代早期に属する石器は、4700点が検出された（第23表)。その内訳は、石器653点、石

核・原石280点、剥片・砕片3767点である。さらに、石器の中での内訳を示せば、石鍍153点、

尖頭器4点、削器28点、石匙1点、扶入石器4点、石錐23点、打製石斧1点、磨製石斧3点、

模形石器4点、操器4点、磨石・敵石205点、石皿・台石95点、使用痕ある剥片128点である。

使用されている石材ごとでは、珪岩2570点、黒曜石1749点、砂岩336点、安山岩22点、頁岩1

点である。

石器の分布は、主に、遺跡の谷部に広がっているが、その中でも、東側丘陵の谷部を中心と

した部分に集中している（第145図)。こうした分布の傾向は、西側丘陵に、特に集中すること

を除けば、土器分布が示す状況に良く類似している。土器と同じように、丘陵内での生活廃棄

物の投棄の状況を示しているものと推定される。

石嫉（第147図1～第155図148）

石鍍は、153点出土した。その石器組成に占める割合は、23％である。その石材ごとの内訳

は、黒曜石75点、珪岩72点、安山岩6点で、黒曜石の使用頻度の高さが目立っている。

石鍍の分布は、大きく三つのまとまりに分けることができる。すなわち、東側丘陵の谷部
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第23表縄文時代早期石器組成表

１２

四
石
、
』４

０

く

く

頁
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
１
－

砂岩

4

203(99）

94(99）

301(46）

20(9)

36（1）

357(7.5）

安山岩

6(4)

3(75）

1(4)

1(25）

1(4)

1

3

2（1）

1（1）

4(3)

23(3.6）

153(23）

4(0.6）

28(4)

1(0.1）

4(0.6）

23(4)

1（0.1）

3(0.4）

4(0.6）

4(0.6）

205(31）

95（15）

128(20）

213(5)

67（1）

3767(80）

－

■■■■■■■

1(0.02）23(0.5）

（東西に偏在している)、丘陵中央の北側谷部、そして、西側丘陵の浅い谷部であり、その中

でも、特に東側丘陵で、多く出土している（第146図)。

出土した153点の石鍍は、石器の形状において、二等辺三角形（第1類)、三角形（第2類)、

異形（第3類）に分類できる。さらに、前2者は、その基部の作り出しの状況で、平基のもの

（a)、浅く扶れるもの（b)、V字状に扶れるもの（c)、U字状に扶れるもの（d）の四つ

に細分される。以下､類ごとに説明を加えていきたい。

第1a類（1～15．17．18）

1a類は、二等辺三角形を呈する平基の石鍍である。資料数は、17点である。出土地点は、

3点の資料（1．15．17）を除けば、すべて東側丘陵で出土している。形状では、2～7の石

錬のように、側縁部がやや内側に入り込んでいるものもみられる。また、17のように、片面調

整のものもみられる。

第1b類（16．19～44）

1b類は、二等辺三角形を呈する凹基（浅い扶り）の石錬である。資料数は、27点である。

出土資料は、東側丘陵の集中部に14点、その他の部分で13点とほぼ同数である。形状では、大

型（16．19～23．26．42．43)、中型（24．25．27～36．38～40)、小型（37．41．44）がみら

れ、さらに26のような細みのものもある。32は、未加工品かもしれない。
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第1c類（45～66）

1c類は、二等辺三角形を呈する凹基（V字状の扶り）の石鍍である。資料数は、22点であ

る。出土資料は、東側丘陵の集中部に15点、その他の部分で7点と、集中部に偏る傾向が強い。

石器の形状では、扶りの状態で、深く入り込むもの（57～64.66）とやや浅い扶りのものがあ

る。後者については、1b類との差がはっきりと判断できないものもある。

第1．類（67～86）

1．類は、二等辺三角形を呈する凹基（U字状の扶り）の石鍍である。資料数は、20点であ

る。出土資料は、東側丘陵で14点、その他の部分で6点と、東側丘陵の集中部へ集まる傾向が

強い。石器の形状では、大型のもの（68～72．81．82．84．85）と中型のものがある。また、

扶りの状態では、84～86のような荒い加工の状態を示すものもある。

第2a類（87～96）

2a類は、正三角形を呈する平基の石錬である。資料数は10点で、その出土数は、東側丘陵

の集中部に8点、丘陵中央の北側谷部に2点であり、東側で多く検出している。形状は、比較

的均一であるが、96のように側縁部が弱い弧を描くものがみられる。

第2b類（97～106）

2b類は、正三角形を呈する凹基（浅い扶り）の石鍍である。資料数は、10点である。この

内、5点が東側の集中部で出土している。なお、中央北側の谷部では検出していない。

第2c類（107.108）

2c類は、正三角形を呈する凹基（V字状の扶り）の石鍍である。出土地点は、107が中央

丘陵の南側谷部、108が東側丘陵にある。いずれも、小型の石鍍である。

第2．類（109～116）

2．類は、正三角形を呈する凹基（U字状の扶り）の石鍍で、8点が検出された。その出土

地点は、1例の北側谷部を除けば、すべて東側丘陵に集中している。形状では、両側縁が直線

的なもの（110．113．115．116）とやや丸みを帯びるもの（109．111．114）があり、また、

大型（109～111）と小型（112～116）がある。

第3類（117～119）

3類は、上記した二等辺三角形や正三角形を呈さない、異形の石鍍である。3点が出土した。

その出土地点は、すべて東側丘陵の谷部にある。117は、雁股の石鑑と考えられるもので、細

長い茎部が作り出されている。珪岩製である。118は、基部が大きく外へ開いたもので、全体

の形状は、五角形を呈している。直刃鎌かもしれない。珪岩製である。119は、安山岩製の石

鎌である。形状は、118のように五角形を呈しているが、その基部側の両側縁に扶りがみられ

る。
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第24表石器計測表

計 測 値
N、器種石質 登録番号

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)
石 岩

石
岩
石
岩
石
岩
岩
石
岩
石
石
石
石
岩
岩
岩
石
岩
岩
岩
岩
石
石
岩
石
石
石
石
石
岩
石
岩
岩
石
岩
石
石
岩
石
石
岩
岩
岩

曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
山
曜
山
曜
曜
山
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜

珪
黒
珪
黒
珪
黒
珪
珪
黒
珪
黒
黒
黒
黒
珪
珪
安
黒
安
珪
珪
珪
黒
黒
安
黒
黒
黒
黒
黒
珪
黒
珪
珪
黒
珪
黒
黒
珪
黒
黒
珪
珪
珪

鍍１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿
ｕ
岨
過
Ｍ
妬
略
Ⅳ
岨
岨
加
皿
躯
羽
別
妬
茄
師
羽
朗
加
Ⅲ
詑
詔
剥
弱
拓
師
胡
的
仙
虹
蛇
娼
“

2．95

2．03

1．7

2．07

1．82

1．71

1．92

1．93

(1.5）

1．5

1．36

(1.5）

(1.26）

(1.14）

1．39

2．12

1．15

(0.83）

3．12

2．3

(2.5）

2．52

2．0

1．81

1．97

2．59

(1.39）

1．67

1．72

1．43

(1.74）

1．5

1．7

1．4

(1.2）

1．63

(0.98）

(1.33）

(1.3）

(1.22）

(1.12）

(2.12）

(2.25）

(1.07）

2．1

1．53

1．25

(1.1）

(1.4）

(1.14）

1．3

(1.4）

1．4

1．25

1．16

1．2

(1.1）

(1.1）

(1.2）

1．73

1.0

1．1

2．1

1．67

1．35

1．5

(1.28）

(1.2）

(1.35）

1．48

1．37

1．3

(1.3）

1．2

(1.25）

1．28

1．55

1．34

1．3

1．2

1．2

(1.46）

1．47

1．35

1．02

1．78

(1.53）

1．15

２
４
６
６
３
７
４
９
８
７
９
６
５
７
６
３
３
４
６
７
７
７
５
５

６
０
３
５
３
４
３
３
３
５
２
３
３
３
３
５
２
２
４
４
３
４
３
４
３
３
２
３
３
２
３
３
３
４
３
４
３
３
２
２
４
３
３
３

●
●
●
●
●
●
●
Ｄ
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
，
●
●
●

０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

2．65

0．6

0．4

(0.75）

(0.5）

(0.5）

0．7

(0.75）

(0.45）

0．6

0．25

(0.4）

(0.4）

(0.2）

(0.65）

1．15

0．3

(0.15）

2．0

1．3

(1.05）

1.0

(0.65）

(0.7）

(0.7）

0．85

(0.25）

0．5

(0.5）

0.2

(0.5）

0．4

0．65

0．5

(0.45）

0.55

(0.3）

(0.6）

(0.4）

(0.3）

(0.35）

(1.25）

(1.0）

(0.4）

H30NO､12

1VDJL607

1VDJL1782

1VDJL945

ⅣDJL1193

1VDJL77

1VDJLl754

1VDJL90

1VDJL1632

1VDJL2141

VDJL131

1VDJL1571

1VDJL1697

1VDJL727

ⅥCJL67

VIIDJL56

ⅥICJL35

1VDJLl858

1VDJL1450

VllIDJLl73

ⅥIB5号住床面

IVDJL677

1IIDJLl40

1VDJL642

VDJL3

ⅥIDJL43

1VDJL3

111DJL141

1VDJL1139

ⅥIDJL16

ⅥlBJL24

111DJL154

1XDJL84

ⅥICJL121

1VDJL1194

VⅢDJL93

Q21－NO､l0

1VDJL71

VDJL17

111DJL240

1VDJL10

VIAJL86

1VDJL671

N29NO､11

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
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第ⅡI章調査の成果

値計 測
登録番号NQ器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

(0.2）

0.35

0．3

0．8

(0.4）

0．45

(0.25）

0．15

(0.3）

0.45

0．3

0．25

(1.05）

(0.75）

0．45

(0.35）

0．45

(0.6）

(0.35）

(0.8）

0.6

(0.25）

1.0

(2.35）

1．8

(1.1）

1．65

(0.9）

(0.75）

0．4

0．75

0．7

(0.5）

(0.5）

(0.7）

(0.6）

(1.4）

(0.85）

(0.6）

1．5

1．7

(0.45）

(0.6）

(0.45）

(0.5）

(0.9）

ⅣDJL1231

ⅣDJL146

ⅥDJL7

1VDJL1470

1VDJL155

ⅣDJL574

1VDJL904

ⅥAJL16

ⅣDJL1287

ⅥIDJL39

VCJL284

VCJL300

ⅥlBJL84

ⅡIDJL37

VIAJL21

ⅧDJL295

P34－13

VCJL176

ⅣDJL1104

ⅣDJL974

ⅣDJL1252

1VDJL59

1VDJLl383

ⅥlBJL153

ⅥIBJLl49

1VDJL1327

ⅧlDJL145

IIEJL14

VDJL101

1VDJL1494

1XDJL47

1VDJL1121

1VDJL1033

VDJL172

1VDJL1491

VIBJL141

1VDJL2080

VCJL197

ⅥAJL107

1VDJL1816

1VDJL682

VCJL254

1VDJL496

ⅣCJL64

ⅣDJL1182

VDJL83

(1.0）

1．2

0．93

1．35

(1.22）

1．32

(1.2）

0．9

1．1

1．3

1．3

1．22

(1.9）

1．25

1．23

(1.08）

1．44

1．42

(1.05）

1．48

1．35

(0.93）

1．87

(1.8）

2．37

(1.55）

1．99

(1.7）

(1.4）

1．3

1．58

1．6

(1.25）

(1.4）

(1.36）

(1.18）

(1.81）

(1.4）

(1.2）

1．8

1．7

(1.1）

（1.57）

(1.17）

（1.3）

（1.5）

石
石
石
岩
石
岩
石
石
岩
岩
岩
石
岩
岩
岩
石
岩
岩
岩
岩
岩
石
石
岩
岩
岩
岩
岩
岩
石
石
石
岩
岩
岩
石
岩
石
岩
岩
岩
岩
岩
石
石
石

曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
山
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜

黒
黒
黒
珪
黒
珪
黒
黒
珪
珪
珪
黒
安
珪
珪
黒
珪
珪
珪
珪
珪
黒
黒
珪
珪
珪
珪
珪
珪
黒
黒
黒
珪
珪
珪
黒
珪
黒
珪
珪
珪
珪
珪
黒
黒
黒

６
９
３
７
８
９
８
３
９
８
３
９
５
５
７
４
８
７
８
６
１

２
４
３
４
２
３
３
２
２
３
２
３
４
４
３
３
３
３
２
４
４
３
４
５
５
４
４
４
４
３
４
４
２
３
４
３
４
４
５
５
５
４
２
３
３
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

鎌 1．03

1．56

1．37

1．7

1．53

2．0

(1.15）

1．35

(0.95）

1．98

1．6

1．3

2．54

(2.48）

1．57

1．65

1．58

(1.63）

(1.75）

(1.9）

1．92

1．5

2．2

3．5

2．59

2．78

2．64

2．5

2．3

1．48

1．9

2．1

(1.95）

1．98

2．03

2．26

(1.93）

2．1

1．7

2．25

2．28

1．43

1．82

1．6

1．41

1．55

石５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物

計 測 値
NO器種石質 登録番号

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)
石 石

石
石
石
石
岩
石
石
石
石
岩
岩
岩
石
石
石
石
石
岩
岩
岩
石
岩
石
石
石
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
石
岩
岩
石
石
石
岩
岩
岩

曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
山
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
山
曜
曜
曜
曜

黒
黒
黒
黒
黒
珪
黒
黒
黒
黒
珪
安
珪
黒
黒
黒
黒
黒
珪
珪
珪
黒
珪
黒
黒
黒
珪
珪
安
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
黒
珪
珪
黒
黒
黒
珪
珪
珪

錬１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1．28

1．27

1．03

1．08

1．35

1．86

1．52

1．1

1．53

1．16

1．2

1．3

(0.88）

1．34

0．98

0．98

1．1

0．91

(2.17）

2．21

(1.58）

1．8

1．7

1．6

1．43

1．45

1．43

1．2

1．2

1．17

1．0

(1.05）

(1.75）

(1.47）

1．2

1．42

1．15

1．19

1．3

1．5

(1.26）

1．2

1.0

1．1

0．9

2．6

(1.9）

2．27

(1.65）

1．6

(1.74）

1．3

(1.46）

1．18

1．55

1．5

2．2

1．78

1．89

1．8

1．3

1．76

1．12

2．0

1．4

1．1

2．35

1．45

1．43

1．1

1．53

1．65

1．73

９
６
１
８
２
３
８
７
４
７
６
８
５
９
６
２
６
５
８
７
３
３
８
８
５
６
５
４
７
２

３
３
２
４
３
５
３
３
２
４
２
３
３
３
２
２
２
１
４
４
３
４
５
４
２
２
３
４
５
８
６
４
７
４
４
２
４
６
７
７
５
４
３
７
７
５

●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
◆
□
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

0．4

0．5

0．15

0．25

(0.35）

(1.15）

(0.5）

0．25

0．25

0．45

0．2

0．4

(0.4）

(0.4）

0.2

0．2

0．1

0．1

(1.8）

(1.2）

(1.05）

(0.8）

0．75

(0.85）

0．4

(0.35）

0．25

0．8

1．25

2．7

1．75

1．5

1．9

0．85

0．75

0．3

2.0

(1.5）

2．6

4．0

1．0

0．7

0．2

1．45

1．8

(1.9）

IVDJL261

VDJL124

111DJL171

1VDJL1740

ⅣDJL877

ⅣDJL1655

1VDJL1210

VCJL127

1VDJL788

ⅧIDJL36

1VDJL2090

1XDJL21

P34NO､7

1VDJL136

VCJL361

VCJL309

VCJL372

ⅣDJL1702

ⅥIBJL104

1VDJL4

1VDJL1111

1VDJLl236

VCJL19

1VDJL573

1VDJLl419

1VDJL436

1VDJL33

1VDJL1508

1VDJL60

111DJLl68

ⅣDJL697

1VCJL102

ⅥIBJL120

ⅣDJL2145

1VDJL1507

ⅥIBJL101

P34NO,34

1VDJL1141

ⅥIBJL141

VICJL30

1VDJL255

ⅨCJL41

1VDJLl564

1VDJLl991

ⅧDJL267

VCJL237

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

1．89

2．18

2．58

2．1

2．12

1．88

1．64

1．43

2．07

(2.1）

2．6

2．1

1．63

1．24

1．1

2．07

1．79

(2.4）
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第Ⅲ章調査の成果

計 測 値
登録番号Nq器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

(0.36）

(0.25）

(0.3）

0．45

0．4

(0.6）

0.52

0．6

0．53

(0.56）

(0.35）

(0.3）

(0.35）

(0.2）

(0.35）

(1.0）

(1.1）

(1.25）

(2.45）

(1.45）

(1.25）

(1.2）

(0.65）

(0.35）

(1.53）

(1.62）

(1.4）

1．69

(1.92）

(1.79）

(1.6）

(1.38）

(1.53）

(1.37）

(1.9）

(1.5）

(1.37）

(1.1）

(1.1）

(1.44）

(1.6）

(1.73）

2．82

2．0

1．8

2．14

(1.5）

(0.88）

岩
石
石
石
石
石
岩
石
石
石
岩
石

曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜

珪
黒
黒
黒
黒
黒
珪
黒
黒
黒
珪
黒

鎌 VCJL297

1VDJL221

1VDJL443

VDJL204

1XDJL6

ⅢDJLl45

ⅣDJL1968

1VDJL578

VDJL189

ⅧlDJL264

ⅣDJL212

1VDJL916

137石

'38

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

未加工品（120～135）

出土資料の中に、未加工品と考えられるものが、16点あった。その石材ごとの内訳は、珪岩

12点、黒曜石4点である。出土地点は、東側丘陵の谷部に9例、丘陵中央の北側の谷部と西側

丘陵に3例、中央の南側谷部に1例がある。

この16点の資料の中で、石器の素材とその使い方を知ることのできるものが、6例ある

（121～123．125．126．133)。それによると、剥片は、先端部に広い縁辺を持つ横広の剥片や

横長剥片が素材とされ、その打面部は、石器本体での側縁下部右位と左位、すなわち、左右い

ずれかの基部側に置かれている。このことは、剥片の先端部が石鍍の一側縁に利用されるとい

うことを示している。この他、124の資料は、石鍍の先端部が未加工のまま残されているもの

であるが、125のように左側縁が未加工の状態のものもあり、その製作の手順には、統一的な

規範はなさそうである。

所属不明の石嫉（136～148）

欠損によって、類の認定にかかわる情報を知りえなかった資料がある。資料数は、18点であ

る。その出土地点は、西側丘陵に2例、丘陵中央の北側谷部に1例で、ほとんどが東側丘陵に

集まっている。

1類に属するものは、8例（136～139．141．142．145)、2類に属するものは、1例

（140）がある。その他の資料は、不明である。また、a類に属するものは、4例（143～146)、

d類に属するものは、2例（147.148）がある。

尖頭器（第157図149～155）

尖頭器は、4点が出土した（149.152～154)。その石器組成に占める割合は、0.6％で、そ

の石材ごとの内訳は、安山岩3点、珪岩1点である（第23表)。出土地点は、丘陵の西端に1

例（154）と東側丘陵の谷部に2例（149.153）がある（第156図)。
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物

1
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、
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一
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【

守
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【
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〔
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【

第156図遺物分布図（尖頭器）
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第Ⅲ章調査の成果

これらは、その形状によって、3類に分類できるようである。

第1類（149.150）

1類は、細身の柳葉形を呈する尖頭器である。調査では1例が出土しているが、調査以前に

採集しているものが1例ある（150)。

149は、東側丘陵の谷部で出土しているもので、左右対称の比較的整った形状を呈している。

調整加工は、両面とも階段状剥離で、その断面形は凸レンズ状を呈している。石質は、安山岩

である。150は、左右対称の形状をとる珪岩製の尖頭器である。調整は入念である。断面形は、

凸レンズ状を呈する。

第2類（151～153）

2類は、幅広の尖頭器である。調査では、2点を検出したが、調査以前に1例が採集されて

いる（151)｡

151は、左右対称の整った形状を呈している。調整加工は、両面とも階段状剥離で、その断

面形は、凸レンズ状である。基部のやや右側に素材となる剥片の打面部が残置され、素材は、

横広の大型の剥片であることが推定できる。石質は、安山岩である。152は、調査時の採集資

料である。基部が丸く作り出され、全体の形状は、151に比べて、やや寸詰りの感じを受ける

が、左右対称である。調整加工は、階段状剥離で、断面形は、凸レンズ状を呈している。基部

に剥片の打面の一部が残っているが、その素材を推定できる程ではない。石質は、安山岩であ

る。153は、珪岩製の尖頭器で、胴部上半を欠損している。調整加工は階段状剥離で、断面形

は、凸レンズ状を呈している。東側丘陵で出土している。

第3類（154.155）

3類に該当するものとして、2例を提示しているが、この内、155は、調査以前の採集資料

である。この類に属する尖頭器は、茎部が作り出されているものにあたる。しかし、本格的な

有茎尖頭器と呼べるものではない。

154は、西側丘陵の西端で出土したもので、先端部を欠損している。茎部には、素材となる

剥片の打面部が残置され、全体に荒い階段状剥離がみられる。断面形は、三角形に近い形状を

第25表石器計測表

値測計
登録番号恥器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

IVDJL7

表採

表採

表採

IVDJL281

ⅨCJL35

表採

5.16．5

0．55

1．05

1．1

(0.95）

1．7

(0.95）

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

山
山
山
山
山

安
珪
安
安
珪
安
安

器 1．3

1．65

3．05

3．1

(3.15）

3．35

(2.55）

5．9

(4.4）

(7.1）

5．2

（2.7）

(11.9）

（3.25）

149尖

150

151

152

153

154

155

頭
〃
〃
〃
〃
〃
〃

14．75

（6.55）

(61.85）
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とる。尖頭器の未加工品かもしれない。石質は、安山岩である。155は、安山岩製尖頭器の基

部であるb調整加工は、階段状剥離で、断面形は、凸レンズ状を呈する。基部は、茎状をとっ

ているようである。

削器（第160図156～第162図182）

削器は、28点出土したが、石器組成に占める割合は、4％にすぎない。その石材ごとの内訳

は、珪岩25点、黒曜石2点、安山岩1点である（第23表)。

石器の分布は、大きく3群にまとめることができる。それは、東側丘陵に広がる一群と中央

部北側の谷部付近に集中する一群、そして、西側丘陵に散在している一群である。これらの分

布の偏在は、それぞれの間に広い空白部を持ち、しかもそれぞれの群の位置が丘陵内の谷部を

異にしているという点で興味がある（第158図)。

削器は、刃部の状態によって、第1類～第3類の三つに分類される。以下、類ごとに説明を

加えていこう。

第1類（156．157．165．166．170～174）

1類の削器は、素材となる剥片の一つの縁辺に、刃部が設けられているものにあたる。資料

数は、9点である。その出土位置では、西側丘陵に4点、東側丘陵に5点で、東側と西側では

それ程の差はない。剥片の打面は、単剥離面と複剥離面がある。

これらの削器は、分類の基準となった刃部の作り出しの状態において、さらに二つに細分で

きる。片刃（156．157．165．166．170．172．173．174）と両刃（171）である。また、この

刃部と、素材となる剥片の打面との位置関係では、隣り合わせの関係（156．157．172）と対

向関係（166．170．173．174)、そして同位置の関係（156．171．173）がある。

第2類（158.160.161～164.168.169.176.177．179）

2類に分類される削器は、素材となる剥片の二つの縁辺に、刃部が作られているものである。

資料数は、11点である。その出土位置は、西側丘陵に2点、東側丘陵に4点、中央部北側の谷

部に4点と、西側丘陵と中央部北側の谷部を中心にみられる。剥片の打面には、単剥離面と複

剥離面がある。

この11点の削器は、刃部の位置関係によって、さらに二つに細分される。その一つは、対向

する刃部を持つもの（158．160．162～164.177）である。刃部の種類には、片刃2点、両刃

1点、両者を併設するもの3点がある。また、もう一つは、隣合わせに設けられるもの

（161．168．169．176．179）である。その刃部の種類は、片刃4点、両刃1点である。

第3類（167.178.180～182）

3類は、刃部が三つ以上の縁辺に設けられる削器にあたる。資料数は、5点である。これら

の出土地点は、東側丘陵に3点、そして西側丘陵と中央部北側の谷部にそれぞれ1点がある。

刃部の種類には、片刃（178）と両刃（167.180～182）がある。なお、この資料の中で、181
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第26表石器計測表

値計 測
登録番号N、器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

(27.6）

13．1

(12.6）

23．9

(34.0）

6．6

5．05

（2.2）

11．45

12．1

（8.0）

18．75

33.0

(15.3）

(15.3）

(17.45）

14．05

（3.2）

8．3

(13.2）

5．15

15．2

15．4

12．1

7.0

5．4

2．55

VⅢDJL131

1VDJL380

ⅦCJL44

VIlDJL10

VIBJL208

ⅥIBJL73

VIBJL204

ⅥICJL234

1VDJL1832

VICJL80

ⅣDJL731

1VDJL2165

VIBJL210

111DJL234

ⅣDJL1365

ⅥIDJL1

1VDJL1887

ⅥICJL28

ⅢCJL76

1VDJL1367

ⅨDJL105

ⅣDJL1745

VDJL208

VIAJL101

VIBJL241

ⅣDJL377

ⅥICJL105

岩
石
岩
岩
岩
岩
岩
石
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

曜
曜
山

珪
黒
珪
珪
珪
珪
珪
黒
珪
珪
安
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪

器 (6.4）

4．7

(4.4）

5．3

(4.2）

3．6

3．9

(2.75）

5．3

3．1

(2.35）

5．15

6．2

(5.0）

6．4

(5.85）

3．75

(2.6）

4．05

4．9

2．8

3．7

3．7

3．3

3．6

2．1

2．3

５
５
ｊ
５
ｊ
５
５
５

１
３
８
４
５
８
６
６
１
９
９
０
４
３
２
７
８
７
９
１
８
０
３
０
９
８
５

●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
０
１
１
０
０
０
１
０
０
１
１
１
１
０
０
０
０
１
０
１
１
１
０
０
０

く

Ｉ肖６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

4．1

3．75

3．35

4．55

(6.25）

2．95

2．45

(1.95）

2．65

4．25

3．05

3．9

4．5

3．1

3．5

(4.55）

5．05

2．2

2．6

(2.8）

3．75

3．2

3．4

3．2

2．4

2．7

1．7

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

と182は、模形石器かもしれない。

所属不明の削器（159.175）

所属不明の削器は、3点出土した。図示したものは、その内の2点である。資料ごとに説明

を加えてみたい。

159は、西側丘陵で出土したもので、幅広の縦長剥片を素材としている。剥片の打面は、点

状打面である。刃部は、片刃で、右側縁にあるが、左側縁を欠損しているため、全体の形状は

不明である。第1類か第2類に属するものであろう。珪岩製である。175は、東側丘陵で出土

したもので、横長剥片を素材とした削器である。刃部は、片刃で、素材となる剥片の先端部に

設けられている。第1類に属する可能性が高い。珪岩製である。

石匙（第163図183）

西側丘陵の西端で、珪岩製の石匙が1点出土した。その石器組成に占める割合は、0.1％で

－240－
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ある。素材となる剥片の形状についてはわからないが、その打面部は、つまみ部の左側縁部に

置かれている。調整は、表裏両面とも入念であるが、つまみ部の作り出しは弱い。刃部は、両

刃である。

扶入石器（第163図184～187）

扶入石器は、4点出土した。その石器組成に占める割合は、0.6％で、石質ごとの内訳は、

珪岩3点、安山岩1点であった（第23表)。出土地点は、西側丘陵に1点、東側丘陵に1点、

そして、中央部北側の谷部付近に2点である（第158図)。

184は、中央部北側の谷部付近で出土した石器で、扶入部と削器の刃部を併設している。扶

入部の半径は、0.5cmである。珪岩製である。185は、横広の剥片の左側縁の一部に扶入部を持

つ資料で、その半径は、0.4cmを測る。出土地点は、北側谷部にあたり、184の5m南側にある。

石質は、珪岩である。186は、安山岩製の大型剥片の先端部に、扶入部を持つ資料で、東側丘

陵から出土した。扶入部の半径は、0.4cmである。187は、西側丘陵の西端で検出された石器で

ある。素材となる剥片は、珪岩製の縦長剥片で、その先端部近くに扶入部が作られている。そ

の半径は、0.3cmである。

石錐（第163図188～第164図210）

石錐は、23点検出されたが、その石器組成に占める割合は、4％にすぎない。また、石材で

は、珪岩19点、黒曜石2点、安山岩1点、頁岩1点という内訳であった（第23表)。

石器の分布は、大きく四つのまとまりに分けることができる。それは、西側丘陵の谷部、東

側丘陵の谷部、そして、丘陵中央部の北側谷部の基部側と先端部側である。この四つのまとま

りは、それぞれの間に空白部を持ち、占地が極めて独立的である点から、興味ある傾向と考え

られる（第159図)。

この23点の石器は、つまみ部の有無によって、第1類と第2類に分類できる。以下、類別に、

示していきたい。

第1類（188～198）

1類に分類されるものは、錐部の作り出しによって、つまみ部と錐部が明瞭に区別されてい

る資料にあたる。資料数は、11点で、その内、東側丘陵が7点ともっとも多く、西側丘陵と中

央谷部の基部側で、それぞれ2点づつが出土している。これらの資料には、その調整の状態に

よって、入念な両面調整のもの（188．193．197．198）と荒い調整のものがある。素材となる

剥片は、横長ないし横広の剥片で、石器の錐部は、剥片の先端部に設けられているものがほと

んどである（189.191～195.198)。

第2類（199～210）

2類は、基部からそのまま錐部へ至り、明瞭なつまみ部を持たない石器である。資料点数は、

東側丘陵5点、西側丘陵4点、北側谷部の先端部2点、同基部1点の計12点である。この12点

－241－
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第27表石器計測表

値測計
登録番号恥器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

２
７
４
８

７
７
３
４
８
４
３
Ｗ
冊
８
朋
皿
妬
瀦
Ⅳ
胡
別
別
仙
朋
７
別
別
４
０
０

１

８
２
２
５
２
６
６
１
６
１
１
４
１
１
２
２
１
１
１
１
５
１
２
５
７
別
開
路

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｄ
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｃ

Ⅸ
Ⅵ
Ⅵ
Ｖ
Ⅸ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅳ
Ｖ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅳ
Ⅵ
Ⅵ
Ｖ
Ⅵ
Ｖ

4．75

(6.15）

5．9

(39.5）

（6.3）

（2.5）

3．75

8．9

3．5

（2.2）

1．35

6．6

2．8

3．35

16．5

8．85

10．75

21．9

（3.15）

2．0

2．6

（1.0）

（0.7）

2．35

（1.0）

6．5

3．1

2．1

0．9

1．05

0．9

(1.8）

(0.9）

0．6

1.0

1．05

0．95

0．65

0．5

1．2

0．6

0．6

1．3

1．4

0．8

1．5

(0.8）

0．6

0．75

(0.45）

(0.35）

0．9

(0.35）

0．8

0．7

0．55

岩
岩
岩
岩
岩
岩
石
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
石
岩
岩
岩
岩
岩
岩

山
山
曜
曜

珪
珪
珪
安
珪
安
黒
珪
珪
珪
珪
珪
珪
頁
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
黒
珪
珪
珪
珪
珪
珪

匙
器
錐

石

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

入石
扶
石

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

2．75

2．3

2．5

(5.3）

(2.75）

2．1

1．8

2．8

2．2

2．15

1．7

3．1

2．2

1．85

3．55

2．7

3．6

4．2

(1.9）

1．2

1．55

(2.1）

1．4

1．7

(1.15）

2．7

1．8

1．95

2．35

(3.1）

4．3

(4.75）

(3.1）

(2.9）

2．9

4．0

3．1

(2.0）

2.0

4．15

2．7

3．05

4．5

3．5

4．8

4．5

(3.1）

(3.1）

3．3

(2.0）

(1.95）

2．6

(2.6）

3．95

2．8

2．5

の石器には、その形状によって、縦長（201～203）と横広があり、さらに後者には、大型のも

の（199．200．208）と小型のものがある。使用される剥片は、縦長剥片（199．201．202）と

横広の剥片で、その錐部は、打面部側に設定されるもの（204.207）も僅かにあるが、剥片の

先端部や側縁部に設けられるものがほとんどである。この他、東側丘陵の分布で、1類と2類

の分布の中心が東西にずれていることは注目される｡

打製石斧（第166図211）

小型の打製石斧が丘陵北側の尾根上で1点出土した（第165図)。石質は、安山岩である。調

整加工は階段状剥離で、全体の形状は溌形を呈し、刃部は直刃の両刃をなしている。

磨製石斧（第166図212～214）

磨製石斧は、1点の未加工品を含め、3点が出土した。石器組成に対しては、0.4％の割合

である（第23表、第165図)。以下、資料ごとに説明を加えていきたい。
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I I
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第166図石器実測図
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212は、丘陵中央の南側谷部周辺で検出した、安山岩製の磨製石斧である。素材となる剥片

は、表面に自然面を持つ横長剥片で、その縁辺の表裏両面に細かい調整が加えられた後、刃部

を中心に研磨されている。刃部は、両刃をなし、研ぎ直しによって、右側が擦り減っている。

この状況から、この石斧は、縦斧と考えられる。213は、東側丘陵で出土した、安山岩製の磨

製石斧の刃部である。表裏両面が丁寧に研磨されており、その素材となる剥片の形状は不明で

ある。刃部は、丸みを帯び、両刃である。この刃部も右側が擦り減っており、石斧の形態は、

縦斧と考えられる。214は、西側丘陵に出土地点がある石器で、一部に研磨痕が観察される。

このことから、磨製石斧の未加工品と考える。素材となる剥片は、縦長剥片で、その裏面を中

心に調整加工が観察される。

模形石器（第167図215～218）

模形石器は、4点を検出した。石器組成に占める割合は、0.6％である（第23表)。石質ごと

の内訳は、黒曜石3点、珪岩1点で、また、出土地点での内訳は、西側丘陵2点、丘陵中央の

一 ■■■■

214

趣
I

､穆轍
I

Q2，7
0

第167図石器実測図
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第ⅡI章調査の成果

第28表石器計測表

値計 測
登録番号NO器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

ⅥAJL103

VD－4一括

IVDJL522

ⅥIDJL5

ⅥIBJL159

ⅧDJL164

ⅣDJL1856

ⅧCJL53

VCJL177

ⅥBJL186

ⅣDJL1319

ⅧCJL121

岩
岩
岩
岩
石
石
石
岩
岩
岩
岩
岩

山
山
山
曜
曜
曜

安
安
安
砂
黒
黒
黒
珪
砂
砂
砂
砂

斧
斧
器
器

石
石
石
″
″
″
″
″
″
″
″

製
製
形

打
磨
模
操

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

24．3

101．8

(132.8）

78

（2.35）

2．95

1．5

8．35

410

(600）

(500）

1805

５
１
５

４
５
２
９
７
９
７
３
６
６
２
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
２
１
０
０
０
１
４
４
４
７

く

5．05

8．8

(6.0）

8．8

2．5

2．05

1．6

2．65

9.15

11.3

10.5

16.0

3．55

4．7

(6.5）

4．45

（1.5）

1．6

1．5

2．95

11．4

(10.3）

(11.3）

12．4

北側谷部1点、東側丘陵1点であった（第165図)。

215は、中央の北側谷部周辺で出土した、黒曜石製の模形石器である。この資料は、両側縁

がややくびれ、一端に扶りがみられるもので、上下両端には対向する小剥離痕が観察される。

糸巻形石器と呼ばれるものに相当する。216は、西側丘陵の浅い谷部で出土した石器で、石質

は、黒曜石である。石器上端と右側面が平坦で、上部と下部とに対向する微細な剥離痕が観察

される。217は、黒曜石製の模形石器である。その出土地点は、東側丘陵の谷部にある。石器

は、小型で、三角形に近い形状を呈し、その上下両端の表裏両面に微細な剥離痕がみられる。

218は、西側丘陵で出土した、珪岩製の石器である。石器の上下両端に微細な剥離痕が観察さ

れる。

燦器（第168図219～222）

操器は、4点出土し、石器組成に対しては、0.6％の割合を占めている（第23表)。出土地点

は、東側丘陵に2点、西側丘陵と丘陵中央部の北側谷部にそれぞれ1点づつ（第165図)、石材

は、すべて砂岩である。以下、石器ごとに説明を加えていきたい。

219は、剥片素材の片刃操器で、西側丘陵から検出した。素材となる剥片は、楕円形を呈す

る横広の剥片である。刃部は、その先端部に設けられ、11回の打撃によって作出されている。

220は、丘陵中央の北側谷部で出土した、円操素材の片刃操器である。刃部は、23回以上の打

撃によって作出され、石器縁辺の半分以上にわたってみられる。221は、東側丘陵で出土した

喋器である。素材は、円操で、その外周の半分以上にわたって刃部が作出されている。刃部作

出のための剥離は、表面に13枚以上が確認されるが、裏面にも3枚以上がみられる。しかし、

刃部の断面形態は、両刃をとらず、片刃である。222は、大型の操器で、西側丘陵の尾根頂部

付近で検出された。刃部は、長方形を呈する円操の短辺に設けられ、9枚の剥離によって作出

－248－
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されている。片刃である。

磨石・敵石（第170図223～第179図306）

磨石・敵石は、205点（内、2例の接合資料があり、資料実数203点）が出土した。その石器

組成に占める割合は、31％で、遺跡出土の石器の中で、もっとも高い数値を示している。石質

は、砂岩203点、安山岩2点である(第23表)。

石器の分布は、丘陵のほぼ全域に広がっているが、その集中部は、丘陵の谷部を中心とした

三つの部分にある。その集中部とは、西側丘陵の浅い谷部と中央北側の谷部、そして、東側丘

陵の谷部の三つである。この三つの集中部は、石鍍のものと同じ傾向にあるが、それぞれの部

分の石器量に差が無く、均一である点では、東側丘陵に集中する傾向のある石鍍の分布とは、

少々 異なりをみせている(第169図)。

出土した磨石・敵石は、その形状によって、第1類～第4類に分類される。以下、類ごとに

説明を加えていこう。

第1類（223～264）

1類に属するものは、石器の形状が偏平な楕円形を呈する磨石・敵石にあたり、大型、中型、

小型のものがみられる。分布には、まったく偏在の傾向はない。この類に属する石器は、その

敵打痕の部位によって、さらに、四つに分類できる。それは、敵打痕が石器の縁辺部の全域で

観察されるもの（223．224．229．233．239．240)、全縁辺と表裏面にあるもの（228.235.

237)、縁辺の一部に認められるもの（225～227．232．234．241～243．245．246．253)、縁辺

の一部と表裏面にあるもの（230．236．238．247～252.257～260.262）である。

第2類（265～284）

2類に属する石器は、石器の形状が円形を呈する磨石・敵石である。大きさでは、大型、中

型、小型がある。同様に、分布の傾向には特徴的なものはみられない。この石器は、敵打痕の

部位によって、さらに、四つに分類できる。それは、敵打痕が石器の縁辺の全域に認められる

もの（263．266．269～271.273～276．278．279)、全域と表裏面にあるもの（265.267.

268)、縁辺の一部にあるもの（272．277．280．282．283)、縁辺の一部と表裏面で観察される

もの（281.284）である。

第3類（285～298）

3類は、その平面や断面の形状が不整形のもので、その形状には、不整の三角形や四角形、

不定形があり、大きさに対して厚さがある。これらの石器は、その敵打痕の部位によって、さ

らに、縁辺の全域に敵打痕が観察されるもの（286．290．291．293)、全縁辺と表裏面にある

もの（297.298）・縁辺の一部に敵打痕があるもの（288．289．292．294～296)、縁辺の一部

と表裏面にみられるもの（285.287）に分けられる。
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物
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第Ⅲ章調査の成果
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物
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第Ⅲ章調査の成果

第29表石器計測表

値測計
登録番号N、器種石質

長さ(cIn）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

石
石
石

１
５
２
９
髄
８
集
団
集
９
８
１
３
８
４
６
８
３
０
３
６
８

岬
皿
睡
剛
肌
岬
轟
唖
砕
》
“
嬬
剛
川
川
川
肌
Ｍ
Ｍ
Ｍ
鑑
剛
鵡
Ⅷ
剛
仰
川
川
剛
川
剛
川
川
皿
川
剛
川
川
川
川
川
川
剛
剛

３
８

１

Ⅳ
Ⅷ
Ⅳ
Ⅸ
Ⅵ
Ⅳ
Ⅳ
Ｖ
Ⅳ
Ⅷ
Ⅳ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅲ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅷ
Ⅳ
Ⅷ
Ⅳ
Ｖ
Ⅷ
Ⅵ
Ⅵ
Ｖ
Ⅵ
Ⅷ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅵ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅷ
Ⅳ
Ⅷ

Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ

敵
。
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

石 砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂

石 岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
５
５
５
０
０
０
０

８
４
３
０
３
４
０
１
９
２
６
０
８
３
２
６
２
２
１
４
０
５
３
５
２
８
６
４
２
６
９
４

０
４
２
２
４
２
４
７
３
４
２
２
１
２
３
４
５
１
４
２
６
２
９
６
５
２
５
１
６
３

１
１
１

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

磨３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

８
５
７
８
１
６
９
５
１
１
２
５
６
３
７
９
９
２
５
８
２
６
８
３
９
３
３

６
５
９
３
２
３
５
８
９
１
６
１
９
５
０
６
９
４
９
３
０
９
６
４
５
８
０
７
２
４
６
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

８
６
９
０
７
５
７
７
６
７
５
５
３
４
６
３
０
７
７
５
６
７
８
５
９
７
９
６
８
５
７
８

１

く

く
く
く
く

ｊ

ｊ

ｊ

７
６
３
３
７
８
８
３
６
４
３
８
６
８
１
７
３
２
６
１
９
１
３
２
５
３
５

６
４
５
７
４
２
８
１
４
７
７
９
０
５
８
３
０
５
４
５
８
５
２
７
３
３
４
２
４
３
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

５
４
６
６
４
３
３
５
４
４
３
３
３
３
２
２
４
４
４
２
４
２
５
４
５
７
４
３
５
４
５
４

く

く

く

16．9

10.41

13．6

13

10．1

9．17

9．8

12.75

9．2

9．24

8．73

7．3

5．3

6．29

9．8

5．4

(8.43）

8．87

(10.19）

7．2

9．8

9．4

11.87

7．23

(14.39）

10.16

(10.9）

8．2

(10.41）

（8.59）

12.65

（9.16）

(490）

(120）

(120）

(640）

(870）

(220）

(175）

(565）

980

(410）

290

砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂

（7.61）

（4.29）

（5.9）

(10.18）

（9.72）

（7.0）

（5.9）

（9.15）

10．9

（7.2）

7．83

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

8．6

(7.2）

(4.8）

8．93

8．53

8．2

(6.38）

(8.1）

10．0

(8.62）

6．84

5．11

(5.3）

3．27

5．54

7．05

3．07

(4.33）

(5)

6．68

(5.18）

3．75

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
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計 測 値
N、器種石質 登録番号

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)
磨 敵
。
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

石 砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂

石 岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

５
８
７
５
６
３
２
９
５

５
９
７
５
０
８
８
３
４
５
９
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

８
６
７
６
９
６
４
６
６
６
５
５

３
４
６
９
４
３
９
８

５
６
０
１
０
０
３
２
７
２
８
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

７
７
８
６
８
６
４
５
５
６
４
５

３
８
８
９
６
３
７
５

８
８
１
６
１
０
０
０
２
２
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

４
４
５
４
６
３
３
３
３
４
３
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
４
４
５
９
０
９
７
６
１
２
９

４
３
４
２
５
２
１
１
２
１
１

石

８
５
３
集
３
塊

９
０
３
１
０
６

別
ｎ
Ｍ
恥
刈
羽
姐
別
例
鮎
塊
認
別
刷
斯
剛
捌
卿
朋
括
皿
朋
川
捌
則
脱
鮒
括
略
号
皿
咽
５
娼
川
削
胤
脱
剛
拠
斯
珊
鳴

凡
凡
凡
凡
Ⅱ
凡
凡
凡
凡
凡
凡
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ⅱ
凡
凡
凡
凡
十
凡
凡
凡
凡
Ｌ
Ｌ
Ｌ
十
孔
訓
Ⅱ
凡
凡
凡
凡
凡
凡
凡
凡
凡
凡
凡
凡

１

Ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ

Ⅵ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅲ
Ⅵ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅳ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅷ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅷ
Ｖ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅳ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅵ
Ⅷ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅷ
Ｖ
Ⅶ
Ⅶ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅳ
Ⅷ

砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

4．84

5．9

4．78

4．68

4．07

7．25

5．22

10．7

9．6

10.76

10．17

8．74

7．29

10.36

10.73

10.19

7．4

9．29

8．05

7．7

7．26

13.86

12.54

(11.65）

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

ｊ

ｊ

３
３
６
２
９
３
５
２
８
９
２
９
３
５
１
５
４
６
５
６
４

０
５
１
１
９
２
１
４
４
８
６
８
６
７
４
４
７
５
８
５
０
８
７
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
５
４
４
３
６
４
９
６
６
８
７
５
８
９
７
４
６
５
６
５
６
４
７

く

く

５
２
１
３
５
１
４
６
８
８
４
６
９
１
８
４

１
９
３
５
９
６
２
２
２
０
１
９
２
４
５
９
３
４
７
６
７
９
７

●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●

３
２
２
３
２
４
２
５
４
６
５
５
２
５
５
３
３
４
４
４
４
４
２
４

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
５
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０
０

８
３
６
８
４
９
７
１
８
２
４
９
３
９
８
２
７
５
８
１
１
６
５
１

１

２
く
６
３
５
６
３
１
５
６
４
１
３
２
３
２
６
２
５

く

く

Ｉ

砂
砂
砂
砂
砂

岩
岩
岩
岩
岩

302

303

304

305

306

15.17

12.85

11.96

6．04

6．55

5．89

3．79

4．25

3．2

(4.25）

″
″
″
″
″

2．16

2.12

3.46

2.36

4.04

300

136.85

250

60

(130）
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第ⅡI章調査の成果

第4類（299～306）

4類の磨石・敵石は、その形状が棒状（303～305)、直方体（299～306）を呈するものを一

括している。この類に属する資料は、敵打痕の部位によって、両端にみられるもの（299．

300．304．306)、一端にみられるもの（303)、側縁（面）でも観察されるもの（301.305）の

三つに分けられる。

最後に、磨石・敵石の欠損の状況について示しておく。欠損の状況による内訳は、完形品と

それに近いもの70点、欠損率が50％までのもの30点、60％までのもの42点、それ以上のもの61

点であった。

石皿・台石（第181図307～第182図314）

石皿・台石は、95点（接合例が1例あり，資料実数94点）が出土した。その石器組成に占め

る割合は、15％である。また、石材は、ほとんどが安山岩である（第23表)。なお、石皿・台

石と磨石・敵石との数量関係をみてみると、1：3.2の割合にあり、単純には磨石・敵石が3

個に対して、石皿・台石1個という関係が割出せる。

石器の分布は、それぞれの石器があまり近接せず、点在した状況をとっているが、その偏在

の傾向が三つの谷部を中心にみられる。すなわち、東側丘陵の谷部、西側丘陵の浅い谷部、そ

して、丘陵中央部の北側谷部の三つである（第180図)。こうした分布の偏在傾向は、磨石・敵

石の分布によく類似している。

以下、石器ごとにみていくことにしたい。

307は、大型の安山岩製石皿で、1号配石土坑から出土したものである。重量は、19kg強で

ある。作業面は、1面のみで、やや浅い窪みを持っている。308は、小型の石皿で、その重量

は、3.11kg･出土遺構は、4号配石土坑である。石器の作業面は、1面で、縁辺部にあり、浅

い窪みがみられる。使用されている石材は、安山岩である。309は、大型の石皿で、22kgを計

る。出土遺構は、2号配石土坑である。石器の作業面は、1面で、ほとんど窪みを持っていな

い。安山岩製である。310は、丘陵中央の北側谷部で検出された石皿である。重量は、7.1kgを

計る。作業面は、表裏両面に設定され、その状態は、比較的深い窪みを呈している。石材は、

安山岩である。311は、石皿で、丘陵中央の南側谷部周辺で検出された2点の接合例である。

石器の作業面は1面で、浅い窪みを持っている。石材は、安山岩である。312は、大型の石皿

で、その重量は、13.91kgを計る。出土遺構は、4号配石土坑である。石器の作業面は、1面

のみにみられ、その窪みは浅い。安山岩製である。313は、砂岩製の台石で、重量6.79kgを計

る。作業面は、浅く窪み、そのほぼ中央部に敵打痕が観察される。出土位置は、丘陵中央の北

側谷部にある。314は、西側丘陵で出土した、13.11kgの大型の石皿である。出土位置は、西側

丘陵にある。作業面は1面で、浅く窪んでいる。石質は、安山岩である。
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第ⅡI章調査の成果

第30表石器計測表

値計 測
登録番号NO器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

9号土坑

16号土坑

6号土坑

ⅥIBJL156

VDJL9

VCJL175

16号土坑

ⅥBJL209

《
ロ。
″
″
″
″

皿 山
石
山
石
山
石
山
石
山
石

山
山
山
山
山

安
安
安
安
安

石 19690

(3110）

22000

(7100）

(4790）

10．4

5．5

14．5

12

9

307石

308

309

310

311

41．5

(21.6）

39

(26.7）

27．5

31．8

24．7

32．5

27．2

(20.8）

山
石
山
石
山
石

山
山

安
砂
安

12

9．6

11．6

13910

(6790）

13110

28

(25.6）

22．5

37

(17）

39

312

313

314

″
″
″

使用痕ある剥片（第184図315～第188図368）

使用痕ある剥片は、128点が出土した。その石器組成に占める割合は、20％である。また、

石材別の内訳は、珪岩104点、黒曜石20点、安山岩4点であった（第23表)。

石器の分布は、丘陵内で、比較的散在した状況を呈してはいるが、その傾向をみれば、三つ

の谷部を中心に広がっている。その三つの谷部とは、すでに示しているように、西側丘陵の浅

い谷部、丘陵中央の北側谷部、東側丘陵の谷部である（第183図)。

以下、資料を中心にしてみていきたい。

315～335は、縦長剥片を使用した石器である。石材は、321,322,327,334,335が黒曜石

で、他は珪岩である。

315は、刃器状剥片である。右側縁に刃こぼれ状の微細な剥離が観察される｡表面には、摂

理面が残る。316も、刃器状剥片である。微細な剥離は、側縁のほぼ全縁辺にわたってみられ

る。打面は、摂理面である。317は、先端部が左へ偏った縦長剥片が使用されている。微細な

剥離は、両側縁にみられ、また、右側縁の裏面には、二次加工も観察される。打面は、点状打

面である。318は、端整な形状を示す刃器状剥片で、その両側縁に微細な剥離が観察される。

打面は、単剥離面である。319は、先端部が細くなったもので、両側縁に微細な剥離がみられ

る。打面は、単剥離面である。320は、両側縁に刃こぼれがみられる。打面は、摂理面である。

321と322は、小型の縦長剥片で、その両側ないし右側縁に剥離がみられる。打面は、点状打面

である。323は、その左側縁に剥離痕がみられ、点状打面である。324と325は、小型の剥片で、

その両側縁に剥離痕がみられる。324は、単剥離打面である。326は、単剥離面を打面とした剥

片で、その左側縁に小剥離と微細な剥離痕が観察される。327は、先端部が右側に寄った剥片

で、その両側縁に微細な剥離痕がみられる。328は、点状打面の剥片で、その全縁辺にわたっ

て、剥離痕が観察される。330は、単剥離面を打面とした剥片で、その両側縁に微細な剥離が

観察される。また、右側縁には小剥離もみられる。329と331は、先端部を欠損した資料である。
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第31表石器計測表

計 測 値
N、器種石質 登録番号

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)
使用痕ある剥片 岩

岩
岩
岩
岩
岩
石
石
岩
岩
岩
岩
石
岩
岩
岩
岩
岩
岩
石
石
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
石
岩
石
岩
岩
石
石
岩

曜
曜
曜
曜
曜
山

曜
曜
曜
曜

珪
珪
珪
珪
珪
珪
黒
黒
珪
珪
珪
珪
黒
珪
珪
珪
珪
珪
珪
黒
黒
珪
珪
珪
珪
安
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
黒
珪
黒
珪
珪
黒
黒
珪

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

8．4

6．08

(6.08）

5．27

4．95

4．9

3．5

(3.1）

4．7

3．7

3．23

4．1

(4.0）

3．4

(3.1）

(4.45）

(4.8）

(4.67）

(3.9）

(4.7）

2．5

3．0

6．23

5．25

(4.95）

4．2

4．5

3．81

3．9

3．87

2．8

3．0

3．2

4．6

(3.33）

4．1

2．1

2．15

1．9

3．25

2．3

2．3

2．5

(3.0）

１

８
６
４
８
５
ｊ
５
６
８
６
９
３
８
７
５
５
５
５
４
５

２
８
３
５
４
８
３
２
０
１
６
０
１
１
６
８
９
８
１
２
６
５
０
４
３
５
０
３
７
１
３
３
５
６
０
０
８
２
１
８
９
８
９
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
，
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
１
３
２
２
２
１
１
３
２
１
３
３
２
２
２
３
１
２
３
１
２
４
４
５
３
４
４
３
３
２
２
２
３
４
４
２
３
２
２
２
２
２
２

く

５
５
５
５
５
５

１

５
１
２
４
７
８
８
５
０
９
５
２
１
７
８
９
８
７
９
８
０
７
６
６
３
５
２
４
０
９
７
３
７
３
０
９
９
７
５
７
０
５
５
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｐ
●
●
●
●

１
１
１
１
１
０
０
０
１
０
０
１
１
０
０
０
０
８
０
１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
０
０
１
０
１
１
０
０
０
０
０
１
０
０
０

37．0

10．0

(18.4）

16．6

14．9

8．7

2．4

（1.5）

9．2

4．7

2．2

10．35

（8.5）

3．55

（7.0）

(10.5）

(10.5）

（6.95）

（7.8）

(14.2）

3．2

5．6

34．6

31．4

(31.5）

19．5

23．5

20．6

10．9

8．75

4．25

3．8

3．5

16．4

(12.5）

13．7

3．85

4．5

1．75

4．9

4．15

2．55

1．95

(3.6）

ⅦlCJL72

1VDJL1738

VIBJL149

VIICJL31

VIllDJL85

ⅥCJL78

1VDJL549

1VDJLl642

1VDJL995

VIICJL214

ⅥlCJL12

1XCJL49

1VDJL83

VllIDJL106

VIBJL47

111DJL36

1VDJL1732

VIIBJL135

1VCJL20

VCJL325

VIAJLl30

VICJL10

VⅢCJL130

ⅧlDJL239

VIBJL176

ⅧDJL266

ⅨDJL43

1VDJL73

VⅢDJL4

VIAJL38

1XDJL125

ⅥIlDJL122

1VDJL1790

ⅣDJL1893

1VDJL118

1VDJL1010

1XDJL35

1VDJL1808

1VDJL1030

1VDJLlOO2

1VDJL315

1VCJL92

ⅥIBJL21

ⅥIDJL9

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
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第ⅡI章調査の成果

値測計
登録番号N、器種石質

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)

ⅧCJL146

ⅧCJL35

ⅥAJL31

ⅨCJL1

ⅣDJL1227

ⅥBJL100

ⅧBJL77

ⅡIDJL257

ⅣDJL142

ⅣCJL35

120.7

50．2

(15.7）

31．8

9．35

19．6

21．3

9．1

16．6

（1.8）

５

５
２
０
６
０
８
３
０
３
６

●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●

２
２
１
１
１
１
１
１
１
０

岩
岩
岩
石
岩
岩
岩
岩
岩
石

山
曜
曜

珪
珪
安
黒
珪
珪
珪
珪
珪
黒

9．25

4．98

(4.4）

5．75

3．85

4．57

4．72

4．5

6．7

(3.0）

片剥一念坐
め
″
″
″
″
″
″
″
″
″

痕用使 7．97

5．98

4．34

6．0

3．1

4．25

4．82

2．7

3.0

(1.7）

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

５
６
６
６
６
６
６
６
６
６

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

両側縁に微細な剥離痕がみられる。333～335は、打面部が欠損した資料である。333は、右側

縁に、334と335は、左側縁に微細な剥離痕がある。332は、打面部と先端部を欠損した資料で、

両側縁に剥離痕が観察される。

336～353,355,356は、幅広の剥片である。石質は、ほとんどが珪岩で、その他に、黒曜石

（351．353．356）と安山岩（340）がある。

336は、単剥離面を打面とした剥片で、その両側縁に微細な剥離痕がみられる。337は、幅広

の縦長剥片で、その両側縁に剥離痕が観察される。複剥離打面である。338も、同様の剥片で、

両側縁に微細な剥離痕と小剥離がある。摂理打面である。339は、単剥離面を打面としたもの

で、その両側縁に微細な剥離がある。340は、幅広の縦長剥片で、打面は、単剥離面をなす。

両側縁に剥離痕がある。341も、同様の剥片で、その右側縁に剥離痕がある。複剥離打面であ

る。342は、摂理打面で、その縁辺のほとんどが使用されている。343は、先端部がやや開きぎ

みの剥片で、その右側縁に剥離痕がある。打面は、単剥離面である。344は、幅広の縦長剥片

で、その両側縁に剥離痕がある。打面は、複剥離面である。345は、複剥離打面の小型の剥片

で、その右側縁が使用されている。346は、複剥離打面で、その右側縁が使われている。347は、

楕円形を呈する剥片で、そのほとんどの側縁に剥離痕が観察される。単剥離打面である。348

は、単剥離打面の剥片で、その両側縁に微細な剥離がある。349は、楕円形を呈する剥片で、

その左側縁に剥離痕がある。複剥離打面である。350は、円形を呈する点状打面の剥片で、そ

のほとんどの側縁が使用されている。351は、小型の剥片で、その左側縁に剥離痕がある。単

剥離打面である。352も、同様の剥片で、その右側縁から下縁に剥離痕がある。複剥離打面で

ある。353は、小型の剥片で、その全縁辺が使用されている。単剥離打面である。355と356も、

小型の剥片で、そのほとんどの側縁が使用されている。

354と357～365は、先端部が大きく外へ流れた剥片で、石質は、珪岩と黒曜石（356．357・

362)、安山岩（361）がある。
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第III章調査の成果

354,357,358は、小型の剥片である。微細な剥離痕は、357が右側縁に、354と358が側縁の

ほぼ全域にみられる。打面は、単剥離面（354）と自然面（357.358）である。359は、大型の

剥片で、その下縁に剥離痕と小剥離がある。複剥離打面である。360は、単剥離打面で、その

左側縁から下縁に微細な剥離がある。361は、複剥離打面の剥片で、その右側縁に剥離痕が観

察される。362は、自然面を打面とした、菱形を呈する剥片で、その左側縁が使用されている。

363は、複剥離打面で、その右側縁と下縁に剥離痕がある。364は、先端部が大きく開いた剥片

で、その縁辺ごとに剥離痕がある。単剥離打面である。365は、単剥離打面の剥片で、その両

側縁に剥離痕がある。

366～368は、横長剥片である。打面は、複剥離面（366)、単剥離面（367)、自然面（368）

である。剥離痕は、下縁を中心にみられるもの（366.367）と右側縁のもの（368）がある。

368は、黒曜石である。

石核（第190図369～第191図386）

石核・原石は、280点（内、石核は213点）が出土した。全出土資料に占める割合は、6％

（4％）である。石材は、黒曜石200点（138点)、珪岩60点（55点)、砂岩20点という内訳で

あった（第23表)。また、これらの石器の分布は、丘陵内にある三つの谷周辺にある（第189

図)。その谷部とは、先にも示しているように、西側丘陵の浅い谷部、中央北側の谷部、東側

丘陵の谷部である。

出土した石核は、その剥片剥離の状態によって、第1類～第4類に細分される。以下、それ

ぞれの類ごとに説明を加えていきたい。

第1類（369～371）

1類は、剥片や分割操素材の偏平な石核である。その剥片剥離は、打面を石核の縁辺に沿っ

て、頻繁に転移させるという特徴があり、その結果、剥片剥離面には、求心的な剥離痕がみら

れる。仮称されている、柏原型石核に類似するものであるか。珪岩である。

第2類（372～375.381～384.386）

2類は、偏平な石核である。その剥片剥離は、打面の転移をそれほど頻繁に転移しないとい

う特徴がある。したがって、石核原形の形状は、比較的良く保持される。石核の素材は、原石

（381～384.386）や分割操（372～375）があり、打面は、ほとんどが自然面や分割面である。

打面転移は、対向しない180.のもの（372.383)、対向する180.のもの（384)、90°のもの

（381.382.386）がある。遺跡の中で、もっとも一般的な石核である。石質は、珪岩（372～

375）と黒曜石（381～384.386）である。

第3類（376～378）

3類の石核は、円操が素材となるものである。打面は、基本的には石核の一端にある。そし

て、その剥片剥離は、両刃喋器の刃部作出剥離に似た状況を呈している。379は、大型のもの
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第191図石器実測図

である。図示しているものは、すべて黒曜石であるが、砂岩製の石核も、この第3類に属して

いる。

第4類（379.380.385）

上記した石核以外のものを一括している。379は、珪岩製の円筒形を呈する石核である。打

面は、上下にあり、単剥離面である。380は、黒曜石である。打面は、単設で自然面である。

385は、珪岩製の立方体を呈する石核である。打面は、90°の転移があり、剥離面である。379

と385については、先土器時代に属する可能性が高いが、出土層位は第Ⅳ層である。

(3)石製品・土製品（第193図1～8）

上記してきた土器・石器の他に、特殊な遺物として、石製品6点と土製品2点が出土した。

以下、遺物ごとに説明を加えていきたい(第192図)。

1は、異形部分磨製石器である。2と3は、小型の異形石器で、垂飾品と考えられる。2は、

石匙の模造品であろう。4は、偏平操の中央部を両面から穿孔したものである。垂飾品か紡錘

車と考えられる。5は、偏平操の一縁辺に、回転による溝を持つ石製品である。欠損品のため、
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第32表石製品・土製品計測表

計 測 値
NO器種石質 登録番号

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9)
l小型異形石器

2〃

3〃

4円孔ある石製品

5害孔音蟹も皇
6石板

7土製円板

8〃

岩
岩
石
岩
岩
岩

曜
枚
枚

珪
珪
黒
千
千
砂

(1.45）

1．4

2.0

(6.05）

(7.3）

(4.2）

(2.7）

4.0

(1.6）

1．9

1．1

(6.15）

(2.5）

(3.6）

(2.6）
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1VDJL1139

VDJL76

ⅥIBJL82

ⅧCJL15

ⅥIC-2410号土坑

ⅣCP5

VIBP130

全体像は不明である。6は、石板である。線刻などの文様はみられない。7は、塞ノ神式土器

の胴部を加工した土製円板である。表面には、沈線文と撚糸文がみられる。8は、無文の土製

円板である。側面は、丁寧に擦られている。

3･まとめ

縄文時代早期は、アカホヤ火山灰層の直下である第Ⅳ層を主たる包含層とするもので、この

包含層からは、これまで示してきたような、各種の遺構や遺物が検出された。こうした遺構や

遺物は、厚く堆積したアカホヤ火山灰によって保護され、比較的良好な状態を保ち、しかもそ

の内容は、縄文時代早期の集落の状態を復原できる程の情報を持っている。また、広域火山灰

であるアカホヤ火山灰下の資料という点でも、他の地域との遺構・遺物の比較検討を容易にさ

せてくれるという利点がある。

遺構としては、竪穴式住居跡8基、集石（石組炉）9基、石皿を配した配石土坑4基、土坑

10基が、それぞれ分布の傾向を異にして検出された。そこで、その状況を西側丘陵と中央部を

中心にしてみていきたい。

西側の丘陵には、その中央を1本の尾根が通っている。遺構は、この尾根上にはみられず、

尾根を介して南北に偏在している。そこで、この二つの偏在を南群、北群と呼んでおこう。北

群は、8基の竪穴式住居と3基の土坑によって構成されている（群からやや離れて北に、1基

の小穴を持つ士坑があるが)。これに対して、南群は、さらに二つの小群に分かれる。すなわ

ち、3基の集石と2基の石組炉、それに3基の配石土坑の群とその西側にある配石土坑と土坑

による群である。これらの遺構群は、それぞれに特徴がみられる。それは、居住を主なる目的

とした遺構の北群と、食物調理関係の遺構による南群である。これをもって、集落内で、居住

と食物調理の場が、明確に区分されていた事実が確認されよう。さらに、石組炉の炊き口部が、

北西方向に設定されている事実は、風上が北方となる冬を中心とした季節に、この集落が営ま
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第III章調査の成果

れていた可能性を示しているともいえる。この推定は、集落内の遺構の配置において、住居が

調理場の北側にみられるという事実からも間接的に導き出されよう。

このような集落構成は、東側丘陵においても同様と考えられる。したがって、東側丘陵の北

側未発掘部分に竪穴式住居跡などの遺構があるものと想定できそうである。

遺物では、1701点の土器と4700点の石器が出土した。その出土分布は、丘陵内に延びる尾根

頂部には少なく、谷部、しかも尾根頂部と谷底面の境の斜面に集中するという傾向を示し、土

器と石器、ともに同様な状況である。また、西側丘陵の遺物分布と南群の配置状況をみれば、

遺構列が遺物分布のほぼ中央にあり、その列を介して、南側に遺物の出土量が増加するという

傾向が伺われる。以上の状況は、食物調理や工作などの作業の際の生活廃棄物の投棄の結果と

も考えられ、先に示しておいた集落内の場の利用に、廃棄の場が加えられる可能性を示してい

るともいえる。

ここに、狸谷遺跡の縄文時代早期における集落の景観が、居住と調理、作業と廃棄の場に

よって、構成されていた可能性を提示できよう。

遺物の特徴では、石器組成に注目されるものがある。石器組成の構成でもっとも高い出現頻

度を示すものは、31％という磨石・敵石である。一方、石鍍も多く、23％という高い割合がみ

られる。この二つの石器は、使用が集落内で完結するものと、集落外にまで広がるものという、

レベルの差がみられることから同一に扱えないが、両者は、石器組成において対時的である。

この関係は、九州内における東九州（石鑑が石器組成の中心）と南九州（磨石・敵石が中心）

s､

第194図遺物分布図
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第4節縄文時代早期の遺構と遺物

との対時した状況と良く似ている。つまり、九州内の対時の状況が、遺跡内に凝縮されている

ようでもある。このことは、押型文土器などの東九州系土器と、手向山式土器や塞ノ神式土器

などの南九州系土器との、対時関係

湯､減溌が、この遺跡の中でみられることと

も関係があるのかもしれない。これ

は、土器編年上の問題であろうか。

こうした石錬と磨石。敵石との関

係と同時に、尖頭器の存在が注目さ

れる。石器組成に占める割合は、

0.6％、採集分を入れたとしても
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1％にすぎない。しかし、この石器‘〆．、05cm

蕊熱騨畿!鑑膿一，
このように、狸谷遺跡の石器組成く二二＞

の構造には、かなり複雑なものがあ第195図遺物実測図

狸谷遺跡が立地する丘陵を舞台とした人々の営みは、この縄文時代早期をもって終わりとな

り、その後の足跡は、僅かに第195図に示している資料のみである。

1は、縄文時代後期の市来式土器の口縁部である。東側丘陵の東縁辺部近くで検出された

（第194図)。また、2は、弥生時代に属する磨製石鍍で、西側丘陵の山部近くで検出されてい

る（第194図)。弥生時代の狩猟場となっていたのかもしれない。
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1.縄文時代早期の集落について

第IV章総 括

発掘調査の結果、8枚の基本土層と、その中の3枚に包含されていた、遺構38基、土器1705

点、石器9041点、土製品・石製品8点が確認された。包含層は、上位より第Ⅳ層～第V層、第

ⅥI層である。第1V層～第V層は、先土器時代から縄文時代の遺構や遺物が包含されているが、

基本的には、第1V層は縄文時代早期の包含層で、第V層は先土器時代（ナイフ形石器文化）で

ある。そして、この眉間に縄文時代草創期の遺物が包含されている。また、第ⅥI層は、先土器

時代（ナイフ形石器文化）の包含層である。

ここに、狸谷遺跡は、先土器時代から縄文時代早期の四つの時期の遺構や遺物が上下に重な

り合う、複合開地遺跡であることが判明した。

1．縄文時代早期の集落について

縄文時代早期の遺構や遺物は、基本層位である第1V層から検出された。この層の上位には、

鬼界火山を起原とするアカホヤ火山灰（第1II層）が乗り、この火山灰を基準として他の地域と

の比較をも可能にしてくれている。

遺構としては、竪穴式住居跡8基、集石（石組炉）9基、配石土坑4基、土坑10基が検出さ

れた。これらは、すでに前章で述べておいたように、そのまとまり方を中心に検討すれば、大

きく東西二つの遺構群に分けることができる。そこで、この二つの遺構群をそれぞれI群・II

群と仮称する。

I群は、東側丘陵の南側縁辺にみられる遺構群で、丘陵のほとんどは未調査であり、その全

容は不明である。遺構群は、集石4基、土坑5基によって構成されている。また、5基の土坑

は、小型の土坑2基と大型の土坑2基、そして底面に小穴を持つ土坑1基に分けられる。遺構

の広がりから検討すれば、未調査部分にも同様な遺構の分布がみられる可能性が高い（第103

図)。伴出土器としては、塞ノ神式土器（6号・8号集石、7号土坑)、山形の押型文土器（6

号土坑)、円筒形条痕文土器（7号土坑)、無文土器（8号土坑）がある。

II群は、丘陵の中央部と西側丘陵に広がる遺構群である。調査によって、そのほぼ全容が確

認された。構成遺構は、竪穴式住居跡8基、集石5基（石組炉2基)、配石土坑4基、土坑5

基（小型の土坑2基。深い堀り方の土坑2基・底面に小穴を持つ土坑1基）である（第103図)◎

時期は、伴出土器として、山形の押型文土器（4号住居跡、4号集石、1号・2号配石土坑）

と手向山式土器（1号住居跡、1号～3号集石）と条痕文土器・円筒形条痕文土器（1号配石

土坑）があることから、山形の押型文土器と手向山式土器の時期の可能性がもっとも高い（1

号配石土坑は不明)。

この遺構群は、その配置の状況によって、さらに北群と南群に分けられた。
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第Ⅳ章総括

北群は、竪穴式住居跡8基、小型の土坑2基、深い掘り方の土坑1基によって構成されてい

る。この中で、深い掘り方の土坑（2号土坑）は、埋土の状況が他の遺構とは異なり、小穴を

持つ土坑に類似している。このことから、2号土坑は、他の遺構とは直接関係がなさそうであ

る。したがって、北群には、竪穴式住居跡・小型の土坑による遺構群と、それとは直接関係の

ないその他の遺構がある。

竪穴式住居跡の切り合いは、3例みられる。それは、2基の住居跡によるもの2例（2号と

3号、4号と5号）と3基の住居跡によるもの1例（6号～8号）である。こうした切り合い

関係から考えて、8基の竪穴式住居跡は、最低でも3時期に分けることができ、それからすれ

ば、住居の同時併存は、2基～3基ということになる。これに対して、小型の土坑は2基で、

単純に3時期に対応させることはできないが、二つの時期に伴う遺構とすることがもっとも考

えやすい。
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1.縄文時代早期の集落について

南群は、集石5基（内、石組炉2基)、配石土坑4基、深い掘り方の土坑1基によって構成

され、さらにその配置状況によって、集石と配石土坑3基の群、配石土坑と土坑の群に分けら

れる。この内、深い掘り方の土坑は、北群のものと同様に、埋土の状態が他の遺構とは異なっ

ていることから、集石や配石土坑とは直接関係がなさそうである。ここに、北群は、配石土坑

と集石・配石土坑による二つの小群と、それとは直接関係のない土坑によっていることがわか

る。

集石（第108図・第109図）は、5基検出されたが、その形状などによって、1号と3号（石

組炉)、2号（長楕円形の集石)、4号と5号（円形ないしそれに近い形状の集石）に分けられ

る。この内、前2者では手向山式土器が、4号集石では、山形の押型文土器が出土している。

このことから、石組炉は手向山式土器、円形ないしそれに近い形状を呈する集石は、山形の押

型文土器の時期とすることができる。配石土坑は（第111図・第112図)、1号と2号～4号で

異なった構造を示し、また、その位置も前記のように、やや離れてみられる。このことから、

1号配石土坑と他の配石土坑とは性格を異にしていると考えられる。土器は、2号配石土坑よ

り山形の押型文土器が出土している。

以上の結果を基にして、II群の構造を整理してみよう。

II群は、すでに第Ⅲ章で触れているように、居住の場（北群）と調理・作業の場（南群）に

よって構成されている。そして、その時期は、山形の押型文土器から手向山式土器にかけての

3時期である。

同時併存の竪穴式住居は2基～3基で、それに伴って土坑がみられる場合もある。もっとも

古い住居は、7号（第107図）と押型文土器を出土した2号（第105図）の2基で、それ以降は、

3基ごとの併存が考えられる。例えば、3号・5号・6号は、住居の配列と規模からして、同

時期の可能性が高く、切り合い関係から、もっとも新しい時期に属するものと考えられる。

集石では、石組炉が新しい時期の竪穴式住居跡に、押型文土器を伴う集石は、古手の住居跡

に伴うと考えられる。また、該当する配石土坑は、3基あり、単純に考えて、1時期1遺構と

することができる。なお、この中で2号が押型文土器を伴い、もっとも古手の住居跡に対応し

ている。

以上のように、狸谷遺跡における集落は、2基～3基の住居と1基の土坑、そして、1基～

2基の集石（石組炉）と1基の配石土坑によって構成され、対面する居住域と調理・作業域、

そして広場のような空白部と谷部を中心とした廃棄場とによる景観を持つことが明らかとなっ

た（第196図)。ここに、狸谷遺跡の集落は、直径50mを測る範囲に設定できた。さらに、その

中で生活する2～3世帯、10人前後の集団が想定され、この集団を、縄文時代早期における

もっとも基本的で単位的な集団と認定できそうである。
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2．先土器時代について

先土器時代に属する石器文化は、2枚が検出された。その二つの石器文化は、入戸火砕流

（シラス）という無遺物層によって、明確に区分されている。したがって、この石器文化間に

は、一切の混入関係も認められない極めて良好な遺存状態がある。

狸谷I石器文化は、ナイフ形石器、掻器、削器、扶入石器、彫器、操錐器、操器、磨石・敵

石、石皿・台石、二次加工ある不定形石器、使用痕ある剥片による石器組成で、ナイフ形石器

を主体とした石器文化である。石器組成の中で中心を占めるものは、ナイフ形石器（27％）と

磨石・敵石（19％)、そして使用痕ある剥片（29％）である。ナイフ形石器は、茂呂（九州）

型のナイフ形石器と部分加工のナイフ形石器が中心となり、これに切出し状のナイフ形石器が

加わる形態組成をとっている。また、石器石材では、珪岩（58％）と黒曜石（30％）がそのほ

とんどを占め、それに安山岩（10％）や砂岩、頁岩がみられる。

これに対して、狸谷II石器文化は、ナイフ形石器、三稜尖頭器、掻器、削器、彫器、模形石

器、磨石・敵石、二次加工ある不定形石器、使用痕ある剥片による石器組成をもった、ナイフ

形石器を主体とする石器文化である。そして新に、三稜尖頭器（5％）が石器組成に加わって

いる。また、石器組成の中で中心を占める石器は、ナイフ形石器で、43％という高い数値を示

し、その形態組成は、切出し状のナイフ形石器が中心をなし、それに台形石器や剥片尖頭器、

一側縁加工のナイフ形石器が加わっている。そして、これに使用痕ある剥片（22％）と二次加

工ある不定形石器（13％）が加わり、狸谷I石器文化で高い数値を示した磨石・敵石は、5％

と大きく減少している。また、石器石材では、珪岩（82％）が中心となり、これに黒曜石

（13％）や砂岩が加わるという状態で、黒曜石が高い割合を占めていた狸谷I石器文化とは、

大きく異なっている。

このように、狸谷遺跡で検出された二つの石器文化は、石器組成や石材組成などの点で異

なった様相を示し、この間に編年的段階の差をはっきりと認識できる。しかし、一方で、その

剥片剥離技術は、刃器技法を持たず、縦長剥片から幅広の縦長剥片や横広の剥片を生産すると

いう点で類似している。

次に、編年的な位置づけについてみてみよう。

二つの石器文化の関係は、茂呂（九州）型のナイフ形石器と部分加工のナイフ形石器が中心

となり、それに切出し状のナイフ形石器が加わる石器文化と、切出し状のナイフ形石器や台形

石器を持つ石器文化との関係である。この関係は、これまで示してきたように、前者が下位に

あり、後者が上位にある。こうした上下の関係は、厚く堆積した層位を持つ南関東地方におい

て、典型的にみられる状況である。すなわち、前者は、武蔵野台地第Ⅶ層上部から第V層下部

にかけてみられる武蔵野編年第IC期、相模野台地B2L以下にみられる相模野編年第11期後

半に相当する石器文化で、後者は、第V層上部から第1V層中部にかけてみられる武蔵野編年第
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IIa期、B2LからB2Uにかけてみられる相模野編年第Ⅲ期に相当する石器文化である。

このように、狸谷遺跡における二つの石器文化は、南関東を中心とした編年の中に、直接対

比できる程、南関東に類似した様相をとり、しかも矛盾の無い上下関係をもっている。このこ

とは、関東地方に比べてずっと遅れている九州の編年研究に対して、重要な基準を提示するも

のと考えられる。

そこで、九州の石器群について、簡単に対応関係を検討しておこう。その際、狸谷I石器文

化とII石器文化との間には、姶良T、火山灰が介在していることから、AT上位と下位の二つ

の石器群に分けてみてみたい。

確実に、ATの下位に位置することが判明している石器文化には、熊本県曲野遺跡、大分県

駒方古屋遺跡、長崎県百花台遺跡で検出された石器文化がある。この中で、前2者の石器文化

について検討してみよう。熊本県曲野遺跡では、第VI層という鳥栖ローム層上部に出土層順が

ある石器文化が検出された。石器組成は、ナイフ形石器、削器、敵石、台石、二次加工ある不

定形石器、使用痕ある剥片である。また、出土地点は異なり、共伴関係は不明であるが、同じ

層位から刃部磨製石斧が出土している。ナイフ形石器の形態組成は、台形石器と切出し状のナ

イフ形石器で、狸谷I石器文化とは異なる様相を呈している。この異なる二つの石器文化の関

係については、層位的な出土例が無く、共伴関係なのか前後関係なのか、判然としない点があ

る。ただ、ナイフ形石器の持つ様相がはっきり異なる点、また同一の層位中から刃部磨製石斧

が出土している点などを考え合せると、曲野石器文化は、狸谷I石器文化よりも先行する可能

性が強く、武蔵野編年第1b期、相模野編年第11期前半に対応するものであろう。

大分県駒方古屋遺跡では、第1V層という黒色帯に出土層順を持つ石器文化が検出された。石

器組成は、ナイフ形石器、「掻器｣、彫器、二次加工ある不定形石器、使用痕ある剥片である。

ナイフ形石器の形態組成は、茂呂（九州）型のナイフ形石器と部分加工のナイフ形石器によっ

ている。石器組成やナイフ形石器の数量などの点で、不充分な状況ではあるが、この駒方古屋

石器文化は、狸谷I石器文化に対比できる石器文化と考えることができる。なお、この石器文

化には、狸谷I石器文化でみられなかった刃器技法が存在している。このほか、長崎県堤西牟

田遺跡の最下部の石器文化も狸谷I石器文化に対比できる。

確実に、ATよりも上位に位置する遺跡は、東九州、中九州（百花台遺跡も含む)、南九州

で、多く調査されている。これによると、三稜尖頭器が石器組成の中に新に加わるという変化

がある。また、ナイフ形石器の中で、剥片尖頭器が特徴的にみられるようになるという事実も

見逃せない。こうした石器組成における変化をもって、九州先土器時代の編年上の大きな画期

とすることが可能である。

九州の当該期の石器文化の様相は複雑で、剥片尖頭器が石器組成の中で主体をなすもの（熊

本県大丸・藤ノ迫石器文化、大観峯石器文化)、ナイフ形石器（台形石器も含む）と三稜尖頭
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器が主体となるもの（熊本県下城1石器文化、大分県岩戸I石器文化、百枝II石器文化)、台

形石器が主体となり、それに多量の剥片尖頭器や三稜尖頭器が伴う石器文化（鹿児島県小牧Ⅱ1

A石器文化）などがある。しかし、こうした石器文化間に明確な時期差を示すだけの資料はな

く、同一時期のものと考えられ、しかも、三稜尖頭器や剥片尖頭器、そして切出し状のナイフ

形石器は、武蔵野編年第IIa期、相模野編年第111期を中心に特徴的にみられるものである。こ

のことから、上記の石器文化はすべて1時期のもので、狸谷II石器文化は、切出し状のナイフ

形石器と台形石器、そして三稜尖頭器を主体とする石器文化としてこの時期に対比されよう。

（木崎）

3．総括

今回の発掘調査によって、狸谷遺跡は先土器時代・縄文時代（早期・後期）の複合遺跡で、

集落跡であることがわかった。個々 の具体的な内容については先述のとおり、時代・時期ごと

にまとめてきたところであるが、本項では調査の成果と問題点について整理してみたい。

先土器時代先土器時代の石器文化は狸谷I、II石器文化の二時期に区分することができ

る。第VI層（姶良Tn火山灰）の間層をはさんで第ⅥI層が狸谷I、第V層が狸谷11石器文化で

ある。

狸谷I石器文化の石器組成はナイフ形石器、掻器、削器、扶入石器、彫器、操錐器、喋器、

磨石・敵石、石皿・台石、二次加工ある不定形石器、使用痕ある剥片などから成り、しかも遺

物の分布状態に特色があることが判明した。つまり、散在的な分布（ナイフ形石器、磨石・敵

石、石皿・台石、二次加工ある不定形石器、使用痕ある剥片)、点在的な分布（掻器)、環状分

布（削器、扶入石器、石核）の三つである。このことは、居住地内での生活の仕方や石器の機

能を把握するうえでの傍証資料として、今後の検討課題を提供するものといえる。

狸谷II石器文化の遺物は、主に丘陵の西半分に帯状に分布するほか、配石遺構や操群と共伴

している。石器の組成はナイフ形石器を主体とし、ほかに三稜尖頭器、掻器、削器、彫器、模

形石器、磨石・敵石、二次加工ある不定形石器、使用痕ある剥片などから成っている。とくに

ナイフ形石器は全体の4割をしめ、1類（切出形、台形石器)、2類（剥片尖頭器)、3類（一

側縁加工）に分類できる。その中で1類の切出形のナイフ形石器は幅広の縦長剥片や横広の剥

片などの折断剥片を素材とするもので、ナイフ形石器の半数を占めるものである。

これら狸谷I、II石器文化の編年的位置づけは、まず狸谷I石器文化ではナイフ形石器につ

いては茂呂（九州）型と剥片の一部に刃潰し加工が認められるものが主体となり、さらに切出

状のナイフ形石器を伴なうことから判断して、調査担当者木崎康弘氏が指摘するとおり、相模

野編年での第11期後半、武蔵野編年での第IC期に対比でき、熊本県文化財調査報告第81集

「熊本県旧石器時代調査報告書」（担当者江本直）の第11期に比定できよう。
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つぎに、狸谷II石器文化はナイフ形石器を主体とし、その中に切出形、台形石器、剥片尖頭

器などが含まれ、さらに三稜尖頭器が加わっている。このような石器組成から相模野編年第Ⅲ

期、武蔵野編年第IIa期に対比でき、上記県報告第81集の第ⅡIb期にあたり、昭和58年度に県

教育委員会が発掘調査した大丸・藤ノ迫遺跡（熊本県文化財調査報告第80集、担当者木崎康

弘）と共通する点が多い。

縄文時代早期縄文時代早期の包含層はアカホヤ火山灰層の直下にある第1V層にあたり、

第1V層の上部から遺構および遺物の出土する集落跡、下部から細石器および隆起線文土器が検

出された。第Ⅳ層における上下の層は明瞭に区分できない状態である。

細石器文化の遺物は3点の隆起線文土器と数点の細刃器、細石核である。出土遺物も少なく

包含状態もよくないが縄文時代草創期の資料としては貴重な資料で、とくに隆起線文土器と細

石器の共伴資料としては県下初出の例である。

集落跡関係では、遺構として竪穴式住居跡8基、集石（石組炉）9基、石皿を配した配石土

坑4基、土坑10基が検出された。これらの遺構の分布状態を分析してみると、中央の東西にの

びる尾根を境にして南側と北側で差異が認められる。北群では検出され竪穴住居吐8基すべて

がここに集中し、これに3基の土坑が伴なっている。他方南群には竪穴住居吐がなく、石組炉、

配石土坑、集石などのみで構成され、さらに東西2つの小グループに分かれている。東側では

集石3基、石組炉2基、配石土坑3基、西側では配石土坑、土坑とに分かれている。これらの

状況から推測すると北群が居住区、南群が食物調理区ととらえることができ、集落内における

居住区と食物調理の空間が明確に区分されていたものといえよう。調査担当者木崎康弘氏は居

住区と調理空間の関係のほか石組炉の炊き口部が北西方向に設けられていることに注目し、風

上が北方となる冬を中心とした季節に、この集落を営んだのではないかと指摘している。

検出された遺物には多量の土器と石器がある。分布の状態は上記の尾根頂部に少なく、尾根

頂部と谷底面との境の斜面に濃密である。これを遺構との関連でとらえると、南群においては

遺構列が遺物分布のほぼ中央にあり、とくにその南側で多量に検出される傾向が認められ、食

物調理や工作などの作業による生活廃棄の投棄との関連も考えられる。

出土土器は押型文土器と手向山式土器や塞ノ神式土器が主体であるが、前者と後二者との分

布状態に差異が認められるので、集落の展開に編年上の問題を提起するものと考えられる。

石器としては、磨石・敵石、石錬、尖頭器などが検出されており、磨石・敵石が全体の31％、

石錬が23％を占める。土器と石器組成の問題も今後の縄文時代早期の他遺跡の発掘調査成果を

待ちながら、狸谷遺跡との関連も検討を進めねばならない。

（隈昭志）
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TheTanukidaniSite

SUMMARY

The肋""たit戎z"jSiteislocatedinYZz"､α血，K”"zCounty，K""､α”O加Prefecture・The

siteisl79tol89metersabovesealevelwith24metersofrelativeheightfromthealluvium・

ItissituatedontheprojectingpartofthehillfacingeastalongthejⅥsﾙ妙"c〃River，

whichisabranchoftherZz"､α血（oneoftheKuma'stributarywaters)．Theexcavation

tookplacefromApri1，1984toMarch，1985,duetotheconstructionofthe〃"s伽

Freewaywhichrunsthroughthemiddleof鮒"s〃．Theinvestigationwasconducted

mainlybytheK""､α"O加PrefecturalBoardofEducation・Thefeaturesandartifactsfrom

thePreceramicAgetotheEarliestﾉb"0〃Periodwerefoundinthenaturallayersinafairy

goodconditionastheresultoftheexcavation・Theyareeachdescribedinthefollowing

paragraphsaccordingtotheculturallayertowhichtheybelong．

1．TanukidanilLithicCulture

ThisparticularLithicCulturehasbeenfoundintheculture・layersofLayerⅥljust

beneathLayerVIortheltoPyroclasticflow・Theartifactsconsistof381toolsand56

cores，aswellas3,783flakesandchips・Thetoolshavebeenitemizedasfollows：lO5

knifeblades，14endscrapers，23sidescrapers，15notchedscrapers，3gravers，lhand

drill，2pebbletools，71crackingstonesandhanⅢnerstones，l2stoneplatesandanvils，

26retouchedHakesandll2utilizedflakes・Theartifactswerefoundinextremelygood

condition，coveredintheO､6－to1．3－meterthick，hardandfirmLayerVI．

2．TanukidanillLithickCulture

ThefeaturesandartifactsincludedinLayerVjustabovetheltoPyroclasticHowarein

thisLithicCulture・Thefeatureisstonestructuredwithagroupof8,252pebbles（sand

stonesandcharts）whichcanbeclassifiedintosixdifferentgroupsviewedfromthe

conditionofitsdistribution・Itisobviousthatmostofthepebbleswereoncescorched，

whichindicatesthattheymighthavebeenusedincookingwiththeuseoffire・

Thetotalof547artifactswerefound，namelyllOtools，20coresand417Hakesand

chips・Thetoolsconsistof48knifeblades，5trihedralpoints，5endscrapers，5side

scrapers，1graver，1P伽ggs9""姥2，6crackingstonesandhammerstones，l5re‐

touchedHakesand24utilizedflakes・Thetoolsarefounddistributedatandneartheridge

ofthehill，andtheycanbeclassifiedintosevendifferentblocks（lto6a,b）according

totheirdistribution．

3．MicroIithicCulture

Astheresultoftheinvestigation，microlithswerefoundaccompaniedwithpotteryin

LayerⅣandV・Thelimitednumberofsuchartifactswerefoundscatteredinallpartsof
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thehill・However，mostofthemwerefoundarounditscenter・Theyconsistofl3itemsin

all：3piecesoflinearreliefpottery，3microcoresandotherrelatedartifactsand7

microblades・ThelinearreliefpotteⅣistheoldestandtheonlyexamplefoundin

K"""z”O加Prefecture・Itisexpectedtobeoneoftheimportantmaterialsinthestudyof

thelncipientﾉb"0〃PeriodinthefUture．

4．EarIiestJomonPeriod

ThefeaturesandtheartifactswerefoundinLayerlVrightbeneaththeA肋"0J"ztephra

(I伽gひ)．Suchfeaturesandartifactsarevariedandarebelievedtobepreciouscluesin

knowingwhatthevillagewaslikeintheperiod・

Thefeaturesinclude8pit-dwellin9s，9stoneclusters，4stone-arrangedpitsandlO

pits，Viewedfromthedistributionthesefeaturesarequitedifferentfromoneanother、For

instance，atthewestsideofthehill，thefeaturesconsistofthepit-dwellingsandthepits

inthenorthgroup，whiletheyconsistofthestone-arrangedpitsandthestoneclustersin

thesouthgroup，Thus，itcanbesaidthattheyaredividedintotwodifferentgroups（the

northandthesouth)，theridgeofthecentralhillasitsborder・Ifthetendencyofsuch

centralizationistakenintoconsideration，therestorationofthevillagetotheoriginalstate

ispossible・Thevillageispresumedtohaveconsistedoftheresidenceareainthenorthand

thecookingandtheworkingareainthesouth，withadumpingplaceattachedtoeach・It

canalsobepointedoutthatthevillagemighthavebeenactiveduringthewintertime

becauseofthefactthatthefuelholeofthestoneclustersarefoundinthenorth，whilethe

cookingareaisplacedinthesouthoftheresidence・

Astotheartifacts，1,701potteryan．4,700toolswerefound・Thepotteryconsistof

Os"“〃"o〃伽〃orpatternstampedpottery，艶"0加犯typepottery，、z恥"た伽""αtype

potteryandshellscrapedpottery、ItappearsthattheeastKy"s〃group（thepattem

stampedandtheshellscrapedpottery)andthesouth〃"s伽group(the艶"0〃〃typeand

thenz加城a如加atypepottery)areplacedfacetofacewitheachother､Ontheotherhand，

thetools（635itemsinall）consistofl53arrowheads，4points，28sidescrapers，l

scrapers(た〃s"i)，4notchedscrapers,23handdrills，lax-liketool，3polishedax-like

tools，5P伽ggs9""腕s’4pebbletools，20crackingstonesandhammerstones，95stone

platesandtablestones，l28utilizedHakes，amongwhichtheaITowheads（themain

componentsofthetoolsineast脇"4s〃）andthecrackingstonesandhammerstones（the

maincomponentsofthetoolsinsouthKy"s〃）arethechieftools・

Thus，asinthecaseofthepottery，theconfrontingrelationshipofthetwoareasis

recognizedinthedistributionofthetoolsatthenz""賊な"jSite・Besidestherelationship，

thepresenceofthepoints，thoughtheyareratherthin，wouldbeanimportantfactorofthe

site，fortheyarethecharacteristictoolsfoundinthewestandthenorthof〃"s〃．As

mentionedabove，thetoolcompositionatthenz""〃Z加､jSiteisbelievedtobemadeupof

atleastthreedifferentlocalfactors，makingthestructurecomplicated．
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1．磨石（左1点）・敵石・台石

2．磨石・敵石
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磨石・敵石

図版8狸谷II石器文化の遺構
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図版13縄文時代早期の遺構

1．1～8号竪穴式住居跡と土坑（東より）

2．1号竪穴式住居跡（東より）
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図版15縄文時代早期の遺構

1．4号竪穴式住居跡（西より）

2．5号竪穴式住居跡（西より）



図版16縄文時代早期の遺構

1．6．7号竪穴式住居跡（西より）

2．8号竪穴式住居跡（北より）



図版17縄文時代早期の遣構

1．1号集石（東より）

2．2号集石（南より）



図版18縄文時代早期の遺構

1．3号集石（東より）

2．3号集石（炊き口より）



図版19縄文時代早期の遺構
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図版20縄文時代早期の遺構

1．6号集石（東より）

2．7号集石（北より）



図版21縄文時代早期の遣構

1．8号集石（西より）

2．9号集石（北より
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図版23縄文時代早期の遺構

1．3号配石土坑（南より）

2．4号配石土坑（北より）



図版24縄文時代早期の遺構
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図版25縄文時代早期の遺構
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図版26縄文時代早期の遺構
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図版27縄文時代早期の遣構
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図版28縄文時代早期の遺構
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図版30縄文時代早期の遺物
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図版31縄文時代早期の遺物
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図版32縄文時代早期の遺物
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あとがき

ようやく、狸谷遺跡の調査報告書を発行することができた。整理期間と予算、そして整理要

員の数に制限されての仕事であり、その枠の中で出来る範囲内での最大限のものしかここに提

示できなかった。整理の大半が遺物の実測にあてなければならないという状況では致し方無い

ものと思う。それだけに、報告の基本姿勢として、出来るだけ多くの資料を提示し、それに関

する情報を示すということを心掛けてきたつもりである。

熊本県下の先土器時代研究は、熊本県教育委員会が当該時期を対象とした調査を実施したり、

肥後考古学会でも特集号を組むなど、最近とみに活発化している。こうした情勢の中で、この

調査報告書がその潤滑油となることを期待したい。

最後になってしまったが、発掘調査から報告書作成の間、お世話になった方々がいる。そこ

で、その方々のご芳名を記すことによって、感謝の意を表したい。

〔発掘調査〕

西英吾・田原高憲・松尾文夫・吉村時男・内田スミカ・岡元安子・久保山八重子・城子よし

こ・高山静子・谷川佐千子・土肥美鶴・中村祐子・西川明子・福山イツ子・福山フクミ・松舟

妙子・宮田れい子・宮原栄子・村田文子・矢桟問チク・柳瀬幸子・山下よしこ・吉村チエコ・

米田ヤエ子・蕨野京子・蕨野トミカ

〔整理〕

吉永都美子・水本寿美子・宮本扶美子・永広絹代・淵上慶子・木下俊恵・前田志磨江・中村絹

子・瀬丸延子・古賀ゆみこ

〔報告書作成〕

島津義昭・松本健郎・江本直・高木正文・野田拓治・大田幸博・西住欣一郎
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 90 集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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